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オ リ ン ヒ ア

1. 希膿人記オリム tゴアの祭

空豆
メa、

原

の

宝ｾ

務乙

随

技

園

希服にとって、我図 の兄冠にも 比 すべき問者 ｉｴ は 、 ＱＦ ｊ Ａ￭ｲｾ伎役であった。故 ｪ 折 王クセノレクセス

は大軍を卒ゐ て準寧 し、テノレモピライの|按岨 をも攻略した。スパ J レタの勇士三百名が ν 才

ニダス王と共に組閣の要1hz : : 殉じたのであった。後間もなく若 ー「のア J レカデイア人が波斯市

に投降した。1 &1折人が「一躍希! 雌人は作j を: してゐるのか」 と寺ね? と時に「人々は今オリン

ピアの祭を行って居り 、人々は競走や戦争をみてゐる」 と投降者は答へた。波新王は 「希

雌人は気が隠してゐるのだ」と樫蔑したが夏に「その競技のi: i・9i!- vc I'I 何 をもらふのか」と再

び苓ねたので、「勝利者は撒出の枝の冠を貰ふのだ と答へた」。之をきいて波j析の名七 トリ

タンタ イクメ スは 叫 んだ。 ｉ イ ｉｉｊ と いふ同氏に苦々は ｴｬｬｮＺｾ をしかけたものでるらうか。彼勾ーは

金をうるために競ＢｽＱＮするのでなく 、 質に柴容の Ｑｾ めに Ｇ 予ふのだ」と讃 ｬ 具した。

之は波新 ｾｉｾＦ 役のととをかいた歴史 家へロ ドトス の体へる と とろである。未曾有の困 難に

際しでも 、 Ｑ ｾ 々 と 祭式を行ひ 、 競技を試みた希腿人の襟度は 、 ｢ｩｊ 野人をも驚か し たのであ

るが、 - ) T 才リンピアの祭とそれに1 ' ll ふ競技とは 、困難K 岱つでも 、之を底 しえない桂重

大な民政的友行事であったので b る。

2. * リシヒ7 の競技

はじめは夏至の後の最初のi前月のi J VC祭典を行ったといはれるが、近代の研究ではむし

ろ八月頃の満月の日に行はれたと信ぜられてゐる。非常K 暑気酎しく飲料水も不十分であ

ったので、見物も容易で、はたかった o fJY.. 隷が命令を注イ乏しないときに主人はよく「そん t'J.

k 慌若をすると才リンピ アに送るぞと叱ったといふ話さへるる 。

紀元前七七六年に第一回の競技が行はれ 、 エリス人のコロイポスといふ 月が勝利をえた

と停へられてゐる。最初の競技は Pj f2競走 ( dr omos) であったが、次第に競技の種類が増加

した。以下K 表示すれば

l 第 l 図 く7768 C ) 競 走

2， 第 14 回 ( 724 "  )  スタデイォ ν 往復競走 ( diol l los)  

3. 第 15 回 ( 720 // )  長原般競走 ( doli chos)  

1 . 競走 2，跳開 ha1ma  3 図板投 diskobo1i a 3，紛投 akonti sma 5 角カ

4. 第 18 固く708 " )  5 種競走 ( P entathl on)  
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5. 
/1 

角 カ
( P ale)  

6. 第 23 固 く688 I! )  参 関 ( Py gme)  

7. 第2. 5 回 ( 680 I! )  成ＮＧＮｾ 4  ii J i 立戦車競走 ( hi ppon  teleion  d，.omos)  

8. 第 33 回 ( 648 I! )  拳闘角カ ( Pankrat i on)  

9. 
/1 

競 Ａ ｾ＠ (I { eles)  

10. 第 37 回 ( 632 11 )  小児競走

11. 

"  
小児角カ

12. 第 41 固 く61 6 B C ) 小児拳 闘

13. 第 65 回 く520 I! )  武袋競走 ( hopl i t on  dromos)  

14. 第 70 因 。 ∞ 。 〉 駿馬 2 顔立戦車競走 くApene)

15. 第 7 1回 ( 496 I! )  ヰb馬競馬( 之( : t 84固まで〉 くK alpe)

16 第 93 回 ( 408 I! )  成馬 2 顔立競走 ( Synor i s )  

17. 第 99 回 ( 384 11 )  4  fi J i 立駒競走 ( polon  har ma)  

18. 第 128固 く268 "  )  2 頭立駒競定 ( S y noris 伊 lon)

19  第 13 1回 ( 256 11 )  駒 競 走 ( Pol on  keles)  

20. 第 145図 ( 2J O "  )  少年拳闘角カ

その他第96回 (396B. C.) に は太鼓手、イヰ1令の競技があった ( Sal pi nkt on，Re r y k o n) が之

はスタデイオンや競馬場で行はれた のでは ない。又音楽、競技は才リンピア には行 はれ たに

か勺椛。

3. 競 技 の 回 数

此の表によってみらるる如く第十四回の祭から競技種目が次第に靖加したので、大人の

競技と戦車競走と を同 1111: 行ひ 、傘i矧f{J 力を夜間に行ふ事もあった。戦車競11・ーと就中五種

競 技が手間取ったといふと とでb るc のみならや競技だ けがIIR目でなくそれは祭典の一部

とし て行はれたのであって 、 祭 典 の Ｑｾ めの 供犠 が重大友行事である。そ とで長室に第七七回

( 472B. C .) 以後、競技の 11敬がJ . i . 1二J I'L延 長され、後には六川間 l乞延長さるに到った。

第一日 、太鼓手及体令の競技。誓約その仙の準備 を行ふ

第二日 、小児の競技

第三 日、午前は競馬、午後は五種競技 を行ひ 、タノJ ・には 、英 ME就 中 アキ レタ ス、ペロッ

プスに墓前供犠 をする。

第四日 、大祭日で此の |オが満月に' 出る 。大供養が行はれる。

第五日 、午前は競走、れ'J瓦競走、長距離競走左ど 月)r謂n堅い競技」を行ひ、午後には角力 、

傘闘、拳闘角 ;11. 主どの 「重い競技」を行ひ 、最後に武装競走を行ふ。

第六日 、勝利者に加冠し夕方 プ リタオ、イオン K 沿いて J111冠者への饗完が行はれた。

かくして紀元後三九三年まで大他行はれたが、三九四年ア才ドシクス一世の時に麿 LLが

宣告されるまで持続した。

4. 競 技 の 解 説



此 の競技の 中で最初から存したといふ競走が最も重大であって 、此の勝利者が主 として

記録にとど められる。ースタデイオン即 ち約一九二米 を走るので 、IL¥登絞ii'Lは界石があ り、

出張の佼立の矯めに設けた 川護地の如き深みが{ ( ーする。: ft 復競走は従って二スタデ イオン

走るのであ り、 長距離脱走はじ乃至二凶スタデイオンで、大凡ー・五一|些l ・五 キロ である。

量の給に表現さるるmでは 、走法 I' I現代と同様の姿勢を とり、短距離の場合は上腿部を高

〈大股にふみ出して 、手をo日き之を激しく振って由J作 を敏活えにらしめ てゐるが長距離の場

合は 、 胴髄は殆ど品 ｊｗ ｬ ｲ｣ ｬｕＺ ｾは ｩｬ 空くあげ 、 ｾ�Ｍ武を狭く 、 ｊ 腕 は脇につけて殆ど動かさ友い。 中

距離は ほぼそれらの混合姿勢をとってゐる。

武装競走は 、楯、兜、 tfi ，i出前をつけてi [ ' 復競走をするのである。はじめはかくの如く 全

武装をしたのであるが、次第に簡略に怠った。五 IIJ. 紀の litl i ' L 先づ! 庄市てが次いて・柏が除外

され 、後には兜もつけねととになって 、j1fE楯だけをもって走るととになった。均等の重量

を負儲させるために、才リンピ アのッーェクス品11'殿i ' Lは25領の楯が準備されてゐたといふ。

跳躍、 図板投、; t企投、は丘種競技の内に入るだけであった。跳躍はl J ) ]走して石の闘より

前l f の師穴までとぶので、之れを越す者は大に賞坊される。足跡の故後の線で側るが 、は

っきりしなかったり、踏みなぼしたものは無効でるる。跳躍者は手に重り ( Hal t er) をも

って跳躍を助け 、 更に笛吹きが居て ｪｬｾ く之べるように之を放僻した主いふ。

闘板投は純然たる惜古ーとして希l雌人の行ったととろである。国板I' I 径約20 センチ 、重:hl :

1・S) 'J 至4・5キロで、最初は石製で後に金IIJ 板も mびられた。

国仮投げは有名な i ロンの彫刻をはじめ美術品に色々縫っては居るが技術の詳細lはな

ほ不明な黙があるといはれる 。 持と手で竪く困板 Ｑ をにぎり二 ・ 三度ｽｾ ｾ をささら揺り して上半

身を埋める様K 構へて' ¥{ ; かも物を地中からひきあげる如き姿勢をとって 、 - st ?おい| 以外

( Balfis) から投け、る。

ｊ 総投は貫 ＿践の武術から ｉ Ｚｉｾたもので あらうが 、 投松 Ｈａ ｫｯｮｴｩｯｮ Ｉ は 人憾 の高き位であり 、

杭刷は条皮又は松をmひ、先端には鈍くした秘 をつける。重心K 滞き革皮の紐を捲きつけ

るが、その端はわな ( Ank y le ) κ なって日る。 人産指と 中指とを此 のわなには ・め他の指

で刷をにぎる 。そしてーは高い限界から投げるのであった。

角力 ( Pal e) I' I 希脳ては一番普通の遊戯でるったか と忠はれる。その角力場 ( Pal aistra)

角力者 ( Pal ai stri tes) は、それそれ一般に腕技場の立であり競技者一般をさしたのである。

叉競技の前に 倣慌のil ll を皮肉 l亡塗 りと んだ り、砂をまくととは、此の競技者の沼山から来

たといはれる位で1説伎の基準的危ものでるった。 7寺、肩 、l燦、時、が地上につけば投げら

れたので あ り、三度投げられれば敗けであった。絞め 、足取り 、指 を挫くとと は合法的手

段として許されてゐた。此の競技は草なるf単一 1J )])l U J によるものもあり 、業を主 主する者も

るった といふ。

拳闘は今日は残酷に近く f感せられるが、昔はlP:J ，かい212皮の紐で-凶指をまいたので、メイ
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リカイ ( Meili chai 軟かい〉と呼ばれた程であり、且つ主として頭をねらふのが常であっ

た。競技全Ti 量が峨業化した結果紀元前三世紀頃からは丈夫な革の筋が入るやうに友り 、建

には金} 誌の鋲がつくにいたって殺人的の道具 となった。ヵエスツス ( C aestus 倒すもの〉

とよばれる程で、ク' ラデイア トー J レ( 決闘-t ) の級友競技となってしまった。倒れてしまへ

ば初論敗北であるが、敵手は人差指を b げてl除服のしるしとしたとともあった。

角力は投げるのが主11艮だから、寝ー誌はたい。然る に傘闘角力は 、るらゆる手段を以て相

手を克服する競技だから綴るとと、逆をとるとと、倒れた相手を絞るとと、 II N. 球をおそう

ととなどが許される。武器をもたぬ決戦である。 7ごから最も悲壮えに競技であって 、全く命

がけである。従って競技者も少友〈時には敵手なく て械は守して優勝するととも あった。

その時は 、「土っかヂJ ( Akoni t i ) とH乎ばれた。

競馬、戦車競手は最も華麗な翻物であった。然しそれだけに費墳な競技であ り; 王者の参

加する競技であった。そ して騎乗者が加|冠されるのでは危くて 、馬 、戦車の持主が加冠 さ

れるのである。

5. 優 勝 者 へ の 賞 奥

引: にオリンピアの優勝者には野生微慢の枝で作った冠が 9([- へられる。 ( Ste Phani tes， 

St ephanophor os と呼ばれる 〉。それはジエウス利l殿の西堂前11域 、アJ レアイス ( Altis) にあ

る撒間の樹を、雨続がｴｲＮほ存命せる子供が、武令のｾｉｴをもって伐採するのである。一説に

よると第七回目から徹概の冠が拠へられたが、それ以前は林檎が賞として拠へられた とも

体へられる。その最初に徹櫛の枝で加冠されたのはメツセンアのダイクレスといふ人であ

ったといはれる 。本来の賞9 i ! - はそれだけでるるが 、後にはその優勝者を生んだ市がHi の炎

理 事として之に賞 金を 噌り 、 生源公費を以て ￯ｬ￮ ｊ Ｉｾｾ で・公食を奥へ て之を表彰したといはれる 。

アテナイではソロンが才リンピア勝者には五百ドラクマイの賞金を Ｙ ｩＡ，へるといふ法律を ｈｾ

して 居る。その他才リ ンピア或はそのf ; J:"r! i I'L ' 1 引換が建設され、或は詩人K よってその勝利

が唄讃せられるとともあった。

X 4  

かくの如〈勝利脊は国家から非常た優過をうけた。 とのととは時に不首だと感せられぬ

とともたいでは危い。既に六位紀の哲患者ク セノ フアヰ、スは 、自己の製識はか L る人間の

値力や馬の躍走するよりも温かに泣秀であるべき筈てあり 、従って謬識以上に競技を表彰

するのは不富であると u昌つて ゐる 。吾々を反省せ しむる ものがあ らうと思ふ。

6. 審 判

さて此等の競技ははじめにのべ? と如〈祭典の一部であった。祭の聞には市111の平和 ( E k-

echeiria) が得られねばなら友かったから、 背此の地方の祭 J 民はピザ 、ェ リスなどの有力

た貰力のある市が主宰 した。従って競技の監併もか L る地;か君主の手に あった。然るにm



I冗i. O恒同1(σ58別OB. C. ) カかミらへラノ テデ屯 f カイ と手r名y「1けらtれL る'f.併千刊4判.サザリ11' 1山i

とと ｉ ｃ亡たつた。 ｩ枇 ｬ此止 υ ヤυ初 ｊ川 ｪ は 二ノ人｜であ つ たが 、 み江抗 Ｈｾじ ａ 川ωｼ ド ｬ川 Ｇ Ｑ ( 4侭34B. C. ) カか冶ら 7九L人 と な つた。 そjれLは

エリス のf部司市¥)J朕矢 ( Ph川1ηyle) が九 つあつ7たζ カか為ら f各守許向部1官i)J政t カか冶ら一 ア杓1づ， 11 ¥すととになったからであ

る。かくて部腕( / ) ii'i 長 と共に十人 、十二人 、八人とたり 、後は慨して 十人 と定まったゃう

である。

11 tの事午1)'( ¥・は、11t? ひの品'1'ヅ£エクス J ( Z eus  Horki os) の前l' 肢で宣誓をさせる。此の利1

の像は以手 f C，ι 光をもって協汗行ーを日する の姿をしてゐる。審判官は此の示'1' 像のか? におい

て 、競技者その父兄、訓練おーを Mミめ 、派の l勾をきって 、競 技K 不正をしたいととを持はせ、

特に競技者ーには ri'l ふ十ク n川正しく ;U' 慨をうけしととを併せて拝はしめる。叉子供キ競走

l亡参加 す る15 を検字ずるものは 、公 'l S: ft : 決定し、牧! i (j ないととを腎ひ、更に合格不合特の

候補手? について9，:11るととろの秘術を守るととを持った。此の示'1'{1象の足F f t : は青銅板があっ

て Ｑ￭ ｓ， 汗者ーには恐ろしき Ｚ ［ 日 の Ｊるべしといふ ｴｬ｜Ｇ が ｾ ｉｩ ーかれてゐる。

7. 参 加 者 そ の 他

競技 ｋ 五参加するも のは 、ｲＧ ＱＱＱＱ ￯Ａｩ民にして風評 の 必しからね ｾｪ 下ならば許されるのが似ＡＡｉ ｊ

であるが。玖治的事↑ ｬｬｪ からｾお ｣ の ￯ li が除か) . L るとともあった。そ のため K 同時を係って参

加lせるものもあり 、払j' i人 の勝利行の名も停は ってゐる。 11>t-f去に 1，1 i " ) レメニア 人 のア J レタグ

アツドの名さへ優勝者ーとして体へられてゐる 。然し財人のivH主はオリンピアては 、別の 時

ｬ 乙へラの祭に行 ｬ まれる のであって 、 ｢版頁 ｩ則 Ａｩ川 ｩ ｊ として ｫｾＺ

禁ぜられ 、 オ リンピア競技は全操縦でー行はれた。杵約にもある如く競技は公明正大を f1R目

とするから、続令 より '，'. (  11¥走したりする如きは埠jメであって加冠されない。後K は競技

に時l I (i して勝をえんとする如きも のも生じたので、i主jぷ手tl 亡: 司令をが| して、之をもってグ

エクスの像を鋳造した。或は私怨をはらすために相手をうったと忠はる L 場合には勝手? と

ｍｉｾ も加 ｬ 冠され十 、 反って Ｚｩ 日 イ訟を 利するとともあった 。 ｝ｬ 比 ｬ 土勝つでも違反によると判定され

て加冠され歩 、殻f F ーしたも のさ へある 。或は所定の時 期vc*令せざりしものは之を除外し

てii i J i . はざる候補者 lζ 加冠した 。か L る迷反品罰はた "'1亡才リンピアばかりでなく 、他の践

校でも同校であって不正.H .止にて 倒 されし死者 It : 反って刈l冠した例さへ b る。

此 の競技の創始者は、成はヴ. エクスといひ、或はへクレスといひ 、或はペ ロップス と も

いはれ色々僻説があり 、叉色々のf府与がある。然しオ> = * 競技は祭典の一部なのであって 、

祭と共に古い起源、をも つものである。そして祭は 、終始宗教的である官ーだが 、それにも附

らや 、古代希雌の玖治的統ーが特定の品lド枇 を中心として行はれたといふ政治的三!と而がある。

そのため ｋ 地ＩＩ・の政治的勢力 の 市長 ｬ 乙ＱＧ Ｑ ｾ って祭 の 主宰者が鐙化する。才リンピア祭もはじ

め、 ピザ後にエリスが主主ドし、: D. ! : I亡スパ J レタの勢 力が主!点fi して後はスパ J レタもエリス と共

l亡-1:: ar: 者と主主つてゐ る。叉宅事者の鐙イヒIt: 1' 1:って 、イミ事者のもつ信仰が優勝となり時には

鹿倒的 とたり、 時 ｬ モば Ｂｪ ｩｬ 信仰 Ａ と混合する 。 か ｌ る挫す ｾｦ ｴＮ 主事↑ ＱＱｪ ーが 伏イ ｩ ーするために 、 才リンピ

ア祭の木前 ｉＧ ｾｬｾ び ｋ 競技 創 始者のイヰ ｾｩｊ ｴ ｩｊＧ 慎重注 批判 生 加 へられなければなら友いそれらは徐

りに専問的な問題であり別に護表したとともあるから省略する。
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古 代 希 臓 の 競 技 乞 競 技 場

認モ 田 慶

現代行はれてゐるに間際 1 リンピアの競技は 、その，也ひやl きは古代希鵬の才リユム ピア

祭の競技にあるかも知れないが。その内察はそれとは全然滴立したもので何等古代の競技

の約束K 縛 られるものでないo 然し今回の伯林大舎が 、 ドイツ人の儀式砕から 、相知古代

的え主要素を採り入れたので、古代競技への開心 も亦新にされた 傾向が五 る。 との機千? に古

代希「脳の競技とそ の競技場を一瞥すると とも無駄ではあるまい。

祭 と 競 技 古代希j践に於け る競技は 、それが民族共通の大競技で・も 、地β 的た競技で

も、その多くは多くは何れかの利lの祭 主結び付 いて行はれてゐる。有名友回大競技と云は

れる才リユムピァ 、 ピユチ ァ、ネメ ア、イスト t ア ( Ol ympi a，Pyt hi a， Ne me a， I st hmi a)  

の祭の競技K 就て見ても 、 才リユムピアはオリユムピアにあるツ' エクス話'1' の祭であり 、 ピ

X 6  
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オ リ ユ ユ / ヒ ア の グ エ ウ λ 前11 域 の 園

ユチアはデ J レポイのアポ J レロ ンiJi lll の、 ヰ、メアはヰ、メアにあるプエクス示111の、 イス トi アは

地映地のポセイド ン洞の祭なのである。

とう見ると競技は示11
1
事:の飴輿のように見え るけれ共、そ して賀際六、五 、四 Il t 紀から後

はとの形式を採って居たけれJ 号、その起源は必十しも示111事 と結び、ついたものではない。ホ

メロ スの詩 等を資料として 、 希脳の競技の起源は死者のＡｴＮＺ ｴｾ ｓｬ ｴ とありとする論も肢く行はれ

たのであるが 、 とれとて もむ しろ競技の一 つの機縁 と考ふべきで、所設その起源I'I 盟κ 強

い兵士を料ると 云ふ軍事的な日的K 師するのが至??i であらう。

希 雌 が菊五馬の支 配 に入ってか らは 、 競技は屡 々 ＿ｩＺ ￬ｨ ｘ ｆＮＩ 皇 惜のＱＺｾ i ' Lさへ催 されるようになる。

然 し、 それでも 、競技と 云 へば「祭の競技」がその代表であった と云へるであらう。貨に 、

訟のよう κ 散らばった希脳民政の小者IS，!J - 同家は 、彼等ゐ互の存立の15; ｾとは絶へざる武 Ｉｊ 闘

雫が行はれたので あるが 、 とう 云ふ 闘予の型に も 共同 の 文化 を 守る Ｑｾ i'L I' I 奉朕一致が要求

され、それが希脳人のの愛好する競技の形式に於て1雨たされたのは自然である。然し宇ふ

ものの 11刊に於ける一致と 云ふ如きは利I句 ) J でなければ不可能である。全希蹴人の示1111; 主るプ

エクス 、 アポ J レロン、ポセ イド ン等はとの1J，t 'XIJ をつ とめてゐる諜である。 凶大祭K 於ては 、

ある期間中、 あらゆる武力行応が示111の命令 に よって止められ、所謂利l聖休戦が全民政の間
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ｬ 仁成立し、人々は互に何 ｉ Ｎｾ Ａ［ 脅威を交 くる ととな く 競技に 悲 Ｑ ｭ し 、見 物するととができたの

である ー「祭の競技」が: 11止も様であったのは白然である 。

ζ の「祭の競技」の内 で もオリユム ピア祭の競技は古代的の もので、今の間際競技もその

名をfA- りてゐる次第ーであ るから 、以・ 1'- オリユムピ ア競 技 を中心に話を進めよう。

オリユムビア オリユムピアのツ「エク ス示'1
1域はペロボ ンオ、ソス4三島の西の地方、アJ レb

ヂアの
111 ｴｴｉＡから流れＱＭＱ ｜ たア ル ペイオスのが付 ｦ エリ ス の平野へ ｾ ｦｩ ， る所 、小 さい丘 ｋ 悶まれた

符間の小平野K あり、ほぼー溢 200m位の方形を主主し、北にクロニオ ンの正を負ひ 、Iれ

は アJ レペイオス K 近く 、西は北から流れてア J レペイオ スI'L it ぐクラデ才 y、の小流で・界せら

れ 、3震は谷間K 沿って スタデオン と ヒツポドロモ スが張り /1¥してゐる o 市'1' 域はAltis と云は

れてゐるが、それは語版的に瀧木林を意味すると 云はれてゐる。質にその言葉の通りに 、

今も背のあま り高く友い柔い松に荒はれた静か友底櫨である。 との示11' 域の施設一般に就て

は岱て建築療研‘ 究第77蹴「ぺロホ ンネソスの放」の中にその大要を紹介して置いたから参照

されたい。

オリユム1 : : : ア祭 1 リユムピア祭及びその競技の始まったのは傾く古いととで確かには

定め難いけれ共、希雌の紀年法で m l 才リ ンピ Y ードの初年が逆算して B. C. 776 年にな

るいその頃から大悌! との競技を供なう祭が行はれてゐた と考へて差支へ友い。 そして、

とれは第 293 才リ ンピアード (A. D. 393) まで記銭があるから 、紀元 4t世紀を以て終をつ
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げたと云ってよい。

オリ ンピアードは現今 と同じ く 4年で 、4年目 、希雌風に云 へば5年回毎 (penteteri kos)， 

K 大祭が催され、その季節は冬至から 8 月目又は 9月目の満月を中心とした 5 日と定めら

れてゐるから 、従って今の暦では 8 月の上旬から 9 月下旬に至る問のi前月の頃にあたる。

祭の始まる数 ナ 月前 ｋ 、 ｩｪ ｩＱ ＱＧ ｾ 或の管理者 ＱＱ 市 であるエリスの役人がツ Ｇ エクスの使者 として 諸

問 を 巡って祭の日取を報や る ｾｉＧｌ才リ ユ ムピアを出張する 。 との使者は至 ｉｊ る蕗の名 都市 で

プリユタヰ、イ才 ンに柑ぜられ、そとで聖蝿に示11' 酒を瀧ぎ 、犠牲を屠って 、 ヅエウ スの名に

よって休戦を宣言する。 ζ の時からエリスの地に は武器を携へたものは一人も入るととが

許されたにいのである。

祭の 1月程前になると 、諸国の濯手とその監仔はエリ スの11町に集って 、そとのギユムナ

シオ ンて・競技司官の監視の下に猛烈た練管が開始 され 、競技司官が技術劣れ りと 認めたも

のは臨時たくその場で除外される。

祭の日が二三円程後にせまると 、エリ スの高官 、競技司官 、監 J降、選手等は行列を整へ

てオリユムピアI ' L IH護する 。 エリスの1 I 1Tは才リユム ピアの地から約 50km をへだて西よ

り の 北 に位し てゐる ので 、 その行列の通る市 ｉＧ ｾ 道路はエリ ス から今のピ ｊ レ プ 久迄南下 し、

ととからア J レペイ才スに沿って束に折・れるので、行列は; 芭程から云って今のピ J レコ‘ スに一

泊ずるのである。



一 方 見 物の而々は老若ｩＧ ￬ｬｾ 取交 ぜ て Ｈ 刺し 既 明 の婦人 はとの 期間示 Ｑ ｛ＱＱ 拘て 近づいて競技 を

見 ると と が 禁 ぜられ て ゐた 〉 、 あ るもの域 っ ぽ い ｾ ｉ｛ ｉ 聖 ［ 立跨 を 徒 Ｑ 少 で 、 あるもの ｛ 仕 組 を 利用し

て 川 を 捌航し 、 アノ ｾ Ｎ ［｢ チ Ｗ の ｬ ｩ ｾ 穴は 輔 ｬ 亡 符 っ て陀桁と 示 Ｑ Ｑ ＱＩ 玖 に集 っ てＭＪ る。 との容の慌に概

く ｾ ｱｬ A-:: な小足掛も行はれたであ らう 、仮利 な天幕を持参 l亡及ぶも の もある 、も っと 賢い飛

はス トアの:ri ｾｾ ［ｪ ｾ の ｊＱ ミ ｦ ￫ ｬｗ む 。 然 し大部 分 のものは Ｑ Ｕ 付 近 の 野にい ｦ｢ 誌にｎＮ 本 を天井 ｋ ｉｬ民 ったに

Ｊ￭ ｾ ｪ 主ない 。 とと では ホ アルの 心配 句 Ｚ 無月 ｪ であ る 。

前足気は もう充分はすコんでゐ る。耐11域のi十!のア ゴラには諸ー岡の防人がそれぞれ珍 らしい

ll 'fi，弘を列べ立てて容を呼んでゐ る。詩人が自作の詩を朗 11日し、製者が知識の道を説き、玖

容が玖治 を談じて 居るの もとの前11:域の問閣であ る。

??; 月の12 卜l は祭の初円 である。 朝か ら利l事が執 り行はれる。 多分ツ' エクスの大雨Hf1I'1こ( 'I

ｴｾ ＡｪＱ ＱＺ が 十 本 げ られ 、 ペ ロ プスの ｪ 家 Ｑ ｉＱ にはそのJ(J lが瀧がれたととで あ らう 、 プーレク アリオン

では! 被栴な選手の首相 審査が開始 され 、合相手f は中一州民rlil K 安置された雷電の ツ‘ エク久の

前i IL iii VJ  'fe  1J 拝を行ふ。

競技者め少年、成年の級別 もとと で行はれ る。 オリ ユムピ ア競技は民族の競 技であるか

ら勿論奴隷や他民肢は選手首梢がない。女も一般には快 持者である。然し厳格な資格 現定

は背中4が殆ど快けて 日て確かな ととが云 へない。

却二 日から競技が始ま る。 Y !，引から競技開係者の行列 が、恐 らくプリユタヰ・4 才ンに勢

揃 ひして、先頭には競技司官 ( Hel l anodi kai) が立 ち、偶れ役、桝i瓜手がつづき 、諸 岡代

表 、選手、jEE杯、戦車、馬が アJ レチスの周悶 を練 って、束砕iの隅か らヒツポ ドロ モスに 、

又東北の隅からス タチ才 ンに税込む。 見物は 既に競走路の雨側斜面κ それそぞれの席 を占

めてゐる 。競 技司官 、諸 問代表 、市[1官 、その他 の高官連 KI 'I 決勝線の1
5
付近 K 特別席が設け

られてゐ るととは勿論である 。

首リュムヒ・ァ紳域の復原模型。

方角 11左が北、右が雨。右よ りの大殿堂がグ エウス榊殿、左下

の中殿 堂が ａ ラ最 中 員 長 。 プ リュｾ［ｪ 、 イ貢 ン Ｑ Ｑ 左 ｆ 固版外 。 右垣 タ ト

の建物が 7・{ レウ テリ オy 。左ょの紳域外がスタヂォ ν 。

やがてフアンフ アー

ルが起って 、競技開始

が報ぜ られる 。踊れ役

が大 き友穫で選手を呼

びH¥し、そ ζ で組合せ

や コー スが定って競技

が進 め られる。

オリユムピア l'C. 1i をけ

る競技は所謂臨 )) 競 技

と馬術 競技の二種であ

るが第二日か ら第四日

K 渉 って 3 日間行はれ
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るb ' その開花 如何たるプ ログラム

f [ 従って競技が行はれたかはー慨

にヱミへないが 、ほぼそ競技が比ら

れるように三ト Ｑ 間 に ＧｉｾＮ ｉｊ Ｇ ｉｾＺＺ［ でられて

ゐたもので あら う。

勝者は普通第一等が定められる

のであるが 、時に二等三等も定め

られるととがある。優勝手f が定ま

ると慣れ役がその名を特げる 。例

べば 「アテナイ人泣る へJ レモクレ

短 距 般 競 走 の 走 者。

ズの子三キアス 」 ι 云ふよろに生閣と父の名を併せて。そ して競技司官 I' I との勝者l乞標 と

して綜招の一葉を興える。

かくして競技もプログラム通り K 終をつげ、祭の第五日が明ける。有名友撒慌の冠は大

抵 との 円K 奥えられる。との冠 はヅエクス利l殿の脇 K 生 へてゐる示1I1聖た野生の撒階 、所謂

「カリスアフ・ ハノス の徹概」、 の枝から作られるも ので、祭の問紳域内の黄金象牙遣の机の

上に置かれ、競技司官が親ら勝者の頭上に冠する のである。

冠を戴いた勝者 I'I 兄弟や友人K 取:在かれたがら 、それぞれの感謝の意を とめた恭献物を

利II ' C降げ、勝利 の歌を高々と合唱し紳域内を練りまわる。そしてその夜はプ リユタネイ才

ンに盛た勝者の饗宴が催される。見物の群集 もそれぞれに散じ 、その間に交ってI駄に敗れ

た若者が、頚をろ友だれて我身の不幸をなげき友がら 、迎へる者も友い故郷へ師って行 く、

全力を531 して敗れると云ふような春め言葉はととでは通用しない。それにヲ |かへして勝者

は王者の如く故郷K 迎え られ饗宴がつづき 、唄歌が献ぜられる。ピンダ ロスやシモニデス

長距雌競走の走者。宅JHt 続投の潟lf( さ比較さ れれ し。

}c 1 0  

の碩歌はとれである。

競技種目 才リ ユムピ アの競 技

種目は時代によって異なるが、最

盛期には ほぼ次のやう なも のであ

つ? と。

稽カ競技では

1) 競 走 ( dromos)  

2)  ボクシンクー (pygme)

3) ・レスリンダ ( pale)

4)  パ ンクラチ 才ン( pankration)

5)  五種競技 (pentathl on)

馬術競技では
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ホ' ) J シン ゲの準備に革紛ら手|こ者きさ着けてゐる。

1) 騎采競走 Ｈｾ￬ ｰｰｯ､ｲ ｯ ｭ￬｡ Ｉ

2) 牧草競走 ( har mat 巴lasia)

競走は普通 1スタデオン距離、

2 スダデア距離及び、長距肉!toで 、長

距離は20スタヂ nc及ぶものがあ

った。競走路は後に述べるように

1スタヂオンの直線 路? であるから 、

2 スラヂアの競走は ζ のJ直域開を

往復し、長距離のものは 出費税 と

到着線の各中央に建て られた粧を

廻って幾回も Ｎ ｴ ｬ ｾ ｦ えし た も のであら

う。一組の走者の教は不定で・ある

が、オリ ユムピアの出張線の|高分

は20名分あるから 、相首多数の一

組がるったので あら う。倫 1スタ

ヂオンはほぼ 180 m位にあたる。

走 者 は す べ て 全 裸 で あ っ た が、

hopl i t odromos と 云 っ て 武 装 競

宇も行れた。

ポクシンクは今 nのように相手を撲って周服させる技で、手袋のかわ りに細長い 、多分

3  m以上もある 、草紙を手f ' C 谷きイ1・けて 、相手よりもむしろ自分の手を保護してゐた。 勝

i吹は相手が手を皐げて周M1zの立を示すまでは

檎摂され る。 休恕時間や同教は友ぃ。

レスリンクは今の と異な って 臥 わざ、は認め

られてゐない。相手の11'生より上が地に若けば

勝 つのである。 投わざも屡々汀j ひられる。 レ

スリンクにしてもぶクシンクにしても重量扱

の ｉｾｾ 別 はタ ｪ 論ない。

パンクラチオンは 、その誌が示すi l l ! り( pan

全 、kratos 力〉最も猛烈な もので、ボクシ

ンク とレスリ ンク' を二つな が ら mひ、その

他、噛み付く とと、 n良等の柔軟部に指を突込

む ζ とを祭ぜられてゐるだけで 、大抵 のわざ

を使 ふととが許されてゐたらしく 、徹底的に

ｾＩｊ シ〉 〆ゲ 競技の園

事U1e着げてゐるのは例外であろ 。

1  1  x  



相 手を間服させて勝敗を決するの

である。時には 力54t きてfお間服 を

示さやその: f:!.)K命を落すものもあ

り、 叉勝利が穴伏 された腕1m、息

絶えて 、栄冠が空し< i冷令たい吋1骸広の

J上-て. に置古か益れるよろ z友E悲しい場合も

起つたと 云はれる。

パンクラチオンの荒々しいのに

引かへて、五種競技は 如何にも希

蹴 らしい競技である 。 とれはジャ

ンプ 、闘鰹投、給投及び競走、 ν

ス リンクの五種目から友り 、始め

の三種目では笛の音に合せて 、そ

の運動のリツ' ムが鑑賞されたので

ないかと想像されてゐる。

ジャンプはすべて走幅跳で、今

と異なる所は爾手 lと鍾を持って跳

ぶと とで、即 ち踏み切ると同時K

激 しく錘 を持 つ雨予を前1)・K 水平

に投げ州して はづみをつけ、 足が

地 につく 瞬 間には 、多 分、その鍾

を後に振り建って、少しでも足を

レスリンゲの積# の技た示す。

レスリン グの投げ投与示す。答た持ってゐる の11監督。

前プ Ｇ ｩ ｬＧｌ 迫ひ ｴｉ ｾしたものであるら し

い。舗は石か青銅製で、1. 5kg 位

か ら 4. 5kg まで ある。

バ ｙｾ ラチ オ ｚ ノ 競 技 練習の掴。

闘盤投 Ict 今主 同 じであるが、投

げる前の鉢の重JJ きは、必やしも今

のように鉢を廻轄させるやりカーで

はなかったようである 。 M yron

の有名な 固盤投の像 はよい参考資

料 である。 国盤は今遣ってゐる 物

で見る と直径で'17) ) 至30cm、重 さ

で 1. 35乃至 4. 76kg で青銅製レ ン

x  1 2  
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走幅跳。手1el I I J に投げ出して 11づみ在付げてゐ

ろ。右の人物 11監督で、Ni 身答ら以て選手1e激

励する。 これ11バラ イスト ラに於げる情景。

走幅跳に於てまさに足が地 iこ着かんさすろ瞬間。手

の位置ら注意ぜよ 。下方に 3 本杭放のものが見える

の11他の跳者の着地おた示してゐるのである。

る。走距離の長さは72スタヂアに

達するものもある。騎馬競走は人

も馬も全裸で、鞍もなければ鐙も

ない、た r 手綱一 つ が 損 り で あ

る。

戦車競走 11: 四頭立又は二頒立が

原則 で、取者は勿論戦車上に立っ

て取す るのである。

ヒツポドロモ スも後ｉＧｌｾべるよ

うに今の ν ース・コー スとは異つ

ス7杉のものである。

検投の検は背の高さが標準で 、

木製の;j: jij の先端氏青銅の穂先を付

け、2iE紐の拍 手が重心の 附近K あ

っ て、とれに指 を入れて投げたも

のである。

此上の三種目 11 : 軍調では競技さ

れたのでは友 〈、 常1' L1i 種競技の

一部として行 l生れたのである。 ζ

の五種競技の勝敗が如何K して決

せられたかと 云ふ ととは未解決の

謎として残ってゐる。二三の仮設

もあるけれ共略す。

以上の樟力競技に属する種目は

全部スタデ才ンで行はれたと見て

よい。然 し、 連うる説では、ポクシ

ンク' や レスリンク.や パンクラチ才

ンは利I域の東北の一角所調テアト

ロ ンの場所で行はれたとも云ふ。

馬術競技の方はすべて競走であ

て細長形であるから 、雨端I ' L qうる

ポー J レの外側 を廻って規定回数だ

け競走路を往復するのである。と
タヤユ/ プ用石録。大英博物館蔵

i  3  x  



れもー競走の頭数が多いのでター

ンの所で屡々落馬や戦車のi樽裂が

起って悲惨な結果 を起したととも

よかくなかった と云はれる。

競馬のスタ ー トの航況は明瞭で

はないが 、相・畠複雑な仕泌が一般

に想定されてゐる 。

競技場 競 技K 閥する建築施設

を炭く解蒋すれば、オリユム ピア

の市II 域及びその附近の建築物( ' I ー

走幅跳及びi愉投競技。左の人物 11双笛

た吹いて運動 i二リ〆ムた奥えてゐる。

と し て競技に閥係したいものはないと云へる J 然しそ の 内でも直接閥係あるも の と云 へ

ば¥、 スタヂ、才ン 、ヒツボド ロモス 、パラ 4 ス トヨ、ギユムナシ才ン (s tadi on，hi ppodr omos， 

palaistra， gymnasi on) の四つである。

パライス トラ及びギユムナシオ ン( ' I 一般に都市施設在しての惜育館であ って、ととでそ

の都市の青年が日々鍛練 さるる所である。然るに 、 オリユム ピア は全希雌の共同聖域であ

って、その附近には都市が存在しない。何の馬に との ような慨育館が必要で・あったか。競

技の講に集った選手の僅かの期間中の練習場と 考 へざるを1与えEい。又恐らく選手の宿泊所

ともたったであらう 。とう 云ふ性質の建物であるから 、との二つは才リユムピ アの建物中で

も比較的後世のもので 、その創11部の手法はとれ等がやっ と紀J e前一111紀頃の ものに過ぎな

い ととを示してるる。 乙とではその詳* f I I は略するが 、との 才リ ユムピ アの惜育場は希!践の

仙の例よりも兆較的よく保存 されて、クヰト j レクヰク スの記事によい手本 をwえて ゐ る。

スタヂオシ オリ ユムピ アのスタ デ才 ンは雨1I 域の束北に隣り 、束の) i lrc 延 びて、その競

走路の平面は示'11域の地盤より一段低くなってゐ る。

競走路の雨側は斜聞 をたして見物席 を形成してゐ る。その北の斜而( 'Iク ロニ才ンのJr. の

雨麓の自然斜面 を利 fll して ゐるが 、昨j の斜面は人工的に土佐 を築き 、 ヒツボドロ モスの北

x  1 4  

上国 11四頭立戦 車鏡走。下園 t: t 騎乗競走。雨

掴 l二見ゆ る柱t:t コー スの回車宮崎た示す標柱。

の斜而のゴJ .M・を粂ねてゐる。

競走路のある而( 'I 、ほl宏、長

さ 212m' 同 32mの舛! 形で、耐

側斜而ーから土砂が流れ込まな い

よう に紘石が陪l らされ 、それ と

平行に石の樋が連 り、所 々石の

* 1品3がある。 ζ れは排水mの出

と抄Iでも あるらしいが、それに

しては不充分なので、恐らく上

二



ヂJ レアオイのスタヂオ ν 。

古代希1抵のスダゲ貢 ンさして1" 1最もよ く保容されてゐる

もので、山腹の斜面に透 られ、南側の人工の階段席 1"1一

部分破壕されてゐるが、北側! の天然斜面ら利用 しれもの

1" 1 完全に浅ってゐる 。見物席の列 1" 1 走路の車曲線に射 して

平行でなく、僅か凹曲線たなし、視線のさへき・られる二

さえｾｾくしてゐる。

水の供給路で、競技者のfJ j ( fi1 1'C設

備されたものと 考 へ 玩L てゐる。

との競走路の排水の問題は 、仙の

希!鼠のスタデオンでし既に解明さ

れてゐるものもあるが( 例へばデ

J レポイの如き〉 、 オ リ ユ ム ピ ア で

は通話な説明が! 1 i ! えられてゐと

ν、。

競 走 路 は 出 護 線 ( aphesi s) と到

着 線 ( t erma) が 規 定 さ れ、その

聞の長さが l スタヂ才ンである。

とのスタデ才ン箪位は 600希 脳 J'(

k 相官するのであるが、全希脳 必

や し も 一 致 し て ゐるのではなく 、大 韓 180m位 K 1i るのである。オリユムピアのものは

少 し大き く 192. 25m になってゐる。参考の嬬二三のスタヂオンの例 を奉げる と、

ア テ ネ

デ J レ ポ イ

エピタ' ク ロス

等で相官危聞きがある。

184. 96m 

177. 55m 

181. 3 0 m 

競走路の方向は t リユムピアではほぼ束回で あるが 、 アア ネ の も の は ほ ぼ 南北 である

し、そ の他の例 を見ても一定してゐないようでるる。

出登棋と到着線は石灰石の恒久的友闘 になってゐて 、幅 約 48c m長さ約 27 m あ る。と

の石の閣の表面には二係の築研 ｊｾ

のj務が柔IJ まれ 、踏切り の足掛りと

な るようにできてゐる。雨市泉とも

共1'C20名分の絵地があって、 1 名

蛍り約 1m30の幅が奥えられてゐ

る。との一人の占むる幅1t J : 闘の上

K 木桂を立てて区 分 したらしく、

その柄穴が姥つてゐる。 中央の穴

が一つだけ大きいのは 、 と乙に長

距離競走の際のタ ー ンの桂が立て

られたのであらう。

見物席は走路に沿ふ斜面であ る

アテ牛のスタヂオン。

これは古いバナテナイ アのス タヂォ ν の底且上た 18'i 5年 l二

復興しれもので、 1896与の第 l 回オリヒツ 9 ，t t 技が二、

で行11 : れに。約七湾人の』肱容能力がわる。

.1 5  :X  



が、三、二世紀にた ると希雌の

多 くのス タヂ才ンは、希蝋劇場

がそ うで あったように 、恒久的

た石の階段席 を採用す るように

たる。然 L 、不幸に して、 才リ

ユムピアのスタ ヂ才 ンはそんな

立法た階段 席 を最後迄 もた 友か

ったよう である。見物席の斜面

は軍に 、恐らく、芝生に蓋はれ

た自然斜面寸うあ れ とれが有名

た 才リ ユムピア 祭。競技が行は

Ｑ 剛 ｊ￸ｾ

i …S  ＢＶＰｾ＠

r---- '>0 - ーーー「

ミｾ
オリ メヒアII技場の 出俊線中央部資淑l輝1。

各石の長さ11不定で必? しL走者 一人の縞 さ一致 してゐな

い。ニ僚の絡の聞にあ ろ四角11. *栓の納穴で、布より のし

の ＱＱ 中央柱の 穴 で 少 し大 ｾ ｩ ｴ ｴＮ 柱 が 建 つ よ う になっ てゐろ。

れた ス タデ才 ン かと思ひ 惑ふ程で あ る 。 前 ｖｌｾ べ た よ うに 北 斜面 は自 然 の 傾斜 を 利 ＱＱ Ｑ して

ゐる が、南 の斜面は人工的で、時代 と共にその土従 の高さ も稜々に 鐙イヒ してゐ るよ うであ

る。 一般K 希蹴のス タヂ才ンの見物席の斜面は 1/2 位から 1/6 位の傾斜であるが、 オリ

ユム ピアでは極 〈古 い部分は 1/12 位の緩い傾斜のもの もあるが 、大部分は標準的た傾斜

であったと 考へ なければならぬ。青芝の上κ 慌たはっ て競技 を見た と云ふ想像 も、-!(ふは

裕然た る昔の スポーツ にふ さわ しいけれ共 、やは り大台 K は木製の一時的な階段j広が遣ら

れたと 考 へる7北の方が正 しい ようで ある。 才リユムピ アのJ.!. 物}市の牧本人員は二何人 と計

算す る人 もあれば凹高人と勘定する人 もある。

かよ うに一般席は粗 末友も のであったであら うが、競技司官やその他高官 、市iJ l官連のj市

I' I 相蛍立波な ものが考 へられたEければな らぬ。 然し未だかかる特別席のイ下イ「 は確か められ

て居な い。 オリ ユムピ アの スタ ヂ才ン祉は未だ令部の琵t聞が慎んで ゐな いのである。

オリ ユユ/ ヒア説技場の出後線。ポー メtまる 11森忠一兵。

ヌ 1 6

ヒツポヅ ロモス 才リ

ユムピアの競馬場はスタ

チオ ン と ｬ ｬ ＧＮＮｾ i にそのj.( ，j VL 

一段低く位世 してゐたと

考へられてゐる。その位

世は〆けmと縫って何一つ

追って ゐたい。それは 中

-111紀にア J レペイオ λ の1/11

jぷが法化 してとの ドロ モ

スの位世 をすっかり洗っ

て しまったからで ある。



オリンピック犬曾に際して建築家に望む

木
-F  

東 作

オリムピック大合招致運動が成功して愈よ今後四年には共貫行が迫って来た 、夫れに要

する建築物の数も少なく友い と思はれる 、自分は夫れ等を各調立の 、連絡の友いものにし

たく友い。

市かも費用に到して賓際i買値が多く 、共使途l乙劃して十分に使利で、結局剛堅 、質賃友

ものが良いのでは ないかと思はれる。 先づオ リム ピック大合、と同じ趣意で、古代ギリシヤ

の様式に 、純 日本式の色調を判然と 加へたゃ うtJ . も のが、良いのではあるまひか と、 考へ

られる。

( 16頁煩き 〉

従ってとの ｦｾ￞￭ｩ はＧ｛ｪＧｬＮ 1' 1 : 文献によって想像されてゐる K 過ぎ ない。

以上オリユムピア を 代去として希臓 の競技 と競技 場を一 瞥してｾたが 、 希「鵬の競技は概

力競技や馬f朗読技のみで・なく 、 ピユチアの如きは音梨競技も重要注種目 であ り、 あの挙や

かた行列のパ ナテナ イヤ の祭やデイ才ニユアのあったアア ナイ て'Iti 音楽や舞踊 や!剥の競 技

が髄ブJ の競技にも増して感であ ったのである。ととでは聖火縫走も行 lti れてゐ る。競技場

にしてもオリユム ピアのものは極めて簡素で・あるが布・雌の他の地 K は もっ と完備した競技

場施設も残ってゐるのでるる。然し今はそれ等 K 言及する飴裕が友いので、甚だ物:t らぬ

所があるが 、他の機合に譲りたい。

1 7  x  



オ リ ム ピ ア ス ・ 訟 は や 之 が 会

瀧 津 県 弓

オリムビアド 現代の図際オリム ピック大合は 、J2i Jfj;11の如く、古代ギリシヤの泣風停承

として 、何回年にー凶づ L 行 lまれる 。が 、此の凶年といふのは一寸他に 額1: 9IJ のない特殊な

期限で ある。少 くとも今日 の問符や常識から 見れば不思議でさへある。それ故に、杵て此

の問題!主主嬰界 の一つの トピック で もあったのである。所で、多くの人は既K 気がついてゐ

るで あ らうが 、四年といふJ，!; JJ 目は今 nの太陽暦K 存イ，: する。 rlVl. 怒るものがそれだ。そし

て偶然かどうか 、話分のうちオリムピ ック 大合/ は 、丁度その問年 '1;]":1乙開催されると足、って

差 支ある まい。 さて 、問題の手掛りはJ¥i r んな所 lてもあるであらうか。

ギリシヤの才リムピア祭典は「ii 至」の後のivt 初の ii 前) 1 j の凶lζ 行はれたと侮へられ

る。そ して 、その「暦法」は示' 1 I i i L ! : の祭司の手によって ll I ( 悦はh てゐた。 オリムピア祭典は

常時の暗法と傑く閥係する所があった にちがひたい。今 、此の問題を取放へ-r 手許のヵーァ

デナ アの著 「才リムピア j ( E. N. Gardi ner: Ol ympi a， its Hi st ory  a吋 Remai ns) につい

でお っ て比るに 、 大要次の如くで あ る 。 即ち、 ｉｾ ｪ 代ギリシヤの祭事は農業文化の形態をも

っ。農業は必然 l乙太陽的な季節 !)J ，I iJJ 目を求める。がbiI 始的j替法は太陰躍を mいてゐた。'j;;;

然J与所には太陰暦の太陽筏的調鐙が要求されて* る 。か くて 、 ギリシヤでは何時の凶から

か一一それは才リムピア祭典の庇史的記録が始まった紀前 776 年 頃 に も 前 る で あ ら う か

一一太陰 の ＹＹ ［ ｾ を以て Ｘ 年とす る ｪｩ Ｎｲｲ， ￬ｩ ｾ i 八年法」が保JI J されてゐた。 此の 8 年のうちに 3

lH. 1の間半 を適宜折入するのであ る L即 ち、12x 8+3=99)。此の言は Y 宇宙的車位として

の 8 年のJ.' i JJ 自に悲 v 、て 、'I.; I: 8年 t亡祭典を行ふ l!l l ｦｾ は 既 ｉｃ IS"く よ りテ) レプ オイに存した。が

一 一恐らくは常識的 fZ: -- - 8年は{:j'i 長きにすぎ ん さ れ ば此の 「大年」を二分して 、その

初めと品中と 、つまり 4、J:4 ipの祭典がflil J定されるに宅 った、といふのである。然らば何故

「五至」の頃に行はれたか。それは r度姿の牧肢が) ¥- づいて 、やがて来るべき葡萄や泉質

の取入れを待つ迄の約一月 三|三ほ どの「JE閑 j明j f " C 相おしたといふのである。

後 l二、紀前4J 2if-頃 b' ら19年た大年さして英中 に7 閏年々 置く E霊法が採用され1: さうだ( 司王山清次氏

ifff 法及時法J ) が一旦制定され1: 祭!.II!- l: t之が j : めl二重差夏 されなかっ1: 。

とにかく歴史的に公認された故初のオ リムピア祭典の年 は紀前 776 年 K 相首し、その時

から 'J Iつピ いて毎回の優勝者の名が体へら)'L てゐる 山である。ギリシヤ人は 、何時の頃よ

りか、此の第一回の年を歴史上の紀足元年と措定 した。所謂「オリムピア紀元」がとれであ

れ それ より 次々の才リムピア祭恨の期間を歴史的車位として「オリムピアス 」と呼んだ。

x  1 8  



困1 . "" }レリ y 大合のメダル

とれは 「四年紀」と でも詩すべき

であらうか 、乙れが後il! の「才リ

ムピアド」 なる語に相ai Rするも

のである 。従 って 1 リムピア祭

は夫々の才リムピアドの第一年

の五 ｩｾｌ 11ii されたといふ事になる

のである 。 而して近代の園際才

リ ム ピ ツ ク 合 議 も 占グ11、その干初丹矧却，

「才リムピアド」の2活吾 をj期Ti'カか冶る

詰意，:1味床で川いてゐた告笹. でで、ある。

才リムピアドなる語の本来の

ｾＰＺＱ Ａ［ｪ￧は正に 上述 の 如き四年紀 を

指すとされる 。普通の語感辞書

などにも然う記しである中長だ

し、叉それ以上の問題に は立 入ってゐないやうでも ある。が 、近頃のジヤ アナ リストたち

の言ふととろの「才リムピ ア ド」なるものは之とは少しく異るもの L ゃうである 。 それは

全く「オリムピック大合」そ の ものを指してゐるとしか忠はれない。共}Wで 、 との%J i しい

用語法は一種の濫用ではないかといふ不 交 が 一 一 少 く と も 語 息1-.の正統iほから見て一一

ｾ＾＾奮起ってＭＪるであらう 。 若しも私の見る所にして設ない とすれば、 ｪ 折ろい ふ新 傾向は前

回のロスアンゼ ｊ レス大合の時以 ､ｾ ｟ｉ臨に 佳しくなった様である。然らば之は 言は Y 一種のア

メリカニズム的現象であらうか。現 l亡、|社l くととろによれば、今凶のペノレリン大台 IC Ｇｉｾ Ｍ ＺＺ［ っ

てドイツ の 墜者の問 l亡此の濫別問題が論議されるに至った程であ り、そして大合組織委員

舎が調査した結果、既 l亡ギリシヤ の昔 l乙於ても此請が「才リムピ ア競技祭」の意味で川いら

れてゐた貰例 をへロドトス の「歴> k J の中に見/ 1 '， すに至ってぬがついた rlJ で・ある。 とにかく

ドイ ツ人も とが此度の j 亡命lf 乙此話を愛J l j したといふ質例は既に底示された所である( 岡 1) 。

「オ リムピアド」の問題は以上のやうな経路で解決されたかと 忠はれる。 解 決 し た 在 す

れば共れ以上追求する要tはたEい筈である。が、私 は 、そjれしでも此の用語法が厳柿な意 I味味刷lに
ζ  

於ては一一既陀へロドト ス白身 tに亡於てさへ- 一{依企

みた。そ乙でで. 念のため Liほdd白ell &  ｓ ｣ｯｴｴ のギ リシ ヤ語ゾ大ミ，宇 Ｎ ｴｾ 典 ｬ典具 を黙検して見る事とした。

然カか通も、そ の結果は 、意外にも 、11¥1題自身 のみが占pって問題的になってしまったのである。

「オリム ヒアド J Iこ相賞するギリシヤ語( 工部] 述の如1く " Ol ympi as" である。 きてよ掲の字.!!l!- によ

れば此語の怠味t: t 次の刻l き)1民序で示されてゐる。

く1) ￭ オリムヒアの競技」へロ ド トスに出づ、叉ｾ ピ〉〆ダ ロ ス ｬ こちり。 ｃｾ ロド ト スの文献中の箇

所る示 し、更にオリムヒア競技 lこ関する詩人さして右名なヒングロスら毒まげてゐろ事[ 工法志すべき

であらう一一瀧潔註〕
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( 2)  I オリムヒツ グの優勝」

( 3)  アツチカ〈アテ ナイ 〉の常用語さし て 「四年紀」。

斯う 見 直 してみると、 「四年紀」なる意味は 、むしろ新しく アアナ イ人のノケ言 として成育

したも のではえ泣いか と さへ思はれる。 間 よ り私は語製者では 怠いが、私は此語を前にして

今夏乍ら一つの問題を考へざるを科なかった。即 ち、ギリシヤ文化 友るものが、杭々に し

て、 アアナイ文化の レンズを透して眺 められる傾向はありはしまいかと 一一斯 く言 ふ私 の

此のー篇もまた。 ー ーが、と にかく 、菩々は安心して、- *るべき 「トー キヨ ー・ オ リム ピ

ア ド」と 朗らかに呼びかけて差支友いわ けであらう 。

オリムポス とオりムt : : : ア 大詰111ゼクスを+- : 品111 として八百出の示111々 が集ひ l亡集 うたと 言は

れ る「才リ ムポスの IIIj ( Ol ympos， Ol y mpus) lti テツサリアナ|‘|の北境、マ ク ドニアナ1'11亡接

する連山のうちにある 。「才 リムピア 」も亦ゼク スを 主示111 とする聖域ではるるが、ぺロボン

ネソスの回溢エリスナ1'1の 、丘と 川 との間 l亡肢はる低 地である 。此 位の事は 、四i羊の地上町う

至歴史を製んだ程の人友らば 、誰しも承知の如くで ある。が、それが屡混同されてゐる。

現に今度の ぺ J レリン大舎を機に日本で出版された「オリムピック読本」 と銘打った著述に

於てさへ 、 オ リム ピアの土地を指して「 との小 さな徐地 、 才 リムパス の谷間は 、ギリシヤ

の 示 ＱＱ Ｑ 々が住み給 ふた ｈ ・ ｍ ・ ＮＮｊ とｾＮいである程だ 。 「 前 ＱＱ 々 が住み給うた」とか 「才リム パス 」と

か言へば' お然あのアツサリ アの 11 1を忠ひ浮べねばなるまいに、と 、貫は光 夜 建築協合の倶

楽部室で話してゐた所 、 最近 ＾ＱＢ ＭＮ た の 森 ｬ 士 ｬ 教授とｾ ｾ ｦｌ ｬ ペ ロボンヰ、ソ スの 放 ｊ (1建築謬研究」

国 2. ォリムヒア盗域の復局{ 模型 〈スタヂ ォν [ 1左よ附 iこ少し見えてゐる 〉
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知 Ｗ Ｕ 、 Ｗ ￳ 、 ＷＷ ｦｩｬｩ み 照 ｪ を 試みて ｾｬｾ られた森忠Ｍ Ｍ ｲ［から目立された 「 ク ｊ レチクスのヲ ［Ｚ 物に 、

オ リムピ T の : fタ也 もlT は才 リムボ スと言 は れ た 山が 判: いてあ ります よ」と 。

lir ＡＺｕｾ時 手ＧＱＮ (1. ｦ，Ｇ ｲ ，然にし、而 ｪ して 迂 ｩ 開にも 、 本的の 参 与に さ 了 ｉ 度 その ｾｾ物ら入手し所持して ゐ Ｑ Ｚ 。

中i主調べてみ1 J {r なろ li ど7れ、 てあろ 「その 川の北岸 の丘らj"i の人 '1. ガリムポス さ名 づ( J f: 、こ れ

そ 将て 此 ｩ 也 の 耐 ｉＧｾ な ろ Ｂ，Ｍｲｲ ｩ ＮＱＮＡ＾ｾ示し Ｗ ［ｚ こ んの 名前て Ｇ わる 」 ご 。 虫 Ｏｉ Ｍ ｍｉ こｾ rif! 単て'何さな く心 L ごな

し、が、 fpj しろメリ ム ビア ｩ 立 ＱＯ ＱＱ ・ ｾ ＧＺ ｈ 似 て Ｇ ゐ名な グ ｐ レナウス ｜｟ ｅ ，ＮＢ ｳｴ C urt i us) の言である。これは克 め

て調べ直す必要があろさ、鈎途定車の中 で考へつ‘ 、』、さ 私( 1. 何時かMかで此の問題につし、て誠ん f:

事 のあろのら思 ぴ尚し 1:。不先 にも六年程前! こま貸ん f:' のら全く 忘れてゐ1: のである。それは '¥"リシ

ャ史の俄威、京大の広(m園教授の「語リムヒア祭 lこおげる主榊そ の他の附JIIli J cr 史i割j 昭和六年六

月紋所載1 なろ一文であっ1:。 きて以教授の考設 によ れIf rオリムポス の名( 1 . ……デ ツサリ アlこお

げろさ同名の L のが、エリス にあ ろ、 さスト ラホ' y c平リシヤ末期の地理撃;/(. -- ー瀧深註〕 にみ え

て居ろ。が此の他1: ( 1. エリス lこ対リムポス 山の名( 1. 見; 自ら なし、」 由である 。が結局「オリムヒアの

名(1. 、首リ ムポス山の崇拝 t ' ら* 1:。云々」さ結論されてゐる。

さころで ｏｬｹｭｰｯｳ の誇ＨＱＮ語根 ｌａｍｐ ー に由来する さ言 はれ る。そ れは 「 輝げる、明るい 、 ｲｾ

ぃ、 雲の、 秀で1: oJ などし、ふ意味の誇で 、 しかも 外来的な匂1 e Lつ1: もの f: きう f: 。上古のギリ

シヤの塗境であっ1: 北方の 白い零 lこ輝 く秀峰が「オリムポス」さ呼If れるに至つ1: の( 1. 如何 l二L自然

であらう 。そ れが何時の時代か 、セ ウスの信仰さ共に南下 して、 まづ一つの 山の名に 、ついで低地

に移って聖域「オリ ムヒ ア」さ稼言fc しれものであらう 。

グイ 汽ナ J レ7 ンとグー アと を もっドイツは 「古 典 主 義 」 を 理 解 す る 岡 で あ る K ちがひな

い。 更 IL クノレ テイ クスをもっ ドイツは 、q-.'j: 1と才リムピ アへの愛 着 を強 く 感 じて ゐ る に ち が

ひ 友 い。今 回 の ベ ル リ ン大合 が、特 l亡躍を大 l乙して 「ギ リ シ ヤ の 復 活」 を歌 っ た 心4寺も首

肯 さ れ る や う に 忠 ふ。 「オリム ピアの聖火」をリ ν ーに よっ て、 叉 その 聖 域の F徹 慌 の枝」

を飛 行 機 に よ っ て 、わ ざ わ ざ取 得 ゆ る な ど 、 誠l乙未曾 有の盛 視 で あ っ た 。 が 、斯 う いふ 古

典 主 義は 、 とりも直 さ や ド イ ツ 的 な 古 典 主 義で は た い だ ら う か。 ドイツ人は 、 由 来 クラシ

シスーム の 形式 を よく 提 示 して く れ た 。 が、本 慌の ヘ レニズム の精 神の具 現 は 、と たると 、

どうも1/1)かと 疑 問 が 湧 いて- * はし まいか。 米 るべき 「トーキ ヨー・ オリム ピア ド」 を特 へ

た 丹 々 の 深 く 省 み る べ き U¥] 題 で ある=

遮莫。めの喜e火 リレ ーの「短火J (:t、 ギ リシヤ語なら If rラムパ λ 」ではあるまし、か。それはオ

リムピアの語 さ共通なしA MP ー から *1: もので、従って現代語の 燈火1e 意味する「ラムプJ ;! 

共遜の語根らもっしの 1:' 。 そこ で「オリ ム ヒアt ' らの ラムパス」で果し てドイツ人 l二駄酒務ごして

承 認 され得ろか否か 、らヰ' 1.( 1.知 らT心 、が、プ ラ トンはその 「響宴 j 筋の中でわざさ斯んな地口た言

(1. - ( f てゐる“ Pa usanioll de pausanl enou"  ( バウサニヤスが ヤスん1: ' ) 一一回より プラ トy (1. 、之 iこ

よ っ て設 時 流行のソヒ ス ト風の修 館 法 ｬ こ於げ る 形式 主義 ｉ ｊＡ＾ 倒ｾ 摘 し ＱＺ のか ｌＺ 知れな い げれども。

マ ラ ト シ の 飛 脚 紀首iJ 490  i jミの秋 、ペ J レシヤのJ ¥. 市は 7 ラトンの7r: K .l て1
s
t す る 形 勢 と な

った o llt 打 開 家の- - ) ¥. !，ι 機を前にしては桁年の岡，;' 1的 確 執にいj は るべきでない。 7 7 ナ イ

は む を スパ ルタ ｉｌ 報 じて援 兵 を乞ふべ く 、 一 人 の 飛脚 を Ｑｾ ｊ｣ 令として走らしめた 。 その 名 を

プエ イ デイ ピデス とい ふ 。 彼 はア テイナイより ス パ ル タまで 、出 金踏幾 山 Ｑ ＯＱ ｦ を 超 えて 二 ｾ ｩＺ 夜

足 らや で駈 け着 け た。 しかし 、 スパ J レタでは宗敬J -，の信仰 か らr - if詰PJ J に な ら ぬ う ち にI - P，
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兵する事た イミ11J と して 、i怖く j安J( が アツチか に手IJ 述 し

た時は既に Ｑｩｾ ｩｪ Ｙｪ の 後で あっ た 。 が 、 とにかく Ｇｬ ｬ ｴ ＨＯＩｾ ｔｩ Ｈ 寸 へ

ロドトス のイヰへ るj 好で あら 。然 し乍ら. ＱＱ ヒクコ ｉｭｾ ，た の

父 ｊ のドラマチッ ク な文ｾ ［ ＧＡＺ，よ 、 マラ ｬ ンの ｲｬｹｕ ｾＺ に＿＿ ［ つ

て 、 たど枇前 ｬ て ｊｉ と の一 人 の例Ｚ 令 を ＱＱ Ｑ ｾ ｉｊ ｗｊ としてな場

せしめてゐ るだけで ある。

然 らば 、wのいはゆる 「マラト ンの走者」と は 、そ

もそ も判mか ら- *たwであらうか。突如と して、戦 終

れる Ｗ ラトンの ｾＡｦ から 、 一気 ｬ ζ Ａ ｊｬｉ￯Ｚけ ねけて ＭＪ て ＱＱ Ｇ 町長

々々 、 わが Ｂ ｉ ｾ 勝てり」と Ｑ Ｑｉ ｈ ［ と Ｉｾに お， 弘絶 え たとい ふ

あのエピ ソードの I}j ー1:はo m憾 ながら 此の の仁の イじ (1:

はi 1i 代 に於ても既 lζ 多分の疑 必 lζ 包 まれてゐ ?と。かな

間 4目 ヂJ レプ司 イの λ タヂオ ゾ

園 5. エピグウロ スのスタヂオ y のλ ター ト・ライy

x  2 2  

‘  .... 領 民 -

岡 3. マラソン競走第一回のも盛

立釘ソチリオス・ノレイ λ

り後の II J: vc 至って 、遂 に llt の I刀

一1: もとが戦前の飛 JV:I J と同一人 なる

プエイ ピデスだと |刊長されるに

宅ったのださうで あ る。 ( P hei-

di ppi des 又は 、P hi di ppi des，伺

之等は Phi l i ppi des の枕であら

うとも言はれる) いづれにして

も此の 勇士の貫イl ' 性は疑 lまし

い。従 っ て 、近代オリム ピッ ク

競技の最大種目たる所謂 1'" ラ

ソン競走」一一私は「マラトン競

支ー」と 言はせ た い の だ がーー の

山員長なるものは 、未 だ 肢 史 的 公

t忍言efJ<と はなってゐないわけで

ある。

近代のオリムピック競技にマ

ラソン競走たるものを殻来した



のは 、 フランスの厚仁 W，'e合員 l亡して t[':. ij安吉 話患 の材1U点 プ レアル 教 授 ( Mi shel Br eal ) ださ

うだ 。 と ｉ ｃ かく ｊｬ ｴ の 務行 のｾ 清原的芯詣に よって ￭ Ｗ ラ ソン税走 ｊ の ｲ， は 現代人 の 斗 Ｇｉ ｃ ＱＱｾ ー

だドラ 7 チックな特をもっ事とな ったo ZUン同1'，) 人物の | に 宗恕 してゐた I'i 代人の t坊を 、現

代 ｬ ζ 毛 って 始めて貫現 したｊ｜ｾでみる 。 ｊ ｧｲ ろ い ふことも ｉＩｊ ー 廷 の 、 ｊ ｩ つ ｩ 生だ興 ， ｱ 、の ある Ｑ Ｑ 江

決」 の復活とい ふべきでもあらう 。

近代語 リムピックの第一回大合がアテ 4、で催さ れれ i時、 此の競走の コース(: t 古来の{ 物示通り、マ

ラトンからアテ 4 までの山道であっ1: 。 しかし兵 l時の優勝必( : t 一位より 三位まで悉 く平 リシヤ人で

あっ ＱＺ 。ギリシヤで Ｈ Ｚｴ ￯ ド常にマラト ｹ の戦 ｬ こ ｕｱｦ っ ｴＺ やうな騒ぎ ｴｾ つ ＱＺ さう ＱＺ Ｇ 。そ のＱＮＱ Ｑ ［ ーの勇士ＨＺｴ一

介の良夫ソチリ並ス・ J レイス ( Soti ，' ios ｌｵｩｳ Ｉ さいふ青年であっ ＱＺ が、Ｍｗ，世ＩＧ｜ｴ Ｈｉｾ な人物さなつ

れ 〈 園 ＲＨ Ｚｴ 常 時 の彼の 委。捜装ＨＺｴ ＱＱＺｲｩＺ ，ごして 洋服屋 ｾｊｾ 他Ｏｊ Ｇら寄贈されれ ｌ の ｴｾ きう Ｑｾ 、 。 今 年六 十

八歳の彼;:t 、往年の7 ラト y の勇士1: ろ資給与以て 、ヒットラア総統の 1: め lこ対リム ピア聖域の.倣

.ft の枝た携へて" ' ) レリ y に乗込み 、ま1:短火リ レーに し鐙燦ごして最後の一役1:e淡じ 1: 、れ、 ふ現

代の エピ ソード( : t 阪に周く人々 の知ろ所である。

徴 檀 の 冠 7 ラトンの W-¥X から丁度十年の後 、 ペ J レシヤの大"1:[ は 再 び ギ リ シ ヤ に{占入し

た 。 此 の度はへレスポ ンｼ を ｩｬｾ って ｉＡ､ Ｑ 、した 。ア ツサリ Ｗ Ｑ ＧＱＧ｜ は ｾ ￭ｋ 陥り、 テ ｊ レモピ レの除

も濯 l亡抜かれた。折しも阿{ 門 l亡 降 り *った 7 ) レがチアの J I;' -1: を、 クセノレクセス王は 7 ) レド

ニ才ス 11寄市と J 与IC ，; 1比 した o ｊｉｉ ￭ ＮＢ Ｑ 正は訊山 し た「ギリシヤメ ｩ の 由 ｉｊ ｩ ｆｪ宇は如何 」 と 。 だが 、 そ ｾｌ

lと封する答は意外であった「ギ リシ ヤ人 は今才 リム ピアの競技 祭 を放して肘ります o il¥裂

や ＱＱｾ 車の競技を見物して ｊ［ｧ る ので す」と 。 そ ζ だ屯 ね て 「勝 っ た時の麗 美ＨｲＮｊＺ 1 n l か」と問ふ

に「撒m: の冠」との答。互互に陣中一人 あって 燃然として l民じて日く「日j二、' 7 ) レドニ才ス閣

下、金銭 を求 め十して名将をと 求むるヂr K '{号々 は11主り合ふものであるか」と 。 とれも oh、F ラ7

チックなへロJ - " 1- スの記 すPJ i'で ある。 之 を汀・せる彼の 、 自 らギ リシヤ人た るの衿持、而回

目 ｾｮｪｭ たるものがある 。

さて此のー)rの抑 訊 もグF、処 して lRJ貫のffl ちと であるか否かは疑はしいかも知れ な いo が 、

たしか KJ l t 年 は 第75 才リム ピア ドの 却- 11'1乙相 市 し 、 才リムピア祭典 は与をu された 71であ

る。そもそも才リムピアの競技祭は元米地ん的な祭典であっ たが、 1[t の祭典が名賀共l亡全

ギリシヤ的な盛観を現Jli した のは 、恐 らく 7 ラ トンのI政勝以後の事であ る とιl 、はれる 。米

合イ ｉ の 仏ｼ難 を 契機として汎ギリシヤ ｉ ｾ 長 は 全土 ｬ 亡 横溢した 。 かくて紀元前五 ｉｬｴ ，ｦ， ＿ ｉ ｌＺＮ 於ては

此の祭 典 も亦 ギ リ シ ヤ 文 化 と 共l亡、その資 金 時 代 を現 11¥したのであ る。たとへ 、ペルシ ヤの

六市 が|十j ドしつつあ ったにしても 、此の民 政 的 、宗教的な火祭典を忽にしに7; はない。 いは

んやゼウスは市示'¥1 と して ¥&¥家の守護示'¥1である。 問題は 、 ギリシヤ人が岡家的危色、 μ 到 し て

ￏ ｉ ｾ 然としてゐたといふ事にある の ではなく 、 賀 ｬ 乙 此 ＷＩ 一大非常時に際しでも才リムピ アの

競技は j順調 l亡行はれたとい ふ事にあるの℃ある o へ ロJ - " トスは野主? なパ J レハロス の侵略ド

釘して 、 ギリシヤ人 が立川11)[ と高度 の文化 を持 てるかを誇かに歌ひ上 げたのである。

日々i ' l を求 め十 名 替 を求 める」而し て典へられた栄冠 は素朴 な徹 概の 小枝でる る。 近 代ρ
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人々 は . とれ こそスポーツ草加IJI 、

いはゆ る「 アマチユア リス"ム」の

象 徴だ といふ。叉オリ ム ピ7 百jl

技祭の時 !とは約三 ク月lifl の「中rJ l

9Eな る休戦」が宣せ られた。 九

ポーツはあくまで平和 ｉ ＮＭＺ ｾ 主で あ

らねばな らぬ、勝敗 を日ざして

行動する事さへスポーツ本 ￬ｾ ｾ ｉ｝Ｑ と

相容れねも のが あ ると 言はれ

る。件て クーベノレタ ンが才リム

ピア競 技 の 復 興 を提H品した時

t亡、それが岡家的敵出，む を誘 設

するといふ廉で 、一部の反主J を

買った事さへあった。が、 ギ リ

シヤ の時代も今日も 、恨 の E↓1は

国 6. ギリシヤ人のス タート のポーメ

要するに浮附でるる。舵史的現買は必中し もま11¥想的要請にそぐふ ものではないかに見 える 。

ギリシヤ の各0・1" がそ の利l聖なる平和の一1"1乙、言は ピ平和のJ，成仁 を祇泣して競技せ しめた

常時の態度を、日佐今円 のー! 症の間際的道義観か らの み律する事は 、必十しも歴史的現質を

412る迅ーではたいであ らう。賀 に古代の オリムピ アの勝者は 、師還 と共! とfiNJ家の名K 於て;説

明歌を贈 ら れ 、そ の 品 ［ ｊ ｾ 像が立て ら れた の で あ る 。 ア アナイに於ては 、 図費 を 以て全く凱旋

闘 7. 第一回大合 lこ於げろ l∞m. 競走の スタートの ポーメ

，_. 

、

‘ a  

f  

守、 ??;:

x  2 4  

) ] 寺市と同等の資格 l亡て

池せ られた事は、 プラ

トンの 「ソ クラアスの

鰐明」の 中から も読み

とる事が/l Dk る。その

「図 家 」 簡 の ｾ ｝ ｾ 1亡は 、市

時の スポーツマ ンの峨

業化的傾向 を問題と し

た一節 もある 。'111.- の 中

が堕落しで も、スポー

ツだ けは堕務せね、な

どい ふ事はあ り仰ない

話であらう 。



苧 リシヤ文化のi立法さ共に 、オリ ムピアの競技 Li 歪務のi全ら t : どっt: 、外形 lこ於て も内1i f 1こ於て

も。「大詩人ピングロスは そのすリムピア頒献の中で戒めれ、勝利夫e1rrふ 二ごはォリムピア il 付帯i ! S

の大敵 ｴｾＧ さ。 ｌ か し時 代の流れ ＨＺｕ ｦ［Ｚ 態片 貯 金 〈 傾倒 し れ すリムピア的精進{1: 失{ 1: れて、勝つ事のみ

がすべてさなっ1: 。そして閤組合393 年におげ ろピザン千 Y 皇'-rjf テオドシウ ス第一t止の禁令{ 1: 、 要 す

るに瀕死の身 に止め た ｾｩｬ ｊ L  1: しのであろ」ご 、 リヒデノレ教授 ( Dr . F.  Ri cht eパ{ 1: ペノレリ ν 大合の

宣侍誌 ( Ol y mpi she S l' ieie 1936;  Nr.J )  Iこ〈恥、てゐる。

スタヂオシ風景 ギ リ シ ヤ の 競 技 場 は lfi :線 走 防 の 制 限 い も の で あ っ た ( 問4)。 見 物j市

も古い凶は市なる斜而の士| 向か、 t11; 々 が 木 製の桟 敷 であった。オ リムピアでは 、 す ぐ 側の

「クロノ ス_) J i : の斜 商がそのま L 一 時 的 の 見 物府 主 化 した 程 で あ る 。 堂 々と大 !11l1i を以 て 悦

まれた l主席 の 如 きは比較的後間のものに泌する。さて 、1lt の 競 技 場 の 走 路 の 長 さ が 丁 度

“ 1  stadi on" であ った。 それは符々の) i ? で略的0) -:' である( 英図) i ? で約 606ft. といふ立役

立 を あ げ て ゐ る 人 も あ る が、今 度 の 大1??に?;t ってド イツ人11こは 192m. 主 言 っ て ゐ る 者 も

ある J 詳市fII に つ い て は 諸 説 多 少 の 11¥入がある。元々ギリシヤ各ナ1'111 : 特殊な) " ( 度があったの

である〉。との走路 の 長 さ の11乎稿 が 、や が て 競 技 場 そ の もの L 名栴K 特 化 し た。 走路 は 数

本 の セ パ レ ート・コー スから成立って肘て 、長 距 離 競 走 の 場 合 K は ( 恰 も今日 の 水泳場 の

やうに〉同ーの コー スを何 Ｑ ＼ ， Ｑ か干 ｉ ｾ 復したのである 。

「出愛知から目標まではよ く走ろが、締りには駄目 になる走者… … 然 し、本貨の走者{ 1 : 決勝駄に鰐

って来る j ( プラ トン「図司王j )

ス タート ・ライ ンには*IH長 い 石 を 敷 き 、，:g: J -j  L  1'I 、悲 らく 足掛り の た め に 、 二係 の消 が

h(); 込 ん で あった( 固め。

ギ リシヤ人は 、いとも明朗友素裸で競技を行ったもの L ゃ う で あ る 。 現代 語 の " Gy mn a -

stIcs" は ギリシヤ諾 " G y mnas t i keけ か ら来たものたが、" Gy mno s " とは「はだか」 とい

ふ 意 味 で あ る 。 ギ リ シ ヤ 文化 の為抽かなる彫刻術への現解は止回I[ から( 1 ¥護せねばなる まい。

ギリシヤ 人 は 、その取)1々 をも裸舶のスポ ー ツマンの姿で表現し、然かも此の傾 向はオ リム ピ

アの作品に 於 て 特l亡瀬幸子である。 否 む しろ 、 スポ ー ツそのものが立波 な「婆 術 J ( tec hn心と

して愈電されたのである。

「知慈の愛求 印刷losophi a) さ骨量育の愛求 ( phi l ogymnasti a) j さいふ並格が プラ トンの「響宴」篇

にある。骨量育た尊重し 1: ギリシヤ人の心持が此の誇の表現にあふれてゐる。プラトンが「カルミヂ

ス」 筋の書き 出 しに、 ソクラテスたして諮らしめ 1: 言集{ 1: 次の如 くであろ 。日 < i t9J . b、ぺ僕( 1: ポチ

グイアの軍隊から錫って 3i H: のだが、暫く御無沙汰してゐ f: ので、お馴染の所へ行って見Tこくなって

ね、 タウ レスの角力場へ出かげ t: のさ」さ。勇敢な兵士・ ff豊育の愛求者・知懇の愛求者、しかし若い

時( : t 彫刻術の修業 L L  f: ごル、』、ソクラテス一一ーこれか ギ リシヤの「最良の市民」の姿であっ f: 。

ギ リ シ ヤ の 論 0 :: として壷給〉 えにどには 、 よく託ifii の 児 が 活躍 し て ゐ る( 岡8) 。が 彼 等

は案外の若者だったゃうである。 尤も 多 く の例 はまだi誌の生へるに至らぬ青少年を詰いて

2 5  x  



ゐるがo .fム I'I匝l よ JJ

それ等のもの ミ年齢の

来別 や限界 については

I l r : でない。 カf 、耳元りあ

へやさ欠のやうな文 立 を

必t亡紹介し て世かう 。

ソクラテス 「一・・・・ホ

メロスー・・・めの詩人

が歌ってゐる 。髭j j j . j;え

で し若さ こそ、げl こ優

美の極みlなれ、さ。 そ

の男主主りに今アノレキピ

アデス{ : t 栄えてゐろの

一ー一 一.一一一一一一• . 、
、・ ・

ー ，

ＮＮＮＮ Ｎ ｾ ＮＮ 司 ｽ

困 8. 短

さJ ( プ ラトン「プロタゴラス J ) 。

1:¥l l ul f . dt・olO. . !・z

距 高.f t 絞 走

ま1: f アキレウス( :t バ トログロスのみならず、あらゆ る勇士より L美し かっ1: し、来g 君主 L無か

っ1:。従って くホメ ロスL 言ってゐろゃう lこ) 主主かに年下であっ1: ……J CプラトO/ i 響宴J) 。

走者のスタ ー トのボ ースa は 、ギリシヤ時代と今r 1 とでは異つてゐたらしい( 固め。否 、

近代競技に於いても 、第一回才リムピックの頃には 、依然として 言 11 : ピギリシヤ風の ポースー

であった ( 岡7) 。但 し 、唯 一人アメリカの選手( 回の左から二務日の コー ス〉だけが 、H洛

今 11 の や ろ な ポ ー ス' を試みてゐる。 此の新しいポー ス・をアメ リカ人以前t L 試 みた者がある

園 9 長 距 14re 競 走

x  2 6  

か 否か を 私 は 狗1 らな

ぃ 。 叉 前ｉＧｃｽｾ げたス タ

ート・ ラ4 ン( 固めの上

にギリシヤ A の 足がど

んた I! F l . l ' C世かれたかも

知らたいのである 。

競 走中のポ ーズが そ

の競走距離によって白

ら異る事は言ふまでも

友いが 、止七の ポー ス持を

ギリシ ヤ人 11: 短. ｾ ｉｾ ・ 長

の距離に熔じて夫々に

五15き分けてゐるのはV i E

石である。 廷 にはたピ



困 10 イ Jレリン大合に於げる 2 00m の第二球選

短 ・長 二 種 の例 だけを

較べ て; よる( 同81え9) 。

それは正しく今 1-1 の ポ

ー ス と比 例 的 だ ( 岡10

. &11) 。短 距 敵の 走 者

た ちの 、聞 い た 手 を 擬

つて の1孟烈 な スプ リン

ト。私 は 此の 小 さい 名

Wi Kf .J して 、 ギ リシヤ

人の裂Wf 的 技 能 l亡満 喫

する 。之氏 比 し て、長 距

明 潟11 の走 者の上 半 身 を 立

て 、傘 を fti lめてのfE々

た る ス ト ラ イ ド。 既 K I'i ( ギリシ ヤlこ於て 、言 は¥: ' H 本 の 「ト|よじ ll!r 式 走 法」 が 行 は れ て ゐ

た か と さ へ 忠 は れ る 程 で あ る 。

ス ポ ー ツ彫刻 ｝ の 傑作としてさｾｪｊｪｴ ｲ 史 ー トー あ ま りに も千 ｦ Ｎｲ， な の は 、 ｌ ロ ンの 行作 マ としてイ仰停草専 ｬ はる ｮ 限悶 員同|  

盤 投 I ( d出15汰k o出b oω105ο〉のイ像象でで. ある (ω作':i川i

種 の1税見柔刻!リlで あ る〉λ。 !i附{れ刈¥1問型盤芸投 はギリ シヤの 「五I種主税十弘技去主一u (ωp汚町巴町entat出hr on) の 一 で dあうつて 、 之 と 趣

の 異 っ た作 品 も聴々

ある に は あ るが 、 E  

ロ ンの示 した此の ポ

ー ス'Iti 一 つ の典 型で

は た か っ た か と忠は

れ る。 全 く 同 ー の ボ

ー スを35いたと忠は

れ る22給 が あ るのは

而，'=，い( 悶13) 。 が 、

恐 ら く そ れ よ り も 而

".，いの は 、得て アメ

リカ の水 泳 選 手 と し

て!lfl えたワイ ス i ユ

ラア l亡よっ て 桜倣 的

に言式み られたボ ー ス司

岡 11. "" )レリ ν 大令に蛍ってレヂ ラア教授の作つ 1: 四人の走者

2 7  x  



であらう( 固14)。

競技成績の数量記録をとる事は 、ギリシ ヤに於

ては殆んど行はれなかったゃうで ある。元来 、幾

何接的性格のギ リシヤ 人は何事κ つけて も「比 」と

か 「よ り大 、より小」 主かいふ相釘的形態K 多大

の 興味ぞ感 じて ゐたやろだが、測) { による 言はピ

組制的な算術 的数量には$ 1味がなかったやろであ

る 。 が 、 或る 銘 詩の Ｍ ｾ ｾ ￎ ｪ ｖｃ よれば 、 プアイ ロ ス 主主

る者が 、今 日のレ コー ドにして 、約 16，50m. の r¥1'

挑 を主主し、またキオニ ス君主る者も殆んど上じ肩しfif

る跳躍ぞ友 したとある r11である 。だがー一一敢 て私

は結論 を言へば一一一此の文製的数主は 、科事的 lて

之を誼明す る事 は不可能であら う。何 しろ今日の

人間 ブJ を以てしては 、全〈信 じ得べからざる数量

だ。現代の超人的黒人選手才クン スの川 した1財界

記録と 臨 もその Ｇ＼ Ｑ とに 干 Ａｾｽ ￈ らぬので あ る 。 今回の大

合で 、三 段跳 l亡於 て r-l * 選手の作った 世界記録で

さへ 16m. フラ ッ トであった。だが此のギリシヤ

人の文恵的数量の可能を ー|て張する論者も少くたい

rf:J で・ある。 それは 、ギ リシヤ人 は 眺 臨 に際して

圃 14. ワメイミエラアの 雨手に鋪

，-

〆

ディ スコ ポロス T i を握つ

てゐたか

らである

( 凶15)。

その目ノJ

は 2- 4，5

国 12. ミロン作デ ィスコポロ ス

園 13 蛮槍のディスコポロ λ

d主

k 空・位あったといふ。その情 勢のll )J }) によって挑

んだといふ事は、たしか lこ有 力な保利ーとなる O が、

又一設には 、1¥1跳は 三1" ¥づ L 行はれ 、その合計が

記鈍されにのだ ともいふ。llt の) J は、しか し乍ら 、

数 量 としてはむしろ少きに過き、はせねだらうか。

長 さの測定の場合はさると と乍ら 、時間の記録

x  2 8  



闘 15ー ギリシヤ人の 巾跳

あったが。

など 、全然不可能だっ

たとはねばたるまい。

素朴な ICI時計以外に 、

) ¥.) 七時計た る ものをギ

リシヤfC:: 於てヨ5・へ i! ｾ Ｎ る

だ ら う か 一一 オリ ム

ピア の スタデオンを見

守れるは 、名忙 し負 ふ

月ill l i クロ ノス J ( Chr o-

nos = t i me) の 丘 では

神宮外苑 古代才リム ピア 競 技はYE なる運動合ではえにかった。 それは貫 VC iIi111聖怠る行事

の一部円だったであ る。が、現代才リムピックが此黙に於て 、来 して員 VCI ギリ シヤ 的」の

名に値して ゐるで る らうか。

諮 には「ギリシヤ的」 とはイII Jか、の問題は普く措く 。が、と にかくオ リムピアの競技は

ｾ ｉｉｉ 域に於て行はれた 。 而 し て 兵々もまた ｩｪｩｬ ｬｬ ｾ 山 ｕ ぞける競技の機合を明治示 ｉ ｊｲ ￠ の 外苑 κ 於 て

持つてゐる。此の LI本的特色 とそl土、l Eに 言 ひ得べくんば 「同時にギリシヤ的」 ではない

か。此必Ifに とそ 11 本的にして1，切手に ギリシ ヤ的なる才 リムピアドが朋符さるべきであるま

いか。此の問題 ζ そ根本的である。 ヘ レニス‘ ム復興といふ11乎麓の下に 、あの才ムピアの 「

遺跡 、」 から 肥火 を ｊ ｉ 年 来した ζ となど 、Ｑｕｊ ん とい ふ 末 ￭ ｾ ￭ Ｇｪ的Ｉ彰式 Ｑ ］Ｚ 誌 であっ たらうか 。 何とい

ふ 子供 じみた 「 ゐ祭騒ぎ 」 であ っ たらうか 。 オ リ ムピックは 勝長 の 「 ま つ り」 の 京 ｩｾｩ￮ｩｬｬｬｶ｣ 立ちか

へらねばならねc

F  

れはギリシヤ的と言はんよりも 、むしろロー 7 的である 。それは買にロ ー? のヨ ロツシ ウ

ム の 如 く ｪ ｌｴ 麗でるる 。 任々も列 Ｉ ［ 、 Ｊるべき ｾｾボ 才 リ ムピアト ｬ 乙 於 て 、斯 くの 如 き Ａｉｴ麗 を 希

はねばならぬであらうか。

さて 、私 はill 築家である。 k )() 11: 麗なるスタチアムの建設は 、|山l よ り斯A のために 希ふ

所である 。 いはんや ｊｉＱ 事は Ｑ Ｑ 本久 ー 化の 立 場・のためには Ｑ Ａｬｾ 二の が姐 ｉ ｟ｊ でもあらう。が 、私 は

同 ｩＱＮＧｦ Ｑ 亡此の Ｑ ＱｩＮＮ Ａｉ ｾ 的組 ＱＱ に日して 、 少くとも一度は ｲ Ｇｊらの Ｚ ｾＨ ｉ ｊｬ ￬ 芯、識を 船 越して 見 ると と の 必

要を感十るものであるo ( Scpt .  193o)  

2 9  :x 



オ リ ム ピ ヤ 大 祭 さ オ リ ム ピ ア ク 雑 考

中尾 保

オリムピック大合，を1940年 l乙いよいよ LI 本で開催するとととたり点ボは才 リムピツクシ

ティ ー と決定した。

とれはあらゆるんー面か ら親て可なり大 きな問題としに考慮せ友ければ友らぬ。路 準 日 本

のj点力が主宰vcJ 折く あらしめたととはいふまでもたい。

-n豊オリムピックがアジヤの地で催され るやうにならうとは臥・米ては最初か ら歩想だも

せ 危 か ったと 主である。

有色 人 種があれだけ競技 l亡活路して来るととも彼等 l亡は全く務恕してゐなかったのであ

る。日本へ引致するについては一通りの苦心ではなかったが主IJ頒才 リムピックが 、殴 米 の

地 を離れて 、始 めて高図才リムピックの質を示すわけであるが、 とれも日本の凶際的地位

が如何に向上したかを物語るもので あると いふとと を 1I井岡民モ慌がはっきりと念頭に入

れてその準備 に か L らねば怒らぬ。

オリムピックが輩なる運動競技だけの問題でなく「文化の競技」で あるととも認諦してお

くべきである。

古代ギリシヤのオリムピヤ競技合はギ リシ ヤの各省Ildi がその文化 を競ったものである。

殊に麗しいととにはその才リムピヤの競技! 悶lif J中は者II -r! i のII fJ で守11ひをしてゐても械が始っ

てゐても休 戦してその間は全く '"1三和夫段の航態でなければたら友かった。今 1Iの再開オ リ

ムピックは 、不幸 1916年 第 6 lill ベルリン大台が敵討・| 十j f 械のため 中 11 のやむなきに主IJ ったと

とはまととに遺憾で ある 。今 や !I !-Yi- は凶l乙束 Khι 機を !l l み 、-j ;紛即瑳の状態ではあるがオ

リム ピック ICri'l つてはギリ ツ ヤと 同様和 ! I'-IC復するととろまで進んでほしいものである 。

才リムピックを語 るについて先づその 山来たる古代ギリシヤと才リムヒ・ャ大祭の ζ とを

記して見ゃう 。

古代ギリシヤの武術巴種育

オリム ピック競技の種目はギリシヤの武術から 11'，たものである 。 ギリシヤの武術は主と

して ペノレシ ヤK 備 へるべく研究されてゐた。 ギリシヤは間内いたるととろ Ula款を繰らし ' 1'-

聖子 Ir . l : 殆んどなく その上良い応がゐ友かった。 ぺ J レシヤの駿馬 lモ釘抗してゆくためには馳 走

で身軽な戦法を案1 - 1¥せなければなら友かった。又ギ リシ ヤのやうな 山岳起伏し てゐ る土地
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では 、乗馬よりは寧ろ徒歩のんが余程使利であった。 それ放ギリシヤのi Lt 術のみ( ¥1は走る

ととであった。 EI本でも j'(，j龍公の如 きは 1足、2水 、3H段、4裂と云って足の述ニ宇1 よととを武

士たる? fO 傑 件にたいたのも故ある ζ とである 。 ギ リシヤでは「走 るとと 」 についで「眺び

上 るとと 」次 l亡「物を投げるとと」 を武111tjの 3 ]) itWJ とし 、それに 水泳が J1II はり遂にレス リン

グ、ボ・ツクシ ンク 、 フエン シンクn とい ったゃうたE ものが川公て*"ζ 。 それ放競技として競

走、跳路、投i郎、 5 種 ( peut at hl on) 水泳、 レス リンク¥ ポツクシンク戸 、 プエンシンクの

ほか、女了・の舞踊 まで )m へられた。

ギ リシヤの数育法はアテヰヱにとスパルタ式とで多少具つて はゐるが何 1しも人nrl は身間と

精神とか ら 成る Ｒ ［ 亡論 で あった 。 とれを正しい上じ例を以って敬 Ｗ 等し 、京 ｬＡ ｪＧ ｾ ＱＱ Ｑ もよく し 、 身 ｦｗ ｬ

もよくするととを教育のイ正義とした。 またノミしい肉般には美しい精神が抗ってゐるとと を

Ｑ ｾ 長 件 とし Ｗζ ｯ

ギ リシヤの修益法は、 IJ I II U Ml  Ｈ文法 、 修 ［ ｾ Ｚ ｾ、 ｾ ￭ｦｩ￬ｦ Ｎ ｭ の Ｓ ，ｾ Tr i vi u m と算術、幾何、

天文、音楽の 4 ぷ Quadavi um) とヂムナジム f[.Jj ぞける訓練とで あった。

殊にスパ ｊ レタではリ Ｉ 子ｉＧｃ ｉ 彼らや ｫ 下も ｾｉ 育を行ひ 、 主と して競 走 、 相撲 、 国盤投、和

投 を行ひ 、殊 11こ重量的II をがんだo i止は「 リク J レクJ ス」のいった。

「健康なる ほI'I. 、似!家I ' Clt1! 康た る了ー供を i献や」

「属女ーの身悌を練併せしむるととは 、他 11 点走資ほとしての任務 を全うせ しむる と同時

ｋ 、その川 産の苦力 ｬￎ をｾｩｬｬｉ減せしむるも の とり 」

の教 訓 を 質 際に行ったもので 、 Ｇ ｫ 了ＧｦｩＧ ｾｬ 育 の ｊ 恨み ［ が ｦＱ ｶ｣ 芽ざ してゐ ると云 ひ似 る 。

￸ｮｾ ｾ ，命是等諸種 の運動はギリシヤの各 小邦 ｬ 必 ｼ でれ Ｑ 競 っ てとれ を 奨糊 し、 時々行はれる示 ＱＩＱ の

祭典 の時に 各々 釘抗的に行はれた。 そ の 祭 典の 中で有名で あったのは 才リムピヤ ( O lym-

pi a) イスシアン CI st hmi an) ，ヰメイアン ( Nemei an) ，及びピ ー シャ ン ( P ythi an) の 4

ｩ￯ｩ ｲ ［ ＺＹｩＧで 聞かれた もので・あった 。 その ｬ ドで才リンピヤ の 祭が以も盛大で ｢ っ た Ｑｾ I'C 、やがて

それが綿てを代表する かの如 くに友 って了，った。

此の各地の大祭K 於ける競技に主J す る熱は之に主J する勝利に よって刊プこる名勝心 l乞山 り

盆々 I"J .1-. せられ 、

O オリムピ ヤの競技に於てはハイオ、 CHai n巴〉の祭庖よりの峨f'，控樹の冠 、

O イス ト i アンの競技に於ては才ラング三つ集の枯れた 小松の花段、

。ピシアンの競技K 於ては月 中1:出の花段、

。ヰメ イアンの競技にては野生才ランダ三 つ葉の小枝でイf った花段、

をもって 各々そ の優勝を表彰 し、 ｾｖｃ 之 によって同氏の肉隙 ＱＨＧ Ｉ ， Ｑ てＦびぷ ￬ｾ ｾｩｬ ｬｬ ， ｉ ＭＮ の Ｉ ｊ を 保持

し、 その後継者の勢 力を高め {! J るものであるとした。

此 の イスト t アン の大祭は始めアテ ネ後 fζ コ リン ト ( Cori nt h) の民俗一I" K Uはれ、 イ

才ニヤ肢の大祭ではポサイドン を祭 り、' fJ j : 2;1三IJ に1l!!. 1行はれた。 ピシアンの火祭I'I. 21世紀
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治そく始められ ホ f キスに於けるパ J レナサ ス山麓K 於て デJ レフ ヰーのア ポロ を祭り 、始め

は毎 Ｘ 年目 Ｑ 回 、 後 ｾｮ 手 Ｔ 年目 Ｑ 回行はれ た 。

ネメイアンの大祭はア J レゴリス ( A zgoli s) に於てジユクス ( Zeus ) の示1I 1を祭り 、毎2年

目毎に行はれた。

斯く才リム ピック競技を図家教育の重要友る手段と して、之 を宗教_I- . の祭龍及び慣習 之

連防l して行ったととは E ノス、リ クJ レクース 、 ソロン当事の執玖者の執った図策が賢明で あっ

たと とが窺はれる。

オ リ ン ビ ヤ の 大 祭

競技が盛 lモギリシヤに行はれるに至った原因の主主E るも のは 、ギリシヤ民族が特 l亡競技

好きの園民で あったためで、唯に競技のみ友らや 、音 楽、作 詩、 ドラ 7 、l吟涌 iて至 る迄を

競手的に行ふに至った。

起 原 才リムピヤの示Ij I 事は、ド ー リヤ肢が北) ] ・ より 此の 地VC .f;長住し てきた常時、即ち

B. C .  1000年以前に既に行はれてゐた。 ギリシヤ I' I 蛍時北 h よ 1) 移住してきた種々の音1¥践

によって値民せ られ 、後にアナ ー ヤン ( Akaean) ，エオリヤン ( Eori an)，イ 才ニヤ ン( 1-

oni an) ， ドリ ヤン ( Dor i an) 等の部肢を成 したが 、此の部政移動以前己にオリンピック大

祭のイ下街が唱へられてゐる 。勿，; 命それは示111l ¥古的の停;J l で言うって 、且っとれについても一定

の確J とがない位で ある。

始め天 の示1I1弟 1 代の王クロノス ( Cr onos) の子ジクス ( Z eus) I' I キユリティースの品111

達であるへ J レクレス ( Her cul es) ，エ ピ E デス ( Epi mi des ) ，ピオニクス ( Pi oni us) ，アイ

エジクス ( Eieisius) ，及び アイダ ス ( Ai das ) 等K 託さ れた。その利l たちはクリ ート のア イ

ダ ( Ai da) より才 リン ピヤ ( Ol ympi a) 1[.11公行し、その 5 人の最年長者たるへ J レクレスは

兄弟 達 と 野 生 の 命 的ii の冠 を飢 ニh として、競走した 。之がオリムピック ・グーム の始まり

で、5人の前11によって行はれたた めに S:'p目VC l 凶附くととにたったといはれてゐる o Ｑ ，おｾｾ

他 ジウスが天の王位をその父クロノスと雫ったよ也がオリンピヤてあって 、競 技15Fは共勝利

の加賀記念のために行はれたとも云はれてゐるがや'J れも ';y;，'て た らね。要やる 1[. B. C.  776 

年の大舎を正式の第 1 固として 、爾 後 4年目 i手K 行 I' Iれ 、千年 もつづも いた。

神木の由来 オリム ピック競技舎の賞品K 倣晴樹 を奥へるととについてはみ; の体設があ

る。

才リムピック ・夕、ーム を父ジ クス ( Zeus ) の紀念に開いたへ J レクレスはオリ ープ を、そ

の組先の佐った園、ダニュ ープ河の源に近いパイ・パ ボ リア ( Hi gh P色 vori a) よ 1) 粛し腕

りそ の葉を才 リム ピック ・グーム の勝利ffvc 拠へた と云はれてゐる。 アポ ロ( Apol l o) の前11

を非常に崇拝してゐた省時のギリシヤ人は、 アポ ロは デJ レフ ヰー ( Del phi ) の耐11託が終る

と直 C初夏の候には戦車にのってハイ ・パポリヤに行く主体へてゐた程、ギリシヤ 之ハイ ・
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パボリヤ 之の聞係は符接 で 、ギ リシ ヤ入費鮮の地で ある と考へられてゐるが、それが果し

て現今の何れの地に相訪するかは疑問で、 ' 才一 ス トリヤ、チロー J レ、 スヰス 、北 イタリ 一

等 と色々に 云はれてゐる。

それ以後はデユクリ才ン ( Ducaer i on) の洪水後50年に、へ J レクレ スの子孫クリシナス

( Cri si nas) がへ J レク レ スのた め に 祭痕 を才 リム ピヤK 設け 、競 技?? を開いて之 を奨附l し

た。 クリシナスはイスリクス( I sul ius) のために位 を奪 はれたがイスリクスは自 ら閣 を治

めるととを欲せ十 、 才リム ピッ ク競 技 舎の勝利者にそ の闘 を興へた。

エン，デシオン ( Endesi on) の後 1 代 の間K ぺ ロッ プス此の祭 典 を美且大K した。ア ミツ

シ才ニ ー ( Ami ssi oni ) は 更 に 此 の 競 技 合‘ を! 堤防し 、ペ レイクス ( P巴leius ) ，ニクリク ス

( Ni ul i us) は協同して大祭典を開き 、 才ディク ス ( Odi us) 及び アム フイパ リ才 ン ( A m-

phi val i on) の子へ J レクレス ( Hercul es) は大いK 之に束 力 し た。 話時 アクテ イヤ人の ア

イオレクス ( Ai ol eus) は へノレ クレス の 牝15 を借りて、 減応 l乙勝 ち、 b ータスは競走 t亡、へ

ノレ ク レスはパンクレ ー シヨ ンK 、ボラワ ックスはボー ツクシンク に勝った ととが侮へらdLて

ゐる。

後一時衰へたが、オ キシJ レス ( Ok isilus) がエ リス ( E lis ) 図を 支配す るに至 上 再 び

競 技 合‘を聞いた。此の 才キ シJ レスはj 十日 のl螺馬を曳いて ゐたl螺応使でるったが 、 ドーリ ヤ

政が一時戦略上 ぺ ロ ボヰサス半 島 ｦ ｌ ｾｩｬｾ っ た時 、 デ ノレ フ ヰー の示 ＱＱＱ 託 ｉＧｌ i ドーリ ヤ平のゾ( JI専に

三l恨の人を選ぶべ し。然らざれば兵 F 仁は準市せ十」 とあ り、七気 大 いに相官した時、 ク レ

スフォンタイ ス ( Cresphont hei s) に見出さ れ て、 'i) Ift :義の 叶悲 を執 るに至った人であ る。

彼の妻はノマイリヤ ( Pai i l ya) と云ひ 、イイト J レス ( I itolus) ，ライアス ( Lai as) の二子 が

るり 、イイト ルスの死んだ時、その骨を 'dJ の内外1 U J れにも埋むべからヂと のiii
1
ll託により 、

体令や、劇l火手が競技を通持する凶胞に近 い 才 リンピヤ に入 るべ き門のがIr l'L 葬 った。との

-1 - 1トノレスの基l乞到してオリ ンピック 競 技の選手の三十 川i刊の 練習 を情導する へラ ノデイ

シイが供物を奉る習慣があった。

此の時代には一時と の 競技合: は盛に なり 、 イ フイタ ス ( l phytus) が始めて第一審 判長

(  ｈ･ｲ｡ｮｯ､ｩ ｳｩＩ となり、 グ ーム を Ｑ ＭＺ 卒 し た 。 併し才 キシ ｊ レスの治 ＱＱＱ の 後 ｋ 至っ て ｦｬｾ び、岩 泌

l亡lム1ひ、一時中絶の献を 呈 した。

此の時代にオリム ピック競技合の開催j切を中央とし 、前 後の一定期 11[1は名同相互間に休

戦するといふ規 定 を設けた。 此 の 時代の ギリシヤ は小園昔Ili liが互 に勢 力を雫 つてゐたが、

その休戦期間には、如何に呉越の間 でも 、決 して兵を動か さたかったと いふ。 成時此 の規

約を破って 、祭典の最中敵闘 を辿 った哲J l "dil 1 : 、遂に l併合 :'I i の1:&I'L J附坐古通れたといふ而じl い

精神的の 美 談も残ってゐる。併し常時 のギ リシ ヤ は内 ￭ｾ ｌ 交々起り、 Ｑ ＱＯＱ 之流 行 病 の 錦 、 同 Ｉ ｊ

大いに疲憎し?と。

大祭の再興 此 際KZt っ てぺ ロボヰ、サ ス三!と烏のエ リス岡王 イ フヰト スはピ チアン の女祭
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司が受けたテソレフヰ ーの示111託l乞従ひ才リムピヤ K 一大祭典を悲げ、大競技舎を聞いて 、そ

の沈滞の気を一掃せんと企し? と。之が第一凶のオリムピヤードで B. C. 776 であった。 ア

テ斗のリシアスは よ" ' 11: 之を存び . 1" 再々の ii 先手 l乙 よ れ ｾ Ｆ ｉ ｾ 疫により破壊された ｊ Ｚ 地に平

和と 主主幅を潤した .，1:1主、宜K ヰ，) ムピック ・グームを創始したへラク レスの賜でるる」と五‘

ったと云はれてゐる。 - ，Jとにはリタルクス がイ 7 ヰ トスと協議して f呼吸l したとも云はれて

ゐるカ' 1可j しでもよ い。

オリ シピヤの地勢 1 リンピヤは首からの露地でb って 、ぺ ロボヰ、ソス半島の凶部、現

イ ＱＺ のモレヤ ｾ ｉ 三島にある。山間賂谷の地で 、 エリスより徒歩二 ｌｉ 路 、 庁の交通の開け友い時

分[ o;t 、その位世が偏イ1: する宵IJ合 lとは交通が容必で 、jf: H. をトリリム ( Tr i r ym) といふ

三nH，売の船11: 1: i ' (って 、制〈近く迄 、来るととが1:1:.*たに相具友い。現今では l何ギリシヤ 、

ＱＡ ｪｬ ち ペ ロボ Ｔ ・サス 三 Ａ と ｌａ の凶作に ｩ ｬ Ｚ いでゐる ア ｊ レフエオ ス ｾｬｉ ｦ ( R.  A  ｬ ｰｨ ･ ｩｯ ｳＩ の 北 で 、 ｾ ｬｉ ｦ LI 

から十 ＱｾＱ の 卜Ｚ流に ある。 その凶んーのエクス 山からi J fW.- るクラデオスi " f ( R . Kladeつs) がア

) L  7 エ オスi"fl 乙合する テー J レタ J てにあるので 、土地111悦現今でも凶) / [ モ辿る低い丘には 、撒

慨が ｾＡｦ 生してゐる 。それはハラクレス が北Ｉ［ーより ｭ ｴ したものとされてゐる。此の森にジク

スの 利 ｬ を配る。 ｴ［Ｚ［ 時は楠 、 ポプラ 、 背 ｈ 萄多ピ 、 佳作物ＱＱＺ山め 、 家 ｾｦｾ も製品Ｍた月 ｦｲ であったに

相ｾュ主主い。

現イf では束方はiiiiKJ 民間してフエロンの山を望み 、その問符tの) f K 南西から西北にかけ

て、低 い小山 で固まれ、 i ) レチスの森を負ひ 、北京にクロ ノスの丘に悶まれた場所のJ11i い

地域K 殿堂の艇埴と 、長; ; ) 桜のスタデイオンの一部が輩出されてゐる。大理石を埋めたス

タ ートラインは踏締めた人の足跡で 、 数箇の凹所が出来てをり 、 又競技者が胸 ｩ ｬｲ ｾ かしつ ｌ

ステイデイアムにはいってきたトンキルの躍壇も残ってゐる。

ゼウスの示111殿はLI'- 地の科j 中央にあり 、その出 K 協議室 、その西北にはジムナジューム 、

パレストラ 、 ローマ式浴場がニ ク月 ｉｕ うる。その 他 祭砲 、 建築物 、 ｎＺ ｉ ｾｦ 泉及び紀念併の 跡 が凹

) /17:. 立って居り 、荒涼たる J レーイ ンとなってはゐるがア J レフエオスのi市: 流は永久へに二千

年の古の面影を鐙へない。

布告{吏 大舎が愈々始まるととに友ると 、その数週前から三人の布fi 十使一徹慌の冠と 、

治iP識ーのスタッ フを持 って エリス を川護し、名古Ili -!i1L 1付ふ、それは 1. 川市111聖休戦 ( S己cret

truth)  11， 2.  / f 祭典の案内 11 で此の月から三ク月は如何危: る事↑ 出あるも 、交戦は H
J
J*1' J . かっ

た。

審判者 jとより光、審 判 者 ( H eranodi si) が選ばれる。審判者は始めは イフヰタス ( Ip-

hytus) 一人 で・るったが 、その死後はオ牛シ J レス CO xylus) の千孫のみ之を務めて居り 、

第 凶十九 回のオリムピア ー ド迄はそのま ｌ 続いたが 、 ｴｲｾ 五十凶に至り 二人となり 、 そ れ は
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全エリス族から選摩したものであった。第七十五回のオリンピ アー ド に 至 っ て九人と 'f.J.

h 第百三回!の 1 リンピアードの時 lこ一時スパルタ に征服さ，i l た メツセニ ヤが 、エパ E ノ

ングス. の ))f L : より澗ーなして f&rK 加 入し 、十二部践 と友 り、れそ の十二部政か 巳ー名づ λ 村l

I誌に よって 任命さ" l た。 第百世j tl j 才リン ピアードの時には不; . { にして VtLUl lの災をみ 、 ユリ

スとピグの T下!日lが起って 、 T J レかデイヤ人が凶部鉄の U:地を占官ii i した込め部肢の教が八 rJn'

となり 、従 って 八人のへラノデイン f が選 jl ，さ れた。約百八[lI jの才リムピアードには叉十

人 と友って 、 そのまミ故 Ｑｾｋ 至 っ た 。 ｪｬｴ のへラノテイシイが市 ＱＱ ｾ でないととを行った疑が

あると 、選手は エリスの. J l : 在¥1);; の説。市千? に卜.;I Eすゐ ζ とが /1¥. *る やうになってゐた 主主ど、

いλ、ととカf ある。

議判[ ¥が任命せら; i Lて後委[ ¥1 ' ( アリタ i ース ( A¥¥itakies) を任命し、 そ の |、 IL委_n T リ

イラー ( Alli erer ) を世き 、続十支千? の昔、;i'il 、j，li ; 式の Hrf m見、 プロゲラムの準11' をri) った。 それ

は前の祭ｾｾＦ直に任命され 、 全才リムピアードを任期とする 。

へラノデイシイはヒラ( H ira) の) I( fL : て蔽をなし 、豚 を生訟として 、示111jtL )I{r り始めて仔・

務 l亡就く ので 、その 峨紫式は ジウスの祭前で1f，lAl た。ゼウスの3終的 I' I ヒラの市11肢とその

北 の ｽＧ ｊ レ テ イ ス Ｈ ａ ｬｬｴｩ ｳ Ｉ の Ｑ いにある ペ ロッ プスのふＺの ｾｉ ， ｱｬ 刊 にＺｩｬｬつてゐる ｯ jlt の森はアムヒ

ワリオ ン ( Amphi wali on) の干へ J レクレスがペロップスに献じたもので 、出':，'Ij乙 |品| まれた

ｬＭ Ｑｾ で ｈ さ ｉ ｾ を殺 し 、 森と吊 Ｑ Ｑ 肢の ｉｬ ｲ ｝ｩＧｌ選手のボ車内物を世いた。ゼクスの祭 ｩｦｴ はアイダ ｛ ｜ Ｑ のへ ｊ レ

クレスがパガマ ム Ｈ ｐ｡ ｧ ｡ｭｵｭ Ｉ のジウスに 供 えた犠 世 の大ｊｊｪ ｧ Ｇｾ ｬＧ で ｩｬｬ てら ｾｬ て ゐる。祭 取

は第一礎石とj { : 前にある祭壇からjえり、犠訟は首iJ 明で以:， l?h て、その大l J ill は凪抗上の」て砲

に供へられて茨られる。表るにはへ J レクレスがセスプロヅシヤ ( Cespr ossi a) からギ リシ

ヤl亡創 し 来った と云はれてゐる白ボ プラを 川ひた 0

mく生授を 供へ て後、各 へラノテイシ イは次の如き立吉を行った。

1. 才11心 友く 、且つ公平に審判す。

2. ↑l! 』賞 IL: Ｑ Ｂｦ ｌＺ少年選手の推奉を ｴｾ さす］。

之には ｚｊ ｩ 時選手の入選 ｪ 並並 ｪ ｊ が激烈て‘あった ｊＮ ｾ であるが 、常 時はその 他 向多くの迷信が行は

れて屈の、示1111亡祈 り、:J{:の品111託ゃ橡言を信l ' るととも甚だ多かった。その後に J主任W1IH1の

任務に附する大般の予告を定めた。

選 手 法 f. は- ': ，. Cの百絡 を有するも のより 選/ 1¥された。 その11怖は

1. 純粋た るギリシヤ人たるとと

2. む ｬＤ［ｾｲ を Ｑ 日 さ ｙ ること

3.  樹立民 ｴ として 他 より単 ｊ トＩＧ ＱＺＺＺ受けぬもの 、 ＱＱＱＱ ち 法密機剥 ｦｦ のＺ￟ ｾと印 を 捺 されないもの

4:  智 、倍 、惜 li' j t L 於て特に優秀な るもの

5. 十 ナ月の準備練包を行ったととを エリ スの役人に 承認を受けるとと

にして、惨め生鍛をジワスのi I"11前に供へて祈願 し、j 主誓言をする コそれは
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1. 勝利を斜んがために不正、卑劣友手段をとらないとと

2. 祭典の示 ＱＱ 撃 を汚さぬ Ｑｾ Ｑ 亡 、 十ナ月の練習を行ふとと

で 、今日の競技大 " -' )時i亡代表者が宣誓を行ふのは此の型式を習ったものであるが、貫際

には此の型式のみならす: 、一般の競技合て・もその精神を汲み入れねばならぬとと L 考え

る。建築家もとの*Mffill 1が必要である。

向との才リムピック ・グームの選手となる ζ 左は 、市民一般の憧僚の的でるって 、之に

選ばれるものは模範青年に| 製られ、市はその青年の民K 一切の費mを支排した。選手は一

定の期日 lと及んで 、その所属の首11市及び父と自分の名を届出る。 是 を定、るものは罰金を課

せられるか 、金枝慌を失ふ。

選 手 I' I 一定日にエリスに集合し、へラノデイシイの監好の 一I" K ジムナジアム内にて三十

日1-1則投重友練習指導を受けた。共の期間へラノデイシ イは絶釘的の監係機を有し、且惜罰

を行ふととも許されてゐた。三十日後技能の検査を行ひ 、不治手? を除外した。その時のや・

告は

「練習期間勤勉で 、且つ才リムピックゲーム lζ 出場するに塊ぢざる練習を積めるものは 、

i前身のタ) を鼓して出場せよ 。 定、↑昼 、卑劣の行践の鴻に凪罰せられたるものは速に此地を去

り、己の慾する月If にゆけ」

であって共の 合格者のみがオリムピヤ K Wはれた。

行 列 大祭の二三目前にエリスからオ リム ピヤに行列する。その行列は二日 間で、順序

は審判、役員、選手 、指導者、馬、競車 、持主、騎主 、附部者で 、その道筋はエリスの者11

から丘の麓を通って、街道KHI て、向岸lモ向ひ 、河に沿って上り、ピ エ ラ( Pi era) の泉に

ある レ トリニー ( Letri ni ) K 一泊し、一頒の豚を屠って生貨とし 、その翌日荷・び i"Tを遡 っ

て才リムピヤ K 入 札 競 技 者、桁導者、附添者は直に検閲を経て後、ジクスの利111象の前k

f民し、選手は生投を前11前に供へて祈願をした後、 ジム ナジクム K 牧容された。( ギリシヤ

のジムナジ クムは 一種 の 訓 練j升であった〉。

山* 此の大祭の目的は人類の父才リムピヤの十二ffi lll の中の大前11 として 、ギリシヤ人の崇

敬の的であったジ クス示111の前11応を! t¥. : tめるととであったっオリムピヤのジ クスの殿堂にはフ

イテ・アス ( Phi deus) の作 lとなる像が安置されてゐた。此大祭は何事も此ジクスを中心と

して行はれてゐたのであ った。とれが今日のオ リム ピック と甚しく相異する黙である。

日夜 共の大祭の 日取はf ( iJ; 4 年目 の夏至の後の最初のi前月を中心として 、始めは一、二

fl {乏には 5 日間Kqf はれた。が此の地んーで‘ の最 も良い季節であったからである。

参観者 此の大祭を目がけてギリシヤの科部肢の人々や、附近の外岡の王f菜、使節、百

斉家述が大勢此所にMミクk して 、此の大祭に参列し 、n誌は比物した。 i正常; の人々は何れも兵

器 を ｾ ｜ｉｾ ，司するととを許されや、且 つ 此 の ｼ市近 には病合がなかったために 、 富者や貴肢はア

J レチスの森の外悶K テントを渡って病管し 、一般の人やは森の中や、木影に野宿を試み 、
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殆ど此の地方の山野は人 を以て満さ れる位であった。

勿 論 此の大祭I'C!昨Iい て 共 競 技の前後にはそれ等の参税者は 、名所のよL物 、殿堂や彫刻lの

奔 翻 を行ひ、大祭を常あ込んで行はれるポ - 7 ーの 諦 詩、有名 なへロ トタスのペノレシヤ 戦

φ 軍談勝利者を歌った古詩の ｉｲ 今諦等を聞き及どしてｾび廻り 、 競技 ＧｩＺ［［ 111亡は 'rl _いも の勝 ち

であったから、早朝か ら寄れ先き と競技場に 抑 か けたo {}f: し競技場へは視究者ー と蹴も 女人

禁制 であった。唯宗教上の 三与えから島女の競守] ーだけ、後 IL 至って加 へられた。

競技の日程競 技の￟Ｇ Ｚ程は始めに一日 で 、 而かも ｊ ｊ Ａ｟ｾ 引から終 Ｑ Ｑ 行はれたが 、終に は三 Ｑ Ｑ

聞と友り. 五 日聞となり五世紀頃の最盛時には次の如く

第一日 準備、最rlr領奉納 ( B. C.  396 以 後は報告係、刑I火手の競技を此の fll 亡行った。〉

即 開合式である。

第二日 競 車 、 競 馬 、 五 種 競 技

第三日 少 年 競 技

第四日 レス リン ク¥ オミ・ツクシンク¥パンクレアチオン

第 五 日 響 宴

といふプロク'ラ ムにな ってゐ ?と。

競技の) J 慣序競技はクロノスの丘の麓にあるステデイアムと ジ クスの祭壊の東方K ある

Ｉｻｾ場 ｋ 分 ｨ て 行はれ 、 審判者及び競技者は殿堂境内の東北から、地下道 ｋ よってステテイ

アムI' L H¥た。

審判者は紫の抱衣を 着けイ! - t : 環て的i られ 、競技者は之に次いで準み 、毛で編んだ紐で鉢径

をして 1-1¥場し 、時 と しては木の枝、松明匂; を片手に持って大諜を妨げて走った。審判と選

手の入場を了ると報作係は競技の開始を報 Pf し、49〈で選手及びその者Wr! i 、父の名を報作

し、掲示板に記 ，j配され 、夏時勝敗の決定された時は 、名乗りをー卜. げた 。

競技種目 競技種目( : t 何れしJ熟練、カ量、忍耐えv要する もの で、最初( : t 徒歩競走一種に限られ1: が

常に晴減わり、終 lこ次の24種に及んf: '。内大掻( : t 少年|こ限 られてゐ 1: 。今之ら列母ます るさ

l 徒歩E完走 毛1) めの十三回訓リムピアード迄( : t 唯一の競技であつれ。

2. r イアウ ロス( 印刷。ros) 第十四回ォ リムピアードの時始めて行( : t れ1: 。之( : t ステイヂイアムル

二度走る tt : i t : で、第一回勝者( : t ヒずのヒ ベラス ( Hyperag) であっ1: 。

' 3 トリゴス ( Tr i gos) 第十五回並リムヒアード| こ始まり、 三周競走である。

4，レツスリンケ ( V¥ん

のェーリポータスが第一回目努; J S 'ーである。

5. 五種E完投 ( Pent at hl on) 第十八回対リムピアードに始まり、 ラセデモ= ヤのランピスが始めて

勝つ 1: 。その種目( : t 跳躍、競走、回盤投、槍投、相撲

6 キセス タλ ( Xest as) 第十八困対リムヒアード に始まろ。

7. 四頭立馬車競走 第二十五回オリムヒア ー ドlこ始 まり 、シーダν のパコ ν タスが第一回』筆者
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8.  )，" Y グレーシヨ y 第三十三回オリムピアードに始まり、シラキュー スのリゲ ダヨス( Li gl l aQ1ii;) 

勝つ

9. 競馬 君主三十三回オリムヒアード に始まりクラニノ= ヤ ( Cr ani nonia) のグロノタシダ λ ( Chro-

nocwsi dl1s) が勝つれ。

10. 少 年 設 定 第三十七回オリムヒアード lこ始 まり、ェリスのポリ= シスくP ol inisis) 勝つ

11 少年レツスリ Y >; " 第三十七回 オリムピア ード ユ始ま り、ラセ デ屯 Y ヤのヒポスチユス ( Hypo-

sci ni s) 勝つ

12. 少年五種競技 第三十八回 対リムヒア ードに始まつ1: が、直に燦ぜられ1: 。

13 少年キセスタス 第四十一同オリムヒアー ドに妨まり 、 フヰ レート ス( Fi l et l1s) 勝つ

14. 武袋競走第六十五閲オリムピアード lこ始まり、八リア y くHell ian) の )J.' マレタス ( Damar et l1s)

勝つ

ＱＵＮ ｾｖ ，ｾ 競争 Ｈａ ｰ･ｩｮ･ Ｉ 第七十四 ォリムピア ー ドlこ始 まり 、八十四回目 l二{t )IJI - ct られれ。

16. 牝馬競馬 第七十一回オリムヒア ー ドに始 まり雨17Kーさ共に駿ぜ られ1: 。

17. ニ 頭 立 馬 車 競 争 第 九 十三回に虫f; まつ1: 。

18. f事令競走

共 lこ第九十六回升リムヒア ー ド|こ始まつ 1: 。

19. 瞬UIJI¥手 競 走

20.  ff 馬四顔立馬車競争第九十九回オリムピア ー ドi二始まり 、シペリ リダ イス ( Si beri ri 舟 is) 勝つ

2 1. 仔馬二頭立馬車競争 第宵二十八同首リムピプ ー ドに始 まり、 イリシ チー ( seri ci t i) >>寄っ

22.  ff 潟競馬 第百三十一回オリ ムヒア ー ドに始まり 、 リシヤのツツホ・レマス勝つ

ＲＳＮ 少 年Ｉｾ Y グレ ーシヨ Y 1iZ百四十五団対リムピアード lこ始 まり、ィーオリヤの 才，ヰデイマス勝つ

24. 少 年 騎 乗 始 まつ 1:時{t 不 明 1: 'か、行なれ1: こさ ( H花1'[ であろ 。

猶この他音袋、詩歌、政1) の競争もあっ1: 。

賞 品 勝 利 者は撒 税 制の冠と 、相r; 子 の 杖 をwえ ら れ た。 その同協樹: は ニ ン フ ワ ス ( Ny m-

phus) 殿 堂 の 後 方 、 7' Ｉレ チスの 森 の ｾ ｉｾ にある聖木と考へら ｾｬ てゐる木を雨親の現存せる小

児 が 、 資令 のrli ｮ ｃ てその枝を 切り、 之を以てＮｦ ｉｾ 冠を作 り、之 を一度前 ｉ ｬｪｪｦｪ 1'[ 仰 げ て 後、:a'

ｬ 乞へ ラ ノ テ イ シイガ之を ー ｜ ［し 、 之を 月傷 者 ｉ ｾ こ 授けるのであって 、物 質的に ｉ Ｇￌ傾め て伯 ＱＱＱＧ ￯｟ｉ ま少

か っ た が 、そ の1主義は叫 tf.r: 架いものであった 。

その佼 ＺＹｩｾ 式はー競技りにか 、 或は以後 ｬ 亡一括して行はれた Ｈ 不詳 〉 。 受賞後競技者は新法

して 、n半|冠 を 瓜 き 、簡 をl吹きつ L 説明!nへ 郎 った 。 その賞 品 以 外 l乞、 俳誌ーは花段 、花 束 、

その 他 の附 ｬ 仰を勝手＿に照って 、 そ の 勝利を刺した。勝利者 Ｒ 諮問後は 、 自 ｉｌ 旋の ｾＩｬ 五を聞き 、

その ｩＡ ｬＮた る月半 Ａ 冠は 氏 ｪｪｩｬ ｬｬｬ 亡 本納 し て 、そ の厄 Ｑ Ｚ 前 ｾ ｲＮ 'ri1!象を j宣り 、詩 文 を 作 っ て そ の 伶 刻j を

11日へ 、又オリ ム ピヤの媛場にも 'rH象を立てた。

賞品 はその初 期 に あ っては 、 物質上よりも ＵｆＭ ろ市 Ｑ ｉ 翠そ の ものを Ｙ￮ｾへられて日り 、 又その

凱 旋 鰍 迎 に 際 し で も 傾 め て 質 素簡 潔で 、 唯そ の 誠 意 の 結 っ た も の で あ っ た が 、追 々 熱 狂 の

度 増 す に 及 び 、そ の;ケ法も 物 質 的 1r. 1買値を高め、凱旋の時には、 ili の城 壁 の 一 部 を 撤 し て
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凱旋門を造り 、 枇合も之 ｋ 厚待を Ｙｑ へ 、 租税の売除、寄附の ｾ ｦｦｩｩ 攻 、 一生源の食事の招待 、

或は劇場の無料名毒事席、又は兵役の特典等をmふるに至った。

オリム広ヤ大祭の衰運

ギリシヤが隆盛に向ふ問K あっては、との惜育の結果は 、最も拠って故果があったが迫

〆をその大本を忘れて競技にのみ熱中する K 至つては 、人心の鐙イヒvcWって 、11[(: 勝利のみを

競ぶようにたり、無理をしてでも勝たう 、狭いととをしても勝てばよい 、といふゃう注者

が ｈｬｾ ミてき 、 叉優勝 ｶ｣ｾ 討する賞品も金々物質的の臭 ｬ 床を帯び 、 アテヰの如きは優勝者は市

賓として 、常は上席を奥へ 、 スパ J レタにては、王の護衛兵左して 、その一生の生活を安定

K し、或はすE税をするなどといふやうに友り 、甚しきに至つては 、 ドh リアンにては 、ー園

事犯者を 、 才リムピック競技の勝者であったといふ程由の下に 、不問に付す等といふ保理

のあわぬ方法をとるよう K なった筋に 、人心l r . i 盆々思化して行った。倫@! 教育の結果が 、

調立調布の強制となり 、1か年にして 、その白活を嬬し4名叫: 弘; る者への賞j弘鋭志湯; が却つて縞盗しても

f判姉iI市nへられ2友= ければよいといふよう fな主誤つ7たピ考lκ〈迄準んで

を妙捌挑 ｉｾ つて 、 園民を強くする掲の硬教育や締育は 、 一聾して逆に非常な惑い結果につきす ｌ

み、迭にギリシヤは滅亡せなければならなかった。かく τ ギリシヤは鵠育の敗頑と共lモ岡

ブj 疲弊し、終にマクドーニヤ 、ロ ー? の勢力の 1" vc併合せらるるの悲運に陥った。

尤もオリムピヤの競技は 、394 年ロー 7 のアオドシクスー lせの査場迄 、幾分裂J形されつ

与も続いたが 、牛リスト教がローマの岡敬之友り遂にそれは異教徒の遺物として、断然禁

止されてしまった 。 ( A. D. 394年〉

その後大震災のためにオリムピヤの殿堂は破壊され 、 7 ; レフヱオス 1日Iは氾概して、そ の

歴史的競技場は浸蝕され 、長く煙i戒に師した。 1875年に至り 、 クJ レチクスの監'1手下lモドイ

ツの費制 障によ って護側せられ 、 フランスの探険 ｉｾ まによ って護侃された 、 デ ｊ レフヒ 一 利 ｬ 殿

にある競技場と共に 、現今残れる最も完全に昔態を妓すステイテイアムとして 、有名であ

る。

此他ギリシヤではイ スト E アン 、 ピシアン 、ヰメイアンの大祭あり 、備 アJ レカデイヤに

於けるェツアンの競技合、アアォ、の駒市で且攻治家であった t ; レテイヤデスがセノレソネ ー

ス ( Cher sonese) vc 聞いたもの、スパルタの王レ才ニダスや版行家パンサニクスがス

パJ レタに聞いたもの 、玖治家シモレオンがシラキユ ー スで聞いたもの等があったが、 とれ

らは皆紀念競技舎であった。猫此の他古くはアレキサンダ一大王が友人へフエスチオンの

潟に聞いたり 、又第一回市11' 翠不戦タE者の冥 l宿の1;$vc 丙・興されたピシアンの競技舎や 、ギリ

シヤがぺ J レシヤ K 勝って再興された エロイ アリアン 、グー ムや、 アテォ、が岡家の嬬に擁ft:

した市民の震にア カデ i ヤに聞いた競技合も あったが何れも古いととに属するものであ

る。
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高圏オリムピック大曾巴は伺か

i高岡才 リム ピッ ク大合の企ては 、己に 1852年、 才リ ムピヤのステ イデ イア ムの 費踊iが企

てられた時に 、 アアネの或;富豪l乞依って計霊されたが 、事成 らや し て 中絶 した。 その後

1875年褒捌の工竣って 、1仕入の之に着目する者多くなり 、迭に1894年 クエール・ド・クーベ

ルタン ( Piere de  Cverdin)  JI }  l Nの殻議tとより 巴阜のソ J レボ ー ン大撃に聞かれた協議 舎

に於て 、列閣の代表者が、i市場一致を以てその開催K 設問しj宜K 高岡才リムピック競技委

員合を組織 した。その目的は古代ギリシヤに於ける岡民の変間的栂育の精神を倉重 し、 ス

ポー ツに因って各閥 、閣際問の平和を確立せ んが馬であり 、叉それ と同時 に閑民骨量育の向

上を謀り 、精 神的の訓練を震すためであった。 即 ち第 1回を 1896年 、最も開係の深い ギリ

シヤのアテ ネK 聞 き、繭p! ミ符A 年目に 各文化閣を!順次開催地 とす るととに たzった。

今 ζ の開催地とそ の年次を次に列車す るO

第 1 回 ギ リ シ ヤ

第 2 回 フ フ
::..- 7、

第 3 回 ア メ :b 

省宇 クト ギ リ ン ヤ

部 4 回 イ ギ リ ス

第 5 回 ス ワ エ デ ン

Ｚ＿ｦ ｾ＠ 6 巨l ド イ ツ

第 7 回 "̂ 
J レ ギ

一

ｕ ｾ＠ 8 回 7  7  L〆 7、

ゐiC 9 回 才 フ
L〆 ダ

第 10 回 ア メ リ :b 

第 11 回 ド イ ツ

第 12 回 H  コド

ア プ
耳、 1896年

ノ、-
1900年

セ ン 〆ト J レイ 1904年

ア プ ヰ‘
1906年

ロ ヱノ ド ン 1908年

ス トツク ホノレム 1912年

ペ J レ リ ン ( 中止) 1916年

アン ト ワ ー プ 1920年

ノマ リ 1924年

7 ム7、す} レダム 1928年

ロスアンセ) レス 1932年

J 、、
J レ :.-- 1936年

京 ( 橡定 ) 1940年

第 l 回高閣オリ ムピック大干すにはア テォ、の詰*のスア イデイ アムを修理二して使 用し 、 7

ラソン走路 も歴史的 のぞれを{ 庭内して使刑した。そのステイデ イアムは大浬石造で 、fFi細

長い感はあるが、一見心持 の よいト ラック を持って居り 、選 手は スタン ドの下から トンヰ、

J レを通って トラックへ1- 1¥て員長るやう K たってゐる 。

1906年 l亡アテヰで臨時大台が開催された 。1908年『のロンドンの時は参加者2500人に及び

1912.1' ドの ス トックホルムの時K 至 って3000人 l亡なり 、それ以来回を重ねるにつれて護遣し

今 rIの感大を友すに至 った もので ある。

オリムピックの将来

園際親善 と惜育奨 附j のため に/-1 '， * た 才リ ムピックが盆〆守護展して行 くのは民すべきと 主
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であるが 、l筏感に] 吐くに つれてそと にまたi洋諸-を刊でふものである。興業化しつ L ある 1 リ

ムピックの弊害を今と L で列車する必要はたE いがギ リシヤの軌を 踏 まざらんと とをと 切望す

る、た ピ一台して必き度いととは 、 ( 1人 種が競技に優勢なる地依を 保ってゐ る中はオリム

ピックもr f I くであらうが有力人種が ζ れ K 代る時代が糸: . j Lば才リムピックも 永続するとは

考へられない 、 現 ｬ 亡千 ｬ‘ 色人種 が次第 ｶ｣ｩｬｬｩ ｍ し ｨ＼ イ ｊ 肢を Ｑ Ｇ Ｑ 人の ＱＱ 艮 ｬ てはイ Ｂ Ｕ う ｬ ･ｊ ｾじてゐるかピ

列|り皮ぃ、「人知」といふ言葉 I'I (1人 種のみをな l味してゐるとのM・米人法の人組視をとの際

少くとも 11本人だけで も心! と11二めでたく必要のあるととを政てと' . I亡ーちしてゐく。

オリムピック巴建築

オリムピック vcl 制連して直接にまたは間接に祁租の建築物がえ!i 色・されるととに 在るが 、

建築家は互にオリムピックなる ものを充 分担11Mして 、チームワーク をとるととが必要なと

とL 思ふ。

jj ¥i接必要たにま主築物は競技場 と桁???主 である 。 ( ロサンゼ ノレ ス以来ギリシ ヤのジ ムナジク

ムの例に倣ひ才リム ピック 村 を建設するとと L なった〉。

間接のものは数多あるが第 1 才リムピツクシテー le沿ける諸設備である 。交通過信に附

するものや 、ホテ J レの増設だけでも相?;t なものとなる。 その他視光地にたける設備、各地

の脱出館や劇場 、主要請15市で行はu るオープン ゲーム の競技場等 ve j ' l j るまですべてとれ建

築家の頑と手を要するものである。

オリムヒヴク競技場は牢偲設物τ よい

才リムピツク競技場の主 t訟主るものは |ド陣咋争

れるてで. あらうカか逸ら1野守球; 場場もその主要物の一つと友る 、そのほか闘形競技を是非一つ新設す

べきでるる。

明治市1) 1宮外苑の競技物を蹴張してとれに市て るとと ミたったが誠張といふよりは根本か

ら改定せたければ友らぬ。設 iHI 乞 IAT] しては多くの辿築家、キl謬者等 を集めて建設委口合を

キＱｉ織して ｩ 位 ｪ 全 を 期すべき ではあるが 、 競技場の ｩ Ｉｩ ＴｾＮ 矢部分は臨時的 ＱＱＱ 設物にしたんがよ由主ら

う。 何 と1 ' ; . ればオリムピック大台後陀上競技場に 10数仰の槻柴を入れ るとと は絶引にない

からである。大合後は ｪｪ ｾ Ｚ ち ｬ ￫ｾｬＨ ￭ 少 の Ｏｬ ｄ ｪ ｾ るやう設計して沿かねばならぬ 。

テレ監ジョン時代来る

アレビジョンの夜連と トーキ Ｍｉ ｝ｪ｟ ｾ Ａｾ の 進 ＤＭｉ Ｇￌ競技場設計 ｬ ζ ｉｉｉｊ っ て従来の古い概念を一新

せしめてＭＪた。競技場のキャパシ テ ィー は ＱＰ 数 Ｑ 勾人 を限度 すべきで Ｒ Ｐ ｻｩ ｾ 、 ＳＰ［ ＱｩＡ［ を想像 す る

ととはあまりにも 恐て‘ ある。競技の種主ii lともよるが陀上、蹴球 . 聖子球24・ーの如きも 14. 5  1勾

を 限度ーとしてよい 。否 ｪｾ ｾ｛Ｎ ろ ＱＰ 向↑ 立を限度としたい 。 肉 ｉｉｒ で視る ｋ はそれ 以上ー の 人民 を 牧 察

す ると とは全く ＱＡＡｾ 意 味で ある。
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殊に水泳場等はセ f ゼイ 3前人 を越しては興味がなく怠 って しま ふ、2 高人未満を rJll:tr!

とす る、 日本でオリムピックが開れでもとれを見るとと のHl 来 る人 I' I 全人口 fz : : l 包して取る

に足らぬよか数の人々である 、世 界の全人口 から見ると更に問題にならぬ。しかる lてその興

味は1世界的である。よかくとも円本で行ふとと K なれば日本人の半数だけで・もよLせてやり度

い、それ K は何うしても テレピジョンと トー キ-11央部によって競技場を H木公開 l叶J主張す

べきである 、否 l仕界中 l亡繍げるととを考案してよからう 。

テレ ピジョンはその場のエクザイトメントを放送し、更にトーキーに牧めて記踏とし津

I々 l 日々 にまで持ち廻 るととろに近代文化の有線さがある 。それには従米の競技場と全く矧

念を蓄をへ各種 l快寝とラジオの放 送のため特別た設備 を施さねば怒らぬ 、l国l;Eヂf1亡多少のj主

惑はあっても l上む を仰ぬととであらう 。

それ故ー建築家の臨時的主主他動的な知識によ る設計rc械 らや 、多くの専門家を集めてプ

レー ン トラ ス トによる設計が望ましいとと K なる 。

ホ テ ル の 問 題

現有の日本にホテ ｊ レが十指を屈する程も友い現況に ある 、京［［ ｾ I乞三つ大阪に二 つ兵斥牒

二つ奈良腕に一つ京都1' 1 : 二っと云った有様で他は皆名称} はホテルてーあっても設もiiHとサ ーピ

スに全くホテルとしての傑件を快いたものばかりである。

本官［のホテル ｉ Ｇￍ東京をいふに及ばヂ各地 ｬ て Ｑ Ｓｪ 主 又 ｉ Ｇￍ 改造して Ｔ 年後 ｬ 亡は京 Ｉ［ｾｖ ｃ は少くと

も数十仮i地方にも数十伺造らねばならぬ 、そのート冷[ l のインチキホテ J しそ如イIIJI 亡小さくと

も本式のホテルに鐙更してもらはねば阿辱で ある。 11 本版飢- の干了ーイ1: も決 して JE い ととでは

及いが生活様式や時i誌作法が r-I本と西洋では あまりにも異るのでとれを禾IJ }J Jするととは州

よかであらう。 11 本旗館の一大快勲は家内のサ ーピ スが友い ζ とである 、京内 の設備 を良く

すれば ｉ ｾｾｾ ｩ｜ であっても決して悪るくはなからう 。 キキ室 Ｑ ＧＱＺ i先而月1[- に似所と此は湯殿を若け引jl

入を完全たものとしてロック，' 1 - 1，- * るやうにすればそれで充分で ある 、需の設 備がザーピ メ

であるととを日本人によく知らしめたい。

観 光 地 の 建 物

ｪ風武致問題ｉＢｃｾ卦針 ｢旬 ｉ する Ｔ役失人や玖治 Ｒ家家 京茨Ｍの認認Ｇ識不 ｪ足 ｅ が去つて ｦ忙 ｦ士Ｚ鈴は ｦな工い以 一 卜

ｬ川 ｉ ｌ ｾ来 ｬ長ミ士友ｅ い 、 との黙日本の建築家が裳術的良心が友ささうで あるがとれにも建築家 、 強術家

守ーの専門家宅ーから成る委員制度を一日も早く設置して外岡人K 笑はれねやうにしてもらひ

度ぃ。

才リムピックに開連して云ひ度いととは故知れすあるが紙数の防! 係上 iI めて世くが要す

るに此際建築家I' I 目先の利慾を拾て L 何臨までも指導的に準むととが建築家として重大な

責任であると云ひ度いのである。
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オ リ ン ピ ア ク 競 技 施 設 に 就 て

林 政

都 12間間際才リンピッ クが点京 lて主たるととにたったととは誠に喜ばしい次第である。 招

致委員の努 Ｉ ｊ の 賜で あると 思 ふが 、 ｾ ｉ とばは ＳＱ ミまいと考へて府ったので、意外の大成 以 ｊ で‘あっ

たと忠弘ます。所でいよいよ来ると ｩｪ ｊＺ まって見るととＷＮｌからが ｾｉｾ 々大愛で・す。 Ｎ 競技の種類

がら プ ｊ 法、競 技場の設 備、外 客誘致等いろいろのととをプ Ｇ Ｏｾｪ を定めて準備を準めて行かね

ばならねのですが、それにはとＷ，ｌから ｉ Ｍｉ｜ＪＭる問 ｪ ｾｾ リン ピ ック組織委員合が 、 ｦ ｾ 事細大洩

らさや 、之K7;t って行くので- す。

第 10回のロスアンゼ J レス位主主らば、大した事K も考ーへなかったが、今度のイ川本大合は設

備にして も側めて大規J141で、競技のやりみも貴にキチンとして一糸飢れない統制 ぶりであ

ったそうですし、外孝子を政待ーするにも誠1' C11JtL り主せりで あったそうですから 、非常に評

判がよかったので 、 との後を受けて や る東京大合は中々 f容易でない と思ふo レワ J レド博士

l亡劣らぬ程の敏腕家がリーダーと なって披令し 、新しい機物IJ をどしどし/-1¥して行かないと

世 界の人々 をアツ ト言はせる詩には行かぬと 思ふ。それだけ東京大合は賞K ツライ 立場 lて

あると }[1，ふ。

ｊｴｾ京大合の内容は組織委 員 合が成立して見ないと全く分りませんが 、 従来の考へから

二、 三の愚見を fjl 述べて見たいと忠ひます。

敷 地 陀 就 て

オリ ンピック競技場の敵地は色々 の施設を合んで太田島15!'ll;J']以 上友い と充分と 言ふ 詳に

は行かぬと思ひます 。 イ ＨＱ 林の競技場は全部で、は非常［ＱＱＺ成い而積てが ｾ ＴＰ 高坪で 、す 。 従つであ

の員似は到底ＱＭＱ｜Ｊませんが相常官余裕のある而積が必要です 。 それに は大関 ＱＵｾ 珂 、 伎は少く

とも必要で ある と思ふ。

モ次欠 11: 11山11円守手-:. )方j- Y而H前? の高1傑自段tの地を選ぶぺきだと思ひます。l或!)(;記人[はd 月島 )/D而前の j !fl_里〕文k地 が よいと 4

張する手者f がありますが、l毎7t : は空気が重くって運動場には大f置に於て池さ友いと忠、ふ。特

に低評議で探く制下げ る事の 1-1¥3長友い所や 、樹木 、芝 友どの生えな い所、工場地41? に近くて

空気の惑い所などは全々資絡がない と忠ふ。

醤 式 な頭の所有者は運動場 と言 へばi宜ぐ埋立地な どのヒドィ g，E地 を聯想するか も知らな

いが、近代式の運動場はそんたものでは友い。住宅地以上に衛生的友 、高燥な 、風 致のよ

い、維の多い土地を選ばねばならぬので・す。私は斯様泳三欠第で月島説に反封するので、す。
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東京の山手方面の郊外に来Jr I ' L 敷地を求めて建設するのが、最も理想的で るるが 、若しそ

れが出来 たいな らば己むを科ヂ、外苑ｾ蹴張するより盆がないと忠ふ。

大関[ 4 年と言ふ期聞は次回の準備11 ' L は飴り官余裕のある期間では友い様です。 イCI 林大合の

場合を見るも 、ロスア ンセ、 J レス大台Iがすむで泊: ぐ改築工事に取りかかった( 澗逸内務省で)

ゃうで したが、最後には随分念工事をやって 間に合せたゃうです。ですか ら本市から 11
1せ

ば我闘でも 34年前から準備にかかって世くべきであった と今にたって考へ ます。

伯 林 競 技 場 に 耽 て

話は 中断するが今 回オリンピック大合が行はれたイ ｴ ｬ 林の競技場 ｉＧＨｾ 先て一 言 して 置き ま

す。あの競技場は ＱＹＱＳ 年 カ イゼ ｊ レに依っ て計 註され 、 ＵｩＧ ｾ 6 回 才リ ンピック大合が廷で開か

れる筈であったが 、大戦のため 中止され、大戦終組後再び工事が続けられ 、先年完成し 、

その後第11回即ち今回の オリ ンピック 大令のために大改定をされたものである。 大楠との

クソレー ネヲ J レド運動場I ' L 11: 2 つの部分がある。その 1 つは調i塾大競技場、水泳場 、競馬場

の外I ' Ln豊育高等謬校、冬季運動館などの ある部分で 、 もう 1つは調逸綜合運動場、開育館

たどの ある部分で 、 とれを長い地下トンオ、 J レで・連終して居った。

今回改造されたのは右の内主として大競技場主水泳場で・あって 、共の他周固に 自動車置

場 、成場 、観覧席の僅かなポロー競技場、庭球場等を配置し 、西側の谷間 K エツカ J レト好

外音楽場を新設したので ある。元の競技場は相' 活 K 大き 訟も のではあったが、 ランニンク

第 1 闘 改築市! の術進大競技場 、その右側 lこわろのは水泳勾叉布端 lこ術逸綜合運動場の一部が見<¥)l
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第 2 園 緑 馬 市 フ ォ ロームツソリ= . (  F o，'o  Musso!ini ) の配 置 園

トラックが 600 米 のもので使m上不似であり 、叉水泳場が場内に設け られてあったので 、

オリンピック大台には使 TIJ tI¥*たかった弱め 、今回は元のものを全部取壌は して改築 した

のである。今凶改築された競技場は牧容人員10高友そうであるから規模は ロスアンゼ ル ス

ど大惜同様であるが、総てが行届いて且つJU: 大でぎゃうぎゃう しく出来て 居るのでと の黙

で人々は驚かされたやろで ある。 水 泳場 III 明治i j 1IIJ 宮外苑の水泳場と略目ま・同じ位ら しいので

大 したととはたいと忠ふ。

第 3 幽 維 馬 市 フ貢ロ ームツソ リニ内の陸 上 競技 場ー λ タ Y r のタトj古J I二各l係B・ら! 1凶づっ

寄贈されれ47の大理石像が立並んで居る。
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第 4 圏 第 B 困対リ; y ¥:.. ツタ大舎が閲かれ1:Frr Cololll bes 競技場、巴皇郊外〉

隣 りiこ立滋n水泳場があつれが今( : J : 取壊され1: 。

j折様K 考へると伯林大合場と 言 って も、競 技場 だけが悶抜けて大きいだけで、その他 に

は大したものも無いゃ うで ある が 、只40高坪と 言ふ宏大友9}X:地 を占め 、各 種の所有運動設

備が設けられで ある とと K は驚かざ るを4!? ない 、叉との黙で は世界ーのもので あ る。

羅馬でもテーベ河畔に フォロームツソリニ ( For o Mu ssつlini ) と制する大綜合運動場を

数年前から建設を初 め、次回オリ ン ピ 吋喰ｾＮＧｉｴＧＭｲＮＧ

ツク大命を目指 して綿ての準 備 を進 め

て居ったが、次 !司は 11本 I'L * るととに

なったので 、l熊そ残念で あったらうと

忠 ふ。然しとれとて も伯 林l亡は11J 底 &

lま友いと忠ふ。

必 要 な 施 設

東京大台につき必要t : J _ _ 設i J ili l' L j比ては

過般来、オリン ピッ ク初 致委n合で 研ー

究せられた所によ るとそ の大要う欠の通

りである。

x  4 6  

1. 1時 k競 技 場 現 化の外苑競技場を

協張して 翻究者10同人 を牧本しれ;

る競技場と放 す。 ととが大合の，1"

心 とたるのである 。

調ｾ 5 圏 第 9 国語・リンピツ F 大命が閥舟・れ1:

アム λ デルダム主主技場



τ 可 てて 一 ー ，

一 一 一 回 『

2. 水上競 技 場 現 存 の 外苑水泳場を協

、'・

白鳥 張し視 ｲｾ 者 Ｓ ｻＺｦ，人 を Ｊ容し ＴＵ るもの
‘  咽，.. ' ・

とす る。

3. 戸 外 球 技 場 観 覧 者 約 5 詩人を* 容

し仰 るものを ド付近に建設する。

4. 馬術競技場世田ク谷に建設される

馬術協合の応術競技場を使用する ω

5. 射撃競技場

6. 泊，挺競技場京京泊二戸 1-11 村 Iζ 設く

る。

7. ヨッ ト競 技 場 横ifi本 牧 海 岸K て行

ふ。

8. 室内競技場 目 |、御茶ノ水に計霊中

の遁重JJ 合 館 と もう 1 ク月11' を外苑相撲

場に建設して之にあてる。

第 6 圏 第 10回訓リンヒツ F 大舎が閲かれれ

9. 庭球競技場 外苑附近K 建設する 。

ロスア y セノレス競技場 10. iJ t i 武館外苑憲法記念館傍に建設す

るO

11. 謹 術 競 技 場 論 議 、彫刻友どの美術展覧合場と 、音楽競技合場が必要である。

12. 冬期競技場、スキ ー、 スク ート

13. オリンピック宿舎

14. 野球場、外苑野球場を使用する 。

kMl 以上のやうな設備が必要である。 但し庭球 、武術 、野球はオリンピック種目以外 の

法律競技として考へられて居るものでるる。何 を選ぶかは主 催図の自 由で ある。又冬期競

技即ちスタート 、スキ ーは H 本I ' L * るや否や未定のものである 。

日本式特徴を毅揮せよ

オリンピック大台は回を重ねらるる K 従って段々 と、 競技場の規模が宏大 t仁左る許りで

左く 、 競技 ＱＵＷ のやりノｾＯｉＧｌ於ても 種々 の ｘＹ ￎ 機 ｩ Ａｱｬｬ Ｗｊ ｾ ｉｉＧ ， されて Ｊて 居る。 例 へば第 Ｘ 回 巴盟 大合

の ときには選手合杭所や 、立振な水泳場が評判のものであった。第 9 回アムステ J レダム大

台では美術的紅建築と 7 ラソン培で引き 立てられた。三欠いて・第10回ロスアンゼ ノレス大舎で

は大スタジクムと才リンピック 村が特K 人気を 引いた。今凶の伯 林大合では ギリシヤから

の聖 火、ｽＡ士大なる競技 場 、 整 然たる綿て の 陣立、大合 ｉｉｾ 圏 全 寺が評判が良かったゃうであ

る。
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さて東京大合では作rr l ' L 依って特徴付けるか。 との根本問題が中々の考へ所であると思

ふ。私 は開場式で・も 、競技のやりプJ でも 、大いに IJ 本式にやるのがよいと忠ふ。叉競技場

の建築K しでもロスアンゼ J レスや伯林を』ミ似? に大いに日本式を殻揮し澗特の内袋、外 視

にするのがよいと思ふ。大 iJ"lf Ji k i.喝 を建てて武道の昆髄を彼等に見せてやる ζ とも大切だと

思ふ。日本式の才リ ンピック 村を諮って軽快なる生活様式を彼等I ' L I床はさ せてや るのも良

かるべく 、飴興として金制大台などを催して見せるのも妙案だと思ふ。

私はとの機合を以てスポート を過して 、建築は例論、音楽、美術 、その他綿 ての'1; 商に

於ける日本来Ji 文化のi f L髄を示してやるととが最も大切であると忠ふ。

外 容 歎 待

オリン ピック大合につき 、外図選手は勿論、見物人を多数誘致し 、之を敵f寺して蹄して

やるととは極めて大切なととである。それには現有競技場以外の各種のみ而の設備は如何

であるかと考へると誠に心和I l い感じがする 。例へば、放 館、劇場、 音楽場、長術館、飲食

底等の完備である。

イ白林大合では毎日十1[ 1 せて* る見物人が101渇から15商人と概算され 、その内ホテ J レのj度去

数 lti 約 3 高位しか無いので 、強り 7li! ;人 I' L到 して は一般の住宅を提供し、1泊 3 .1.岳克、 4 ・5

Ｎｬ Ｎ ｾ克 、 Ｖ 民克 の Ｓ 殺に分 って 泊 めると とにしたそうで ある。 ｵ 本の場合でもやはり ＱＰ 高以

上l的手 1:1東京I ' L Ｚｪ ｪｰ ｾＯ ［Ｂｦせると ととｽｊＮＱＮＮ はれるが 、 その内外国人が何程来るかが問題である。仰

れにしても 、ホテ J レは現イfのままでは非常 K 不足であるのは勿論であるし且つ内察も貧弱

である 。もっ と高級友大ホ テルを建設する必要が ある と忠ふ。税光灯J で、考へて居るやうに

5寓人とか8湾人と かの外陣|人が来たならそれとそ大盤て' ; b る。帝図ホア J レが多少の増築を

したり、或は 1、2 のホ テJ レ位新築したって'f. lj 底牧容し切れないであらう 。そん友場合に

は曾紅や、事務所などのピルテ. ンク局を開放して桁泊せしめるのが 1 接近辺ーだと私 lti 忠ふ。

次 iて芝居メ/ f [ i では歌鉾伎、束劇当事でb るが之等に就て考へて見ても 、品夏数千の客を迎

へて果して満足を，I 9i ! ，へ1!l! るでるらうか。

35合場に して も、東京; 合館だけで足りるであらうか、音楽合場は 如何、喫茶休憩所句';Iti

何うかと j折J践に考へて見ると誠に 心和I l い気がするのである 。

何しろ オリンピック競技合は合矧がjR. 夏であるので誠に始末が思い 、者1I 人 も皆自11暑を: i @

けて if手やIJ J I ' L逃れ去る時季である 、それK 多数の各国人を遡へるのであるから中々容易で-

t J _ いと思ふ。如何にしたら彼等K 満足を興へjlf るかと 云ふ ととを考へ ると -) ( 問題であると

国 》

."、_ 0
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建 築
v? 

l _  

田

ょ主. .  

a  儒

誠

才リムピックはそ の成り 立ちが示すやう に、全 く閥際的の祭典 を意味するものである し、

その五輪の旗が示すやうに 、五大別| の悶々を平等に連ねる図| 際平和の象徴でもある。 従 っ

て図際的な放客f主主iさの増進を回る間際観光; 事主防l係者はとの大合の盛況を粛すため に重い

責任を負躍するもので 、特に封外立侍と か、外 谷tて主J する高向なサ ーピスとか 、あらゆる

プ ＧＯ面に整備改 善の注を講じ 、 点 ￭ ｾ Ｈￖで初 めての 才リ ムピヤ ート をして 、 今迄十一 ＱＧ Ｑ｝ 1乙宣 り肱

米K 聞かれたん舎にも遜色のない成果を牧めさせねばならねと，巴ふ。

そとで才 リム ピックの年 l亡はどの位の外人がオ4 3カ= といふ二像氾!であるが 、了度その年は

ｉｪ ｬ す 迄もな く ｬ ｩｌ 紀二千六百年のめでた ｌ 、 ＩＡ ］Ｍで 、 主主阿記念 ＱＴＱｩ ト Ｆｉｍ を初 ｊ め 、 Ｔ ｕ 政似 ｉｉｾ 的 、 除 ｼ 家

的な催しが相次い で 行は ｨ 、 又一同数 十人乃 烹 ー 並行人を政へる以 ｉ ｰ，ＩＺ合 ［Ｇ ｦＴｾ ｩｊ｜ｾつも Ｑ ＱＴ 正 行地

で聞かh るl-，! i'械がある o Ｑ ｦｴｾ ［ｬｦｩ ， ￬ 才リム ピック ｛ｪ '，;:: ;のツー リス トが一昨多いととであらうカ: 、

兎も j( J 何年中 lζ J-I本 へやって来 る外人 は八t ' J !J 人 を下 るととはあるまい。若し設lJ!¥J J ' I: 伴そ の

火しき を似て積極的な語放んー策が十tii らるれば 、十 l何人に も トー るであらう。又外人の'1'均 {併

イ1: J-I j数も近凶では ほ々 延びて- * て 、十五 11前後 IC注してゐるが、 ζ れも廿 11位 l亡は延 び る

であらう。さすれば その延人員は二百数十前 l亡上 れ その消技額は{ 去に二倍、持凶 を越 える

と主主忠、点、。

才 リ ムピック大合や高岡博 のやう な ｾｉ 三常 ｉＧｌＺｐＮ額 ｴ Ｚ､ ｖｉｊ を投下する ものは 、 その 資本 の Ｑ ＢＭ Ｑ

. t & のためにも亦外客誘致に - }青のうl ' ) ) を妙1¥はねばならぬものと j品ふ。オ リム ピックのやう

主主因際境視のイベ、ン トを一日. 引受け た以上、 その成否は J E I'L阿2誌の韓国I ' L )Xぶ もの といふ

べきであらう。従って才リムヒ・ツク そのものの優 秀なる地設を望むはI ' J，l命のと とで あるが、

ホア J レや肱館の新設、改良と か、MUtill 路の整備と か 、1; 記ひ l'I i幣作期Il¥J延長のー1I)J として

出梨設備を光賞す る とか 、色々建築);' 而の使命が重加 されるであらう。 然しとれと併行し

て、又時には先駆して、1仕?r- あらゆる 附々に立侮網を蹴げ、宜仰手 i止を脳使して 、よ り多く

の外人を招かなけれは¥名賓と もI' L ｉｬｴｊＯ ｾ の ＱＱ 本と して又 点洋 の覇者 と して 怖 かしい ｨ ｘ［ｾｾ を

牧め ると とは閤難であらう と忠ふ。 即 ち才 リム ピッ クl亡際する建築施設と誘致立仰、と の

柄者 が ともども必要なとと を悩 1測したいのである。
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伯 林 オ リ ム ピ ア ク 村 計 責 に つ い て

和 国

ヌ当t

R  

皇紀2600年日本山示; に於いて開催される高閣才リムピック犬舎に於いて 、最も興味ある

問題は約4000人の商圏選手を牧容する才 リムピック村の来落百十輩であらろ 。敷地の選定、

建築並び来落の計輩、貴地のプJ 法等々 を通じ全面的に員過する都ili 計霊的考慮 、更に大合間

合後、その才 リムピック村 を如何に利月j するかの具般的考応等、前以て充分研究さるべき

問題で あ らう 。

今イ白林オリムピック村の賃怖に ついて簡輩に記 して見ょう 。

i  オリム広ヴク村の敷地友緊落計壷

前令の Los ｡ ｮ ｧ･ ｬ ｳ 大合の例 ｬ ζ 倣って、ｾ間約 ＴＰＰＰ 人のオリムピック選手を 牧 容するに

足 る大衆落 ｾ ｩ 霊を鵠す ｋ 訪 っ て 、 先十第ーに逢着する問題は土地の選定の 問 題であった 。

オリム ピック 、スタ テイアムから徐り遁くたく 、且つ安静完工場所にして 、選手のコ ンディ

シヨンを故高潮 l亡保ち 、その宜 ; ; を: 充分に殻輝せ しめ似る IC JE. る環境を持つ大衆落の計

霊とそ、正に困難た問題として潤 乙 主 脳 部 を 悩 ま し た。 との時 i亡詰って、調乙園防大臣

Blo mberg 氏が伯林ーハ ンプJ レク閤道に沿った D oberi t z K 於ける園防本所有の領地 を自

11 " 乙提供して呉れたので 、との敷地の選定の問題は宜にうまく解決したのであった。との

土地はオリムピック 、スタデイアムから約 15k m隔つ? と晶であって稀に見る回合ではある

が 、ベルリンノハンプ J レク3 閣道に依 る自動車交通に使を俗 、更に 1ft 光明娼 K して 、未だか

つて人工的危専慌を許さなかった 、無原の地域で あ る。 とれは正にとの楽務計ー童の馬に 、

自然に依って十本げられた最遁の土地ーて・あって、幾分の造園計霊を Jmへるとと Ic1，衣って 、自

由主E塾術的t J . 来落形態を作り1 . 1.¥すに相躍はしい土地であった。

図防大臣 iiJ: 1934の夏才リムピック スタジアム の建築家 W ener Ma rch，及:造遣剖|除附京刻|家 Wi e-

p件、吋北k口山iげ巾ng T urge伊 Y川 ma釘叩nn口ln 等 1' 1: 亡命じて 、Los angels 大合の経験を i基L基[宇イi礎雌として 、 との特異な大

衆落をば言1-霊するととを委任した のであった。

先や配置固を見てみよう 。 Fi g. ( 1) 敷地の中央部に は長〈延びて 、ゆるやかな傾斜を持

つ草販があ るo )[;J 閣には深い森林があ り、森の中の凹地 le は美 しい「森の池」がある 。 と

の草原氏於ける来務計霊的 Ｑ 買値は全く 、 と の Ｚｊ ｾｈ 見 の 特異性 ｬ 亡 肱じて居るものであって 、 ｔ お

から北にかけて段々上昇し丘陵をたし 、且 、京から西にかけては純異すべき多様性を持つ

森林 を 白 山 ｬ 乙官 ｉｈ へて居る のである。 とＺｴｌｾＧ ・のものの 保有‘とい ふ 事は全くとの号 ｼ 査に於いて

は、基礎的前提とた ったのである。 住宅と道路とが中央の草原の周囲 t亡、ゆるやかた丘陵

のコンターライン lこそっと配置された。敷地 i亡更に東方 l亡、一つは Hi ndenbur g 館のj i

へ、一つは11'- 坦な練習競技場のある一角へ協がって居 るのだ。 図道と草原との接する地黙

即ち村の入口近く は固弧半而の長い 11三屋の建物、事務所並v r . f . i 監接所が置かれ、草原の上

手のんには之と封持して 三階建の美 しい建築、選手食堂が計査された。 とのこつの主要建
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秒j のほ l:f ｾｉｬ 間部に は草原に而し一段高〈 、 英古屋根 の 陵壁が建 っ て居る 。 ととからは 、 食

堂や事務総接月Jr 、村の入口、出陣の尖しい森. 池 、そして 、黙夜する住宅 l洋、が一自にし

て看守出来るのである。 ζ の土地の以上の魁 ) ; 1iJ. 先十地理的過去に基礎づけられて居る 。

Doberit z 法の高査の一部として氷洞時代の地理的保件 iと全くそのゐ i; 立を蒙って居るもの

であった。古代に於いては高宝の一部にのみ人類が生活してゐ? とらしい。今でも住居Miが

殻揮される。とのbfl 始的JRJ 聞が今 |二l まで幾分の鋭、選は あったが残存されて日て 、古い柏物

群落 一一松、 臼陣、 ｬ 与端 、 杉 ｪｬ 、 等が多数 ｬ と残って居る のも そ の 裟舎 を Ｑ Ｍ ｾ すも の と見ていい 。

楽落計 霊 Ｑ ＼ＺＺ 泊 って 、 との ｢ｩｩ 始的 ｊＱ 搬に全く同化し ＺＺ ｦｩｾ し 、 ｊｩ つ 芯 ｉｾ ｬ 計置 が 完全 ｬ とそ の 技術を

登輝しれ}たのであ った。数 |仕 紀の推移に依って生じた谷及び斜面IC依る土地の極端な不小

tlI. liJ.!f，'f 11こ草阪の上部に於いては Wi epki ng 教授のJ主i:¥l l技術IC依って、約1000001 0) 米 の

土壌が運搬をされ Ｇ Ｑ ＧＺ か ｋ 均 された 。 そして草原 の ｊ ［ ｾ Ｇ ｊｉｾ Ｑ の ｪ［ｴ 視 を 印象的な もの とした の で あ

った。生長した樹木 、ＡＧｊ ｪ Ｚｬｾゃ 、 糊 の 一部が住宅建築 の 基礎構築にお って 、 ｩ ｌｴ￺ｾ ｾ く 他 へ移

植されたが、多部分の樹木は全くそのまま保存されたのであった。

11 建 築 計 書

j1f‘び配世凶 をi J 11l げ之vC ｾｊ をやるな ら ばと の 大地域 ｬ 乙配世された ｼ てな る 必築 物 ＧＮ ［Ｑ 主次の りに

h る。 ( Fig. 1)  
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1. 事務及麿接所 5. 司 令 部 9. 機 械 室

2.  H indenbur g 館 6.  屋内水泳場 10. 給 水 場

3. 陵 壁 7. 各園選手食堂 11. 住 宅〈平家建〉

4.  サＧクナＨｾイラ ｙ ド選手Ｉ
の匁め入浴場

8. 韓 育 館 12. 住 宅( 二階建〉

1 . 事務 及 鹿 接 所 ( Fi g.  2， 3， 4)  

ベソレリンから才リムピック村の入口に達した遠来の客人は先ヂーとの建物で案内を乞 lまね

ばならゑぃ。乗り捨てた自動車は合理的主主動線を議くパー キンクi ' C . 依って交叉するとと友

〈スムース K 閤道に沿って蹄林すると 之が出来る。との建物はゆる やか君主国弧型の平面を

持つ平家建で 、中央入口 の向って左翼I ' C. lri 税閥、荷物室、郵使局 、電信電話室、銀行、スポー ツ

案内所、商庖等、右翼の1) ーには高岡各代表委員事務室、及選手面合所、食堂等が配置され

て居る。との才リムピックホ1・は閉食後陸軍白兵営、街戊病院として利用されるものでとの

建物は兵士面合所としての計ー聾の一端がと A にもすでに伺ひ柑られるのである。

2. Hi ndenbur g 館 Fi g. 5ふ

との建物の雨奨の部分はフエシ ン ク¥ 重量場、; . f - ' クシンク'等の練奮のために 月j ひられ

る。中央の集合堂では談前、 ｬ 吹五 Ｑｅ 己 主が聞かれ 、 ｾｲ タ各同選手はととに主たって 、 品 ｩｬ 交的た合

合をもよほすととが出- * る。

3. 陵隻 ( Fi g， 7)  

陸軍の手ｬＧｃＮ ｩ 度った暁は酒壁となるべき建物で 、 倒形の ｌ ｉ ｾ ｉ 耐をもった出倒的意匠の休息月 ｉｲ

である。

4. ザウナ ( Sauna) ( Fi g，8)  

「森の池」の側にフイラ ン ド選手のために特K 作られた木造の蒸気風呂で、との様な郷土

的風習に釘する調乙オリ ン ピック村計葺者の親 切を無腕するととは出ＭＪｾぃ。

5. 司 令 部

閉合後の村の利用 K 劃する潤乙困防軍の明快な意固かととにも現はれて居る 。

6， 屋 内 水 深 場 ( Fi g.  9， 10)  

銭筋コンクリート這の建物 5本のコースを持った。 25m プーノレがとの中1' C. i ! うる。 との

外に薬湯、 7 ツサージ室、蒸気風呂等が用意されて居る。建物の成い窓tii の下三分のーが

電気仕掛K 依って開閉し選手は自 F131r . 外部に通じうるのである。

7. 選 手 食 堂 ( Fi g. 11， 12)  

丘の上部に芝生lζ 面して 、鎖筋 コンクリ ー ト三階建の美しいテラスセン 、タイプ建等が

建てられた。

ｾ園選手は自園 ｋ 於けると同棋の料理を揖耳元するととに依って 、 初めて 、コ ンデイシヨ

ンを整へ、優秀な記録を出すととが出来るといふ多年の経験より 41の異なった料理室が朋

x  5 2  



立され、各閣選手の食堂が之KTI主*t{されて日 る。 食世は清潔で、前而のテ レスを越え て、

迭 し 美 しい村の芝生、森 、建 物 を望む とと がH¥3kる。

8. 樫 育 館 ( F ig. 13， 14)  

20mx 50mの7n前を持 つ餓' 円-iti ボク シング、i市保守; の練予?場である。

9. 住 宅 ( Fi g. 15， 16， 17， 18， 19)  

住宅の号|査に ?i:;って多くの悶J怖に もかかはらや 、 W enner  March， W alt er  Ma' ch等

の辿築家は故大の努) ) を抄j: って 、飴 り1守卯ーでな く質素 な しかも JRJ出rc )1国11ft した建物 を設計ー

した。故l乙建築向悼と してよ りも、むしろ問 閣の樹木と の 向然的調和 l亡重黙 を置いたので

あった。 1939年の夜 、満織のf段、絡 の中1'[. 140戸の住宅が建 ち棚 、!斗陣の森 は美 しく11央え

て、美事主主調和が醸成 された。との住併は配 置に依って、平而の相違した二種の基本的タ

イプ を持 って居る 。Los angel s 大合の時 は一戸二室凹寝床 の 躍ータ イプであったが 、今

度の計書では各椀10- 14室を持った合宿合風のものである 。 A 型 は配置に依って 官;然長手

の中央 よ り入 るもので 中民休息室型 、B 型は側面よ り入るもので 郎 1' -の突首りに休息室 を

配した終端休息室型である。 何れも 中央廊 F 式で雨脇 t乙寝室を配 し、各室lま二個の寝床 、

椅子 テー プJ レ等 を設備 して居る。更 に各棟に は洗面、持活IJ盟、 温 冷シ ャワーが刑意 されて

居る。休息室は 四回の見H市し を良くし 、室内は明快友 意匠になり 、特に壁而に は壁書が高

かれた。壁議聞は全棟合計 300飴 、 ζ の閣の 7 :tJ デ ミー裳術家を動員し製作した もので 、

各棟は名凋乙の 「都市」等 Berl in，K oni sber g， Kassel ， Stutt gart K arl sruke の名前を持

ち、俊哉はその都市の殻展の歴史 、エピソ ー ドをそ ー チフ としたものである。

連 ＭＪ の 各 岡選手 ｋ 主 ｊ して摘乙 の 各者 ｪｬ ￯ Ａｊ の 文化的 、 生産 的 、 ｾＱ ｾ 袈ｎｴ Ｚｩ 的 強 展を理解 せ しめ ん

とす る調乙岡民の絶大 怠る好意か らであらう。

向 とのFREEの外に 、各棟11¥入口に は漆喰レリー フ1i( って、表象的な記慌が京誼されて居

る。

111 オリムビヴウ村計壷芯その計量思想

『調乙岡防"](lti Hitler 綿向iの命令に従って、オリムピック 村建設の任務を 引受け 、之が

完成 に正lモ給見の努 J) を掛ったのであ った。然 して、それと同等の熱意を もって 、同防 軍

は Ｂｉ Ｈ に教育 さ れた る接 筑 こ の 作法と Ｑｩｾ 立 と をもって 、 ｪ 主ｾＪ の Ｗｾ 同選手 の 饗 膝 と保 護とに 知 っ

たのであ った。 才リピム ツ ク 村 の 思想 、は運 ｾ ｪ ｊｩＧ 競 技 の 粘 ｦ ｪｪ ｩ ｬｪｬ と 高き 人間的思想 の 未仕 ｋ 杭 い

て、各岡民が親 善 せ ん とする もので 、之 とそ i ビIC他 K なき特異の ものであ らう o {::L意淡

く保護 された 、 ζ の オリムピック 村の平和 が若 き各間選手遣に 、戦場に於け る活動 を離

れ 、台互に 思想 を交換 し、然して 、才リムピッ ク競技の民の高き 意義 を認識せしめるに役

立たんと とを期 す。 との重要注 る目的を もって、我図l坊軍は全力 を悲 した 、そして組織的

技術的要求 を充分満足させ更にオ リムピッ ク村 に 塾 術的、 文化的形態を奥へると とに 特
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に優れた仕事をしたのであった。願くば1萄乙の岡民が 、調乙の風物 が 、そして潤乙の 塾術

がとの闘を訪れた遠来の各人の民賓友 、そして永久友五官官を獲得せんと とを祈 るJ 以_1--.

は園l坊大臣 Bl om berg の言葉である。 之によって 、 才リムピック 村 計量κ 於ける計量主主

張 の基本的命題が理解されるであらう。運動競技を通じて文化交換 の使命を遂行し、そし

て、その閣の民の文化、経 泊、墾Wi 的特異性の認識が谷間人の脳裡K 浸潤する時K とそ 、

更にその図の建築家がそ の閣の特異 K して 、明快に建築的主張をもって 、 オリムピック来

落計章に古る時に於いてとそ 、正に才リピック招致の意義も ;があるであらう。

( ZentraltヲIat t der  B anderw al tung， B auwelt 誌 より〉
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a

F

J

の

ピヤ ードはSt. 孔10ri tz

1932 i : f三には Lake Pト

aci d だった。今 年 2 月 6 11 から同16 日にかけて Garmi sch- Part enki rchen で行はれた冬

季才リムピック競技は| 出始以来第 5 凶目でるる。此の競技場の運動及び、建築施設の鴻に組

織された建設委員舎は委員長 VC Mi i nchen の Ri tter von Hal t 博士が ，副 委 員 長 に は le

f Ort 児 毘が任命され、

aζ 

- A  

込

，- . - 司君 ι  

ヤーーイ 『

同 1.A誌 dbgE  

向 Garmi sch- Part en-

ki rcnen の市長 Sche-

ck 氏 が大い K 霊 力さ

れて居る。建造物に封

しては才リムピック建

話ー造物委員舎があり合長

は Munc henの地 方 建

築課長 Br uckl mei er氏

が 、 才リムピック建設
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所長には工墜士 Dur r 氏が首って Ji!i る。

オリムビヴクスケート競技場

此れはアイ スホッ ク-ffi . びフィギユ T ー スナ ー テンク' KJIJ ひられる。 G armi sch Pat en- i  

ｫｩｲ｣ｨ･ｮ の陪 ｬ 国部 ｋ は 多くの湖水があり杭 ｾ ｉ Ｚｔ Ri eszer ｭｬｾｪ ーは 良好な氷だ が天 候 の影 響 を

皆無にする 1，'$ ｾｌ 此 の 人工競技 場が設置される事になった。

人 工競技場の肢さはアイ ス ホッ ク ー の 間際競技 ｊ ［ ｊ｢￫ｉｌ ＺｊＮ ｾ き ＳＰｭ x 60 m で長さ 6 0 mの メ

イン久タン ドの下K 衣服'f貢室、夏衣室、 シャワ 一室、浴室、協議室等がある。 此の雨裂に

切符 賞場 、南側 ｬ 乞撮影宝東側 ｉｊｋ 機械室が あ る。リ ンクの ｽ［ｾ ｊ 回部は全部立見川［ で全 ｬｊｘ溶 ｩ ｩｴ は

10000人で ある。

機織 室 。 ｋｯｮ､･ｮｳ｡ｲ を持った Ｒ 去 のア ムモニア 歴 ｾ｜ｦｬ 機は ＲＴＰＰＰＰｫ｣｡ｊＯ｣ｨ の能 力 を 持ち

蒸殻管から カJ レシクム胞が l質問 し此れが SchJ euder pump で王導 f仰 と送られJJ; 品から全

長 2 0 k mK 速する車IH管に分散される 。
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寸
守
一

A

主

↓

↑

お

よ

冷 却 床。所謂間接冷却法が採用され制架を均

して その上に 12c m/ k z の T her mosit h ｾＡ放い

て地 中からの熱を遮滋rr する。 ラたに 2 居 の アスフ

アノレト J レー フインク‘ を してから厚さ 6 c m vc 調

合 陥1: 6のモルタ J レ居を打 つ。最後に 7.5c m の

Tr i cosal 混 和 酬を 入れた調合比 1:4のモノレタ ノレ

を打ち上面から 3cm の所に気 惜配給管を 布く

平 均30
0

冷却されると此の混躍土版の上vc Ｑ ， Ｕ ｾ＠

.Jaf/dbefon 1.斗 mit Tricosa/-ZlIsafz 

Sandbefon 1:6 

Z.Lagen Oacllpappe 

冷却床の断面水面 11 リy c の長溢方向 lこ13cm

の高差1. f . 有する舟・な雲融の天気の日 11融水11 3 c m の氷居 が出来る。 機 械及 び リ ン ク の 設計

流され新らい、のが形成 され る

hard Pabst  t:Qi:士 lとイ衣

る。木造建物は Gar -

mischの建築家 Ha nns

Ost l er 氏。

オリムピツウ

スキー競技場

Gar mi s c h VC は前か

らK ochel ber g の 大 跳

躍シャ ンツェと Gud-

i berg の 第 2 シャ ンツ

エと があった。 K och-

el berg は地盤が 風化 し

やすいOl schi ef el だっ

たので 地盤も 雲 質保 件

も良好な G udiberg を

選 び茜シャンツエを改

造 し共の近くに大オリ

ンピヤシ ャ ンツェを築

造 した。

小才リ ムピヤ ー シヤ

ンツェは 以前か らのを

有 名 た O slo (ノ J レク

及び工事l i ¥' f ' l 芽は B erl i n-charl ott enbur g のRi c-

左小 、右大オリムヒヤシャンツエ

一二_ . 、、守. Ｎ・ ｾｾ ，Ｇ 二

- ー ・ ← 一 一 日 一

一.

烏Ｂｾ， Ｎ 回Ｎ左雨シ ャンツエ 右観客 λ タンド 中央にオリムピヤハウス
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o  f  f() 却 J O 咽 50"，

』品圃. . . . . . . . . .  率直企- 企= - '

ノj 、すP ムヒヤジヤジツエ

断面園

大オリムピヤジヤ y

ツエ断面園。

跳 躍 者 11短時間に高

差約 115mを経過 しそ

の際の落差1142mであ

る。 25m/5 の速度及

び80111の跳躍距離にまき

す ろ 遁 活 な 測 定 が

要ろ。大シヤ y ツエ

の80mのffr に 臨 界 黙

く ｫｲｪｴｩ ｾ｣ ｨ･ｲ punkt ) が

あろ 。まrr くの如き跳躍

に際して 11着陸の際の

ショックが可成 りであ

る。 i:' が着陸路11現在

の規則に従って此の駄

から 15.11 のffr迄同じ傾

斜た持って居ろか ら跳

躍右がそれ以上のショ

ック iこ耐へれ 11."万0111 以

上の 跳臨も可能 であ

る。 此の引の先11退場

路の惣曲 し1: 傾斜が始

まる。 今迄此のシ ャ

ンツェで 出1: 最高レ コ

ー ド11 ノノレウエーの

S 凸rensenが出 し1: 84111

である。

エー) の Hol menkol l en シャンツエ K 倣 って改造した。 JJ)} 走路と著|堕面fC土工事を行ひJJ)}

走路には特に木造桟橋 を架け た。 JJ)J 走 路の勾配は 18
0

で 11 Ｂ 蛮黙 と退 場路の正 ［ｪ Ｑ ｾＧＺ 91. 30m跳

躍 落差25m位で 50m の跳 躍が出 来 る 。 夜間使用に到して跳躍者が11主IUfi を感じない様友照

明がしである 。

新 進の大才 リム ピヤシャンツエには特殊跳躍K J- IJひられ るI持! 係上高 さ 43m の助走櫓を

建設した。 tAa憎の階段 を井 って /:1:¥殻黙に達する。 日)J 走距潟!t は 70 m位 で約 35
0

の傾斜を持

って居る。

親 客 席。坐席 スタンドと立見スタンドが字国 K 牧められて居る。グ レンテそのものでも

立見出米るから 80000人 位が相富良く見え 全牧容) ) は 100000人位である。メイン スタンド

の其中 K Ol ympi a H aus があ り|ご階は観客 サービ スルー ム、協議 室、更衣室 等1-. 階 l亡は

大テラセがあって、全競技場を 見渡し料る。

跳躍進行係唱が雨シャンツエ の間に あ りすべての重要な場所 主電話で連絡して居る。此

蕗に 電 光数字が ｴｉｾ て跳躍者 の番披 と跳躍距 離が護表さ ｨ る。 小シ ャンツエの近くの高さ

30mの鍛曜に才リムピック聖火が大合 開始と共 l亡勲ぜられ開合中燃え紋ける。燃料はプ ロ

パ ンヵースである。オリムピック スキ ー 競 技場は Ga r misch.  Par t en ki rche n 市長 Scheck

氏 の建案で 、 クインタースポ ー ツ専門家 C. J . L uther 氏 ( Munchen) 及び，. 11'建 築技 師

Al bi nger 氏の一般計 査で建造された。
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オリムビヴク

ボツ? レースコース

J1t の コー スは L ake Pl acid のオリム

ピッ ク; j " ツプコー スの姪験を持 って居る

St. M .  Zent zyt z ki の手 'lCr;. る。 Ri e-

￟ｾｲ＠ See スポー ツクラプが以前から持 っ

て庇た コー スを改良 した ものでヅミ骨量直線

的と 2 つの コー スを約 30m の半径を持

った所謂 バイ エ J レカー プで 連 絡 し て 居

るo ;j， ツプレー スコー スの 築 遣 に つ い

ては先づ遁度が問題 K たる。 1925 年の

閣際半均速度は 50km/ h であ っ た の が

河 k m{ h- になり 今 日では最高 100km/ h

迄上 って居る。 此 の 間 Ｑ Ａ｜ｾ 論棒が 改 良さ

れ、滑走技術 もや っ と準 歩した。その他

b ープの教 と 形 及びその続 き具合が速度 vcl 制f系して米る。 Ga r misch- Part enki rchen の

コー スは特に末時的に考慮さ れ て居 る。 設 計者はグ);特 l乞忠一 プの勾配が樟の自 主的運動を

妨げた い様に設計ーす る事に腐心した。直線 コー スとヵープの間K はパ ラボリツク主主勾配を

持 った過t!主コー スがある。 コー スK は延長 1600m の 14箇所の カー プがある。 /:1-1登黙の高

さ 918，40 m決勝勲の高さ 785，30m でその高差は 134，10m である。 コー スの横断的勾配

は束ねた柴でつけられその_l -.fL Ri eper  See から切 り出 し た大 きさ 28.28.20cm i立の氷

塊 を積んだ。写は様の重さで蓄を形するからいけない。

特 ｋ 大 切 主主 ノ 川エ ｊ レカー プは 太陽 の直射ーを 避け る Ｑｾ 銭Ｇ 同・

を立てて天幕 主張 った。

街樟 と操縦者の錦めに 出登場所 i亡ず ー プJ レを設け終駄

近 くには樟置場が ある。 此の建物は Gar mi sch の 述

築 家 Hans O stler 氏K 依る 。 ス タート ハウ スは以前

の機械小屋 を増築した。翻谷JlNは コー スの各月)rl こIlJ !LX;)Jk 

望の利 く様 Il : 分散した。それでも コー スの一部しか見 る

事が出主kたいから各観客席 にはラクドスピ ー ヵー を設け

て競技者の全過程 をその場所で如1t : j ! 子る様K した。 コー

ス全般 に沿 って立比j市として佼mされる遁を つけた。 斯

くて全部で約 10000人 の観衆が見物H1aとる。競技経過 は

6 5  x  



晶g 紘閣官事S
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連
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』

電話で連絡された各所

の放送J喜から政迭 され

る。

先 l亡述べた松にコー

スが確宜2工事即地盤以:

F K依 るカープや勾配

の鐙化が起らない様に

する事は最も必要な事

であったから此の コー

スは 既1-c 1933年から築

造され初めた。1934'-1三

の1世界選手枇ー大合の経

験で 充分改良 され1935

Ｇ Ｍ Ｑ 三の ｾＹ［ ｨ 主選手 ｦ 龍 太合て・

"f - ツプレースコ ー スと

して充分優秀な事が認

められた。此の時の猫

逸m手 K i l i an の 記録

は 1分 18.7秒だった。

ZentraJ  B Jatt der  Ba uver waJ tung 1936.  6 抄認
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オリムビアク東京招致芝市鷹合問題

( 此の小論を 敢て牛塚東京市長閣下に 呈す)

亀 井 幸 次 郎

。

我 H i 先づ才リムピック大合東京招致成功を喜ぶ者である 、事ぶ者であるが放に 、之れ

が成果に就ても人一倍閥心を持つ諜である。放に身内の者がl世間 へ出て時 をか A ざる事 を

願望する心持でオリムピック大合に就て考へ得るー問題をとらへて i l1長 閣 下 に 苦 言 を 呈

するさた第である。そとで無数に ある問題の内此虞に取り上げたのがrl1m倍、合建築問題で‘ ある。

即 ち "HH硲合の建築を :i mMにするや" と云ふ問題を四年後の才 リムピッ クを迎 へるべき緊

急事として論及し 、i l] "長閣下の猛省、を促すと同時に識者への注意に訴へたのである。

一般lて東京市民と 大阪Tli 民との気質の上K 於ける差違Ir.t 、何事に よらヂ善悪の別な 〈束

京人は議論倒れで賀行K 乏しいが、大阪人は貴行が主で、賀行 し得友い如何な る名論( 又

は迷論と雌も共凪に何等の11
1

l値を認め友いと事ふのが大阪堅気である。 即ち賓待 してとそ

初めて ｾｴｾｶ｣ その具鰭的事物をとらへて償値判断をなし得る事が出来るので、束京人の 如

く名論の陳列によって自己の存在慣値を高めんとする ととに 念で 目前の緊念事の貫行を防

害する棋士Eととは決してし危いのである。であるから 、一 口K 大阪と東京との気質の差異

を言って仕舞ふ左らば川大阪の貫行東京の名論" と云ふ様に なりはしゑいかとも思ふ。

以-上k の如 き気質の相 j注主と云ふ事を前提主 して東京市の市! 脂嫌合問題を論ぜん とする のでで、あ

るが、此の I山h

れが時J折斤凶家的民事f友主どの4あうつ7たと度に 1世世肘百論命のj注主意を若惹、いて来7たヒのでaあうる。 即 ち予l J vc か園家

的イグ エン トのある毎に借家住ひの現駅から逃れて帝都K 相臨しい市雌舎を建築して世界

の大吉firli l ' C伍し43る日本の帝都として の面白を完備せんと屡々試みられて米? とととるの 問

題でb る。だが然し出合の建築意匠の善悪Ir.i 別として、市陸、舎の位置又は敷地の問題に附

しては攻治、経憐の中心地たる丸の内附近が最適地であると 云ふ意見が此の問題護生tL- 初

から期せ1 " して一致 して居った島の思想的流れて‘ あった。それは我園の玖府が猫乙の建築

家エンデ及ベク 7 レの雨氏を招牌して園舎議堂を中心とした シグ イクセンタ ーの設計ーをな

さしめた明治初年頃より昭和の今日 、前市長永田秀次郎氏時代に 到るまでの確固不鐙の思

想的背景であった。然るに牛塚市長の時代に到るや常識では到底考へられ友い位置に新し

い市)J( t ¥舎を持って行く案が健出 されたのでるった。而もそ の案K 封 し建築接合、子Il '玖調査

合及輿論を代表する -vtE新聞等の反主J があったに拘ら十 それ を押し切 って i l1長は此の案を

6 7  x  
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市合K 提' y1し市147を通過せしめたのである 。之l正恐らくは牛塚市長調特危: 全力たよる了解

運動が効を奏したのであるまいか。と云ふのは IIj :; 日まで此の問題の弱め 、市長の椅子の投

ｎｾ が今日が明日かと 、 期 待二されて居った程市合と市長との当分立が 切泊した朕態であったに

も拘らや 、 一夜K して殿風が!'Wi lrc それるの現象を旦し、 市舎の軟化が翌日の新聞を賑[ま

した事は 、500 高東京市民の悉知して居る事貫で あった。此の忠はざる結果を見た市民の

di 舎に針する不信任には物凄きものがあった。 そして 、dl一合議員の行動K 封し漸く疑惑の

目を iよぐ様に友り 。同時に rb玖K 開心を持つ諸惇| 憾の断起を促したのであった。先づけ1 攻

調査舎の市議揮イヒ蓮動と 11乎肱して建築謬千? と共同戦線を張り月島反封運動を起したのであ

る。或は又京橋及探川院の雨| 高長を除いた束 :j 叶 i 全|高長の i !J - 鵬合の月島へ新築K 劃する反

艶h運動も時を同じくして起ったのであった o '11: 円の新聞は之等7支封運動の記事に就いてむ

しろ同情的態度を持続して共の Fl の紙雨を i援すと云った朕態で 、一時は買に暗々草々 ?とる

ものがあった。

。

顧みれば昭和六年、今よりあしかけ五年椛前の冬、調度永rw，n' 長の頃、漸々市臨合問題

も長年の懸案でi li合も此の問題を何んとか晶置せねばたらないと 云 ふ気蓮にたって主Jをた

時、 Tli 攻調査合内に事務所を置いて府た我閤唯一の者liil i美協合では、左記の如き 3 保 l J'1決

定し 、之れが回答を名氏. ! l Hc 有力者に求めたのでるる。即ち、

1. 最近の都市建築の傾向 K 就てー希望と感想並に都市美精進のん法。

2. 東京市民生活より見たる束京市融合の要望に就て 。

3. 右の位置敷地K 就て 。

以上の官条件 ｋ 封して ＴＳ 通の回答を得たのである 。 今 ｊｬｴ の Ｔ ｾ 過のい ｬ 答の第 Ｓｭ のみ分矧し

て見ると そ欠の如きもので あった。

1. 大手前附近並K 憲兵隊跡 10. 

2. 日広谷公開内 6.  

3.  丸ノ内附近、東京騨附近叉は丸ピ J レ前 6.  

4.  只輩 I Cf nのシグイクセ ンターを要望するもの 5.  

5. 現府殿合( 現rli 役所の借りてゐる之とろ) 3.  

6. 大手前印刷局、中央合議所、農林省、のあるー l到の地帯 2. 

7. 現在の位置に接近したととろ 2. 

8. 現存貴衆雨議院のあるととろ 1. 

Y. 有楽情 在留治橋の間 1. 

10.  位置を示し得ざる者 9.  

合 計 45.  

備考 回答盟主431こ謝して分類敏の合計4S さめるは一人 lこて候補地たニク 所暴げてi 3 fH: ものめ

ろが湾めなり。
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‘ ht 2  国

ｩｬｪ 脱会 ｩｬｬ 築 ｾｺｊ 由さ して以げられ ｴ Ｚ 候補 地

1. 芯兵隊本日1:

2. 1，1] 内務省及琴t k磁え乎 111fl'. 付近

3  大子・ I UH付近印刷局 、農林省、令計検登院

ｾＮ＠ ) L /  Î J 附近、九 ピル市i空j也

5.  ｾｩ Ｉ ［ ｴ 堺さその ＱＺ 付近

6. 呪 ｾｦ ｊｩ ｴ が ｦ 脱毛見 ｽ ［ ｾ 市役所

7. 鍛治摘 、:{ g 粍梼 1mの敷地

8. 11比 谷公悶

9  そJ1.1'i:袋持J議 院

x  7 0  



以上の分類に より考察 す る友らば位置 を示さざるものを除いた全館即ち綿教の80910が-di

の中央部一一攻治、経惜の中心地 一ー を要望して肘る事が明K されたのである。叉f佼玄置を

示e し併ざる手者千は言識5家や文士等の如き月峨i躍主業の人 が大. 部分て

芭いて居る開f係系上明言 3左おとυi泣陛けたので あつ?たζ 。

都 r!J- 美協合では以_f-.の結果で力を得、 |、吉E: I ' C示す校た建議司令を提出したのである。

'diJ ID重合建築に開する建議手::

( 令長名た以って永田市長へ提出ぜるもの〕

1  市 廠舎建築ハ迅速= 資現セ ラレ 9 キ幕。

2  市艇、舎ノ、 j L ノ内方面 ヲ遁笛ト認、Iム

夏ニ憲兵隊司令部跡 ヲ以 テ資規 可 能ニシテ最適ナル毛ノト認ム右敷地ヲ基本トシ テ将来ノ綴築 ヲ考

慮セ ラレ 度キコト。

3  建築設計ノ、懸賞競技= 附セ ラレ度共ノ募集並= 審査方法ノ、従来ノ因習= 捉ノ、レメ最毛合理的= 是

レヲ行ノ、レ皮キ事。

fni ほ以. 1-.の 回答を法って*1と人々 のなかには倉橋ii 禁治郎氏、 長島二郎氏、塚本錆氏、阪

谷芳郎氏、 ド村 ｴｦ 是降 ｩ 氏、 石井 柏 平 氏 ｊ 故千葉組 ｬ ｲＮｦｾ 氏、末肢厳太郎氏、及故柳津保悪氏等の

名氏が居った。

之要、) 打聴会位置の問題 が現牛塚市長の時代I ' C J' IJ るや輿 論や市民の要望を押切って横車

的不合瑚な暴論を押して府 ると云ふ事は上記の事責に徴するも最早論守る飴地のない程、

明かた事刷であった。それK も科j らや、市合を して あた かも牛塚市長の代表序者の如く軟弱

君主ものとなし、或は百鬼夜行の利擁亡者の集閣と化し、常に正論者の敗北の如き朕態にし

て仕舞ったのはニユヨークの市合がタ 7 ニ一一波K 悲された如く 、東洋のタマニーが市合

ｉＧｃｾを喰って居るととを意味するも のでな くてなんで あらう。 而し て此の横東 押 の結 果取

合問題は依然として中ぶらりんとして居て 、その迷惑を被って居るのは 只曜に 500 寓1打民

だけで危 く全閤民があらゆる意味に於て迷惑 を被って居る課なのである。 何故なれば東京

市は砂くとも帝都で ある。帝都である が故に全開民の協力 K よって帝都があの震災の痛手

を被った中から以前にも増して立波な整然とした都市ーとして復興した課なのだ。であるか

ら砂くとも東京市に閥する| 製り、あらゆる角度から見て全開民の意気が通って居ると之を

忘れてはならない管である。

古文K 市臨舎の建築問題は - ili ←長の利 益や名将心等の錦めに di 合の理断K まかせiii 民の要

求や希望、或は全開民が皇居のゐはします尚二部としての要望や信樹、空手を無視 さしてたく

誇けには行かないのである。

。

有史以来の都市計葺事業 として| 片界の都市計重史へ輝しいー頁を残した彼の帝都復興事

業も東京市民の 力で完成したのだなんて 、錯覚K 落入って居る束京市民は一人 もない代ーで

7 1  x  



ある c 即ち闘の援助と全問民の向↑ 市と協力によって宜現した事は周知の事費 である 。

此の事質を基礎とし、成は過去K 於て東京市が貰行せんとして賞行出来なかった多くの

公益事業等が只躍に調査費倒れ 11こ終 った数多 くの事賞1'[ 鑑み 、四年後に賀行せねば友らぬ

東京才リム ピック六千? に l J し左の如 き見解を有する のである。 即 ち斯如 き園家的イ グエン

ト は問 Ｒ 誌が Ｔ ゴ ー ｾｬ と なって之れを行はざれば 、 東京市や間育協合等のょくする と とろでない

事は火を見るよ り明かなととで ある。初論理論的K は東京市が招致する のだから東京市が

やるのは 常然であ る と 云ふ事になる ｋ は相 違友い が 、 京ｾｾ市が ａ 支援此の事主一［の執行者 ｬ 亡な

り川ない のは 身から /I¥k . 錨として諦めた方が利口 だ と忠ふ。然らば東京市として問年後の

才リム ピック l亡備 へる嬬めI ' C " 如何 なる事業が妓されて居か" と 云ふ事が必然的に考 へら

れる諜である。

皇紀二千六 百年を姐! へ、之を1切と して行はれる高岡博 l詑合も 勿論東京rli として 重大な 問

題である には相違友い。然し再開博白合I' I依然として高図博官舎で多少の開I併はある I亡せ

よ才リムピッ クでは友い。けれども lltb註に取り 上げた問題は雨方に閥係のあるのは勿論で

あるが止 ｕｅ では色 ｾ Ｇ ｲＨ 卜‘オリムピッ クプロパ ー の 問 題のーっ として此 の 市 聴会 問題を 考へた

のである。

イII} 桂、同の}) と会同氏の1"61)}) を以ってすれば十数高人を牧容 し作るスタヂ アムも或は敢

711人のNcJ mを持つ競泳場 も或は数千人 の外同選手を迎へ得るオ リムピック村も建設す る事

は宗易に可能であると定!伐 される のである。 放に此の際束ボ市としては 、復興された静香[)

k 肱 しい rli JIW合の建築が p日午後のオリムピック K 備へ作る緊急 たる問題として取上げ る事

が肢も 賢明たん策 でるると ｾ ｴ Ｚｪ 長するのである。

名宅 ｾＧｌ Ｇ ｉＧｃかけては人 Ｍ ＮＱｩｾ 心 臓の 強 い牛塚 市 長が 、あの古いＢ 借家住ひ げの府Ｉ廃合 の建物

ｋ 於 て 、 名 園選手を迎へ ｉｾｾ ｽ ｪｾ リ Ｑ ーの 鍵」 を放す 、 い主も厳粛 Ｑｴ る観遡セプシヨンを行ふと

とを 、想像しただけで も愉快な事でたEいK 相逮泣い。 ましてや皇紀二千パ百年の肉間博恒

子?に 備 へる 1; t めにも企く緊念友問題として考へ得るのである。

だが 然し此 屍で 問 題になるのは市長がはたして 心か ら Ｇｉ ｾ 任者 ｛Ｉ ｪ たる東京 市を愛して居る であ

らうか と云ふ事である。そして叉此のil i 長の愛都市の強 弱はただちに 此の市臨舎問題K 多

大 な影特を奥へ るものであると左 I' I 察易 l亡想像 が付くのである。

判事にも 、面 白問題にとだはって重要友緊念事を賀行せ ざる 束京市民堅気を此の際 ヤく

清算して干(i 者[) t-c: る束京i l1 を愛するべく 過去の不合理 を改 める事が此の輝かしい才リムピッ

クえ合を迎へるにあたり 1: 1-ー塚市 長の最も 賢名方策の一つではなからろか。

'i' 塚市長閣下よ! ! !

メトからでも遅くない。全 ＱＱ 本閤民の Ｑｾ めに我閣の情昔日たる東京市が数千にあまる各岡代

表選手 を迎へ るに[ 悠しい新市取合を帝都の中心地帯に建築し歴代市長のみたらすコ 500南 東

京 Ib民の要望を貫現して欲しいも のである。 そして蹄しい皇紀二千六百年 左躍進日本の術

者[) を外閣に示し持た名市長の 名 を永久に 、市臨建築の基礎の上K 印せ しめられん事を熱望

して此の稿を終る。( 盲.文多謝〉
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i
l'- の岡際オリムピックの開催地、即ち 1ft 界横断的大祝典の第12回目の中 心が東京に

決定された事は、全 ｦＭ ｉ 本間民と共 ｴ 亡 、 民ｩＧｌｾヰびに控え友い。次回才 リ ムヒ・ツクは恰かも皇

紀2. 600
I
p. I' l : 常って居り 、とれを機に我 l二l 本の文化を大いに世界K 護協するべく、既K 再開

博腎台、及び日本文化高園大合、日本ペン倶楽部合議ーーとれは世界各岡の文化の代表者、

例へば 、英岡ペン{ 具梨部合長 H. G. ワヱ J レス 、例ヌ; 豪 アンドレ ・ジイ ド、印度の哲人タ ゴー

- ) レ翁 、調逸の哲取者フツサ ー J レ等250自余名a : 我岡の一堂に曾し 、東西文化の揮然たる融

和が計られるものである。ーーの開催が決定されて居る主問いて居るが、備との外K 種々

の文イヒ施設の計費: が、と の 4 ナ年聞をN哨 1期として、進展して行くであらう。

.}lU¥: 阪di は、直接 l亡l土次同才リム ピックゲームの開催地K 常つては居友いが、ととの 4

Ｂ Ｑ ミ後 の間際的品 ｩｊｬＭＡＡ 札 を臼棋としてや ｪ を Ｑｾ すべきであらうか。先宇品ーに考へられる事は諸種

の運動施設であらうが、とオL"fj の問題については他の多くの論文で取り上けe られる事左忠

よるから 、と L には重要でありながら I市も比較的等閑に附され易いんー而を見て行く事にしゃ

う。

I 都 市 美 の 整 容

間際 ｆｉＧｾ 耐典への 、 ｩｩＺｪ 外よりの β 反省Ｚ を 迎へるに際して、現ヂｬＧ の 我大阪 ｲ ｬ ｩ の美間を更 に整へ

ると云ふ事は文明者11rhーとしての作法であらう。 とれについて具際的危事項の二 、三 を事げ

*Lば

a. 大阪Ili 支障Mの完成

現イ1' 1 : 事中の大1&騨が1910_{ F-迄K 竣工さるべきは夏めて 言ふ迄も友いであらうが、更

に騨l' 付近一帯の科路 、建築物 、交通施設等もとれと卒行して建設を促進しなければな

らない。

b. 御常筋の完成

総地帯、地 1'. 織を含 む24間 巾の御堂筋は現在大阪市 の代表道路 として偉容を保って居

るが、更に望み得べ〈ば、そ の雨側の建築物も 1640年迄に整へたいものである。

c. =; 定観地I高内の電杭の取り除き電柱 と電線は我園都市特有の都市i I i l l l の一つであるが 、

乙れは中之島一帯の美観地匡内だけでも取り除くべきであらう。

7 3  x  



d. rr. 長作物、宥板等の取締り

e. L-: 要交叉黙I ' C}jぞける耕輔明の建設

f. 街頭時計の増設

宅{ が考へられる。

II 中之島中央公曾堂の改築

「才 一デイトリアムは都市の文化 を代表するものである」。と云はれて居るが、現有の中

之島中央会合堂は新らじい大|援の文化を容れるには飴り K75 い草設であり 、叉現仰ーの才一

デイ トワアム建築計霊感の水準から見れば共の機能上: l ，i I : '，' イ変J-i J I ' C堪えたEいものと断じても

敢て過言 ではあるまぃ。最近数年1mの中央公合堂の使 fl JIFI敬 、種口の賞際l引放しでも l切ら

かなる 如く、 現在の大阪市 は中 央公合堂 と云ふ 「名」だけ持って府ながら 、その 「宜」は

持ち得て居友い y状態て・ある。

- * るぺき tfl12問問者11才リム ピックはP(E I ' C スポーツのみでたく、: a : 1 ' C 懇術文化の肢がLI'C沙

って間際競技が行はれ、数j明K 分かたれて華芸術週間が催されるであらうが、との2.600年の

文化事:業を機K 大阪市は民に優れた才 一デイトリアムの建設をなすべきではたいであらう

か。

隣都、前l'戸市は2.600ir三を目 指 して 、工費五百高困を投じて孜凶最初行法Jにの公合.. ，t の建設

を完全、いで居る。

若し 、我大阪市が2.600年κ 際しでも現イEの中之島 中央公合蛍以上のものを持ちねないと

すれば、tit 然大阪rli I ' C 於て開催さるべき 2.600年の榔やかしい文化事業も 、たピ大阪i li VC通

話危オー デイト リアムが存夜しないと云ふ町出のみで 、その 中心 を市IJ '戸i IT  I'C ｾＺｴされたけれ

ばたらえにく成りは しないかピ憂慮される。

大阪市は 、 今 、 民の意味の市民の拐の 「 文化と 休 息の殿堂 」 のｾ設の機 ｋ 臨んで居ると

云ふ事を とミｾｲＮｦｬ千び繰返してゐき 良 い。ＨＱ ＱＮ ＹＮ ＱＱ ・〉

欠 74



オ リ L 、
ヒ ;ソ ク 'f_ 大 阪

一一ーを の 2 一一一

本 回 正 道

1  何をなすべきか

1930年、或は ljL紀2 ω0年なる一つの時間的慨念が還に我々建築家iても種々 の大き な閥心

を要求する事になった。即ち rll すまでもなく東京才リンピアードの競技場設備、之!' C閥係

ある各種の必要な施設、或は皇紀2600年の記念事攻守r が、殆ど何れも建築的友施設をf*ふ

ものであり 、従って建築物の建設と友 って問民の前に あらはれ、世界の目に |快やる事が多

いために 、必要な施設を如何J f ' C設計ー々 重し、記念事業 として何を計聾するのが適切である

かは 、建築家にも提供 されてゐる問題である。そして今、j官接のオリンピック主催地でな

い大阪の我 々市民 K は「如何lてなすべきや」の問題よりも先づ 「何 をなすべきや」の問題

が提! 刊 されてゐるやうに 思はれる。

2 市 民 の 殿 堂

現イ1・大 阪di f ' C 於ける記念事:京案 としてR舎に上ってゐるものには運動競技場、公合堂 、開

育館、精岡市[Iili l叶; がある o ｻｮｦｾしもそれ柏市 の意義を持ち 、賀 行 ｋ 手頃であり 、 叉そろひも

そろってi li 民の殿常として恭やかな連想の中に見せ物としての償値を持つ。常識的に考へ

ると 、どうもその中の一つ成は二つが賀行されそうな気がする。しかし、二百高市民が何

を希空 し、叉は 1) 主守'; !'C{nf が必要で・あるかを知る事は '各易ではない。そとで近践者は御苦労-

lこもその| 浪られた鵡好からみ: のやろな恐案を恕 /+¥し度くなる。

5  生活二重奏の夢

所謂ラッシユ・ アワーと稿する時刻]I'C、ffh も杓子一つの)} 向 めがけて殺到するざまを見

ると 、何と友く jメ抗心が起って* る。都合の寄生虫ども がわざわ ざ同じ時柔IJ f ' C同じ時間だ

け働きに向かけゃうとするから都合はいやがJ- .l ' Cも雑時し、いやが上にも彰張する と、綿

括的K 査と夜と二交代で働 く制度習慣をつく ったら 、あらゆる 黙に於て大節減を符 、而 も

能率の増加すると 云ふ事に なる。交通機閥 、 ピJ レディング、共他あらゆるもの皆査夜プツ

通 しで使川される のだか ら、同 じ機能を護部するのには施設は半分で・すむ。或は朝夕のひ

といj 十交通が切 !Iミされ 、どとへ行ってもゆったりとしてくる。誠 K 有効な計重である。し

かし之は都合の被限迫階級たる狐や杓子の夢であって、未だ如何なる大潟玖者も此様な統

7 5  x  



告IJ 法を案内 し? とと聞いた事は友い。只現代の物質文明の程度に於ては 、既に之位な事は可

能であ 'ると .7;.ふK 止まる空想である。

けれども 此の主 行はタj 論現杭|随所に局部に賀行 され てゐる事であって 、次 l亡述べる 「何

をなすべきかの私案一例 も叉此の +:白 から 1-1
1

，費 したもの K 過 ぎない。

4  小型校のスポーツクラ? 化

思ふに各種の施設中小翠校程市民主 PFJ接友開係のあるものは他にその例が少い。現代に

於ける 小事校の地{ 立は f:t 時の教合又はゐ寺以上.VC1高民の親しみを持ち|高の 中心 をたし 、敬

化、 慌育 、 慰Ｚ炎 、 場合 ｬ 亡よっては避難の場所在友る事が ＱＱ｜ β ｾ る。 現イ ＱＺＲＵＰｦ ｃＮ徐る大 阪 ｔｬｩＢ ＺＧ＾

小壊校が此様な地位を持ち 、此様な設備を持つ事が出来た 友らばTli 民の幸福は少なく。 而

も最も公平l亡恩悪享受111来ると思はれる 。

特f [ _ /J、製校は年少者のための施設であるがために比較ぷj 佼川時間が少ないから 、放巣 後

l!X: は夜間にもっ と有効に利用し度く友る。タJ;沿現イ1:で、も青年製校. ! : ! たは青年聞の集合等に盛

K 小E将校が利用 されてはゐるが、更に進んて・小謬校を国民の教育所て・あり 、集合所であ り、

スポーツ・クラブであるやろ K 積ね的に 計費: したならば 、その利川↑ 賃値は如何に増 大 し、

Ｇ ＧＧＱ 民 の ｪ ｾ Ａ ｾ 康 ｉ てまをし 、，， ［ Ｎ 民の ｦｦｩ ￰Ｎｩ利を増大するか分らぬ ｯ .E! fl ち先づ司令械的には 、開放すべき 各

部分を有効に利川上I¥d芝、且つ完全に| 高剖 ;1¥* る如く計委 し、川 入l亡到する取締 、更衣設備 、

運動器具の設置等は大f l { ' J :スポーツ ・クラプf [ _ ii空中るもの とする。叉通常の間隔に校外女子-

ｾｚｦ ｉ ｊ の辱材交を選定し て、之には女 子 に必要 注設 備をする 。叉 既に考慮されつ ｌ ある小感校

11[.プール設置の案を更に一歩準め て、全小真喜較に更衣、i手水等の設備をもった水泳プー J レ

を設置して開放する事がrP，来るた らば、運動の他に防火、防ガス等の二r要主主役割を iJ 買デる

事か11¥31毛る。

)11: 丁のn豊柏山上が叫ばれ てゐる秋 、ーク三ドクの隣育館や競技場よ りも如何桂有効適切な

施設で あるかう:nれないと思はれる が、左をかへ りみ 、右をかへりみ 、文部省の規l ! J J等 に思

を至らす と、地を離れ て空想の彼) ;"1亡飛び去らう として ゐる。誠にはか吉区き考案ではある。

x  7 6  
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山中 観 光 ホ ヲ・ J&， ，1  1安 tt . 施 工 ・ * 林 組 1 x  



背面より見たる中央部外観

玄 関

x  2. “ 山 中 観 光 ホ ‘-T  J レH I主 計 ・ 施 工 ・ 犬 林 組



“ 山 中 観 光 ホ テ ル " 設 計 ・結 エ ・ 大 林 組 3 x  



大 慶 間

ダ シ ス ホ ー J L.

地 下 第 4 階

白

地 下 第 3 階

X 4 “ 山 中 観 光 ホ す
ル " 設計. ! f f i ヱ・大林組



南 館 地 上 2 階

展 望 粂 娯 巣 室

待
. 6.  

'" 

F ・『

主主

地 下 1 陪

山中 観 光 ホ -

7

 

J レ" 設 計 ・ 結 ヱ ・ 大 林 組 5 x  



南 館 1 階 平 面 園

x  6 “ 山 中 観 光 ホ 7  

，、

社
ヲセ

..x.. 

』レ" 留 針 ・ 縫 ヱ ・ 大 株 組

室



和 風 客 室 の ー 郵

和 風 容 室 の 一 部

司

ι

E

A
四

ノ

.t 

北 館 1 階 平 面 闘

山中 観 光 ホ

.. 
7  J レ" 設 計 ・ 飽 工 ・ 大 林 組 7 x  



寝 室

ターキツシパス付

男 子 大 浴 場

南 館 2 階 平 面 圏

』

x  8 “ 山 中 観 光 ホ

圃

7
J レH 設 計 ・ 3笹 = ・ 大 林 組



男 子 大 浴 場

婦 人 浴 場

北 館 2 陪 平 面 園

山中 観 光 ホ 7  J レ" 設 計 ・ 絡 エ ・ 大 林 組 9 x  



外 観

x  1 0 “ 紳 戸 日 本 ビ ル " 設 計 ・ 路 工 ・ 南 合 名 曾 枇 ・ 監 督 ・ 南 環 太 郎



室 の 一 部 ( 南j羊海運株式曾ffd: '¥ 

1 階 平 面 園

“ 紳 戸 日 本 ピ ル " 設計・錨エ・南会名曾id : ・監督・南噂太郎 1  1  x  



室 の 一 部 ( Wl l kinson CO.)  

2・3・4・5・6 ｾ若手面園

x  1 2 “ 紳 戸 日 本 ビ ル " 設計・結エ・南合名曾祉・監督・南噂太郎



1 陪 平 面 園

“ 西 村 福 ;台 民 邸 " ( 西 宮 市 即 11) 役 計 ・ 石 川 建 築 事 務 所 ・ 結 ヱ ・左雲組 1 3  x  



副 側

玄関ホー) 1 ，. .

x  1 4  “ 西 村 幅 3台 氏 邸，. ( 酉富市即 11) 設計・石川建築事務所・範工・左雲組



接 室

堂 粂 家

娯 巣 室

“ 西 村 踊 ;台 民 邸 " ( 西 宮 市 開11) 設計・石川建築事務所 .112工 ・ 左 雲 組 1 5  x  



供 室

日

勉 5量 室

x  1 6  “ 西 村 幅 治 氏 邸 " ( 酉富市夙)11) 段計・石川建築事務所. .z ・左冨組



機 透 餓 IIIi コングリー ト

外 装 明 ν 黄色の**J ! i .

11'; 面 '1' 央|こ ローマ式の Ij J 庭たか

こ んで市政各ｾＧＪの事務室 、

rli 参事令室並 lこ結熔式場1"，

回目躍す。

タト在日に見る主主 [.';1 Ｇ ｊ の水平線 、 ｩｾｦ

属の同 11: つ1: T h 直線並に外袋の煉

3えの仕上げ方( : t 升 ラング 、 ドイツ

近 く( : t 我凶の毛 ダーン建築 1: 多 く

mU h手 法 。 プ ラン の形 L 問主主で

める。共 l二フ ランス lこわってすこ

ぶる 7 ランスらしくなル、注築の通

例 である。

而J L 内til;( : t 流石にこの建築の所

花地ごその建築家主主の凶給与物語

って舟品。 殊 に 結tfi- 式械の!日1接 照

明のあろ 19J ろや かな ポー J レトさ天

井の繰 ｚ ｅＡ 、 Ａ ｬｾ に小笠 ｬ こ 着ける 侮め

て簡単な照明器具等にー積のフラ

ンλ 的な気嘆さ優美 きた見出ぜる

であらう。

( A d  I; t  J ) ecorati on， :l ， 193G より )

( フランス) Cachan の新市麗曾

外 註足

結 婚 式 場

1 陪 平 面 図

市 参 事 舎 室

建築家 Mal hon， Chol l el 及 Chaus凶 1 7  x  



夜 景

夜 舎 服 部

x  1  8  ( イギリス) Piccadi l l y の雑貨庖

則

一

l 'l' PIC札 札 酬 " "

1 階 平 面 画

臨 高 !

代 表 平 前 回

この建物 (t 正面 (t ロンド y の目抜

き通ヒカ デ イリー l二、背面 (t 裏遜り

のミP ヤミン街 lこ面してゐるのである

が 、こ のヒカ ヂィ リ ー側 Ｈ ｴ 英ｾ 待 有

のポ ート ラy ド石の外袋 lこ、黒色大

理石及金j島板た l 階飾慾廻り l二、繊

細な技法王p 見 てまてゐる。

二の潟民でみても、 E mbert on の

二の頃 (t 、初期 lこ比べて 、技巧 lこっ

」、てい絵程材料の取り扱ひが正確

になっ1: 二さがう かがわれる 。

( Archi t ect ura:t Record， August ， 

1936 より 〉

建鏑家 J Ol epb E皿 bertoD



外 観

炭 坑 al i市 Cov ent ry に坑夫の緬利施設さして

建設され1: ! ，ので、 1890人が使用出来ろ。総主査

は骨骨普及床版が鍛筋コン クリ ー ト造 、梁間及柱

閑 に (:1: 中空煉1 ¥/ " ，充す。 11潜21管各ノヤ に職 工 服 用

更衣室、遜常月E更衣室、浴室等があり、 1 11皆の

端|こは別に2j S- 家の酒保が附属 してゐろ。

( Ar chi t ectul 叫 Revi ew，Augus t， J 936 より 〉

ー.

2 階 卒 商 圏

1 陪 平 面 園

( イギリス) 坑口陀設けられた浴室乗酒保建築家 J . H.  Fo叫

i酉 保



南 側 外 務

3 階 卒 商 圏

6  c  .. 

2 陪 卒 商 圏

x  2 0  ( イギリス) Hampst ead の住宅

居 間 内 部

南s¥1 l の道協から上りごなってゐる傾斜地ら利用して建

てられ . 21管の床面( : t 北側lで(:t 地役面 lこ一致してゐる 。

I  1管(. t 車庫 、媛房機関室、倉庫 、2 1情(:tA' ; l 141. 食堂、

西日路室 、食堂、女中室、物程、 ;1<ー ノレ等 、3 1潜( : t 政室3

側、女中寝室、裁縫室等である 。そし て局室 I 食堂 、疲

室( : t 何れも南面であ る。

機 透( : t 餓筋コ : : /9 リート 透。

( Archi tectl l ral  Revi ew， A lI gll!¥t， 1936 より〉

建築家 E. M.  FrY  
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外 観

GARAGE 

1 隠 平 田 園 2 陪 卒 商 圏

( 7 メリカ ) Cleveland の佳宅

関口 1∞択の所 iこ同型の L の 2戸J l J t んで建てられ1:

ｌ のである。着工前にｻＺｴ遊説 ｔ の人々は、その建物のｾ

に附近の景観が害{ : t れはしないかさ心菌Eし1: ものであ

っ1: が、出来上って見るさ持園 lこ見られる女川、それ

は全く柁憂に過ぎなかっ1: 。

この佐宅の設計が全くよく凶来てゐるさいふこさ

{:t 、1 戸の{ 苦手がイ也の方1e L客用さして借り 1: こさで

も明かであらう。

自動車庫{ : t 煉瓦透。共他{ : t 木造で外壁{ : t 防水紙の上

ｬ こ下見板張、内部ｻＺｴｾ天井共主さしてプラ λ ター仕

上、屋根{ : t 四重のアスフアルト防水の上にパラ ス数、

ポーチの床{ : t カンパスた張り、居間から自動車庫屋上

の露肇へ遜ずる様になって居る。

工費 132∞弗で容積29.09立方択であるから、 l 立方

択2言45セ y トの割合であ る。

( Archi t ect ural  F or um， Augus t ， 1936 より〉

建築家 Hays 及 Si 皿 pson 2  1  x  



客 車 内 部

食 堂 車 内 部

最近銭道の悔り; l fh 、競争相手として、盛んに旅客を吸収しつ

つある自動車、バス、飛行機等に謝して、級、道の IIlt- の釣抗策

{ : t 安い賃銀ご快速カさえp 以て後深な旅行たなきしむるこさに懸

って居る。

= ユ ーヨーク ・セ Y トラノレのデトロイト 、 グリープラ Y ド間

の線 に最近初めて使用され1:超流線型の新式列車「マーキュリ

ー放J { : t 、こうしれ目的で設計包られれ列車中の最尖慌た行く

L のであら う。

この列車 の待徴の l つがその快 スピード にあるこさ{ : t 勿論 で

あるが、それより L その内部設備が大邸宅のそれら凌駕する程

に完備し 1: 郎伝裁量げなげれ 11. " ならぬ。

先づ ｾＱＱ { : t 、この| 浪られ1: 腕さ長ささや持つ1: 客車内が虫lIM

に L! 泣かな感じた持つ伐に工夫されれ駄である。普通の客車

が雨nlil に主主列のある鎚化のない一長い四角い昔ru長であるのに封し

て、これは部屋 に極々 豊島化がwへら れて庇る。例へ 11. ' 、或客車

で{ : t 中央官1; にi酉場か殺げ 、或客車で{ : t 別室谷取ってその幽つ1:

壁面の向ふにま 1:: ま1:' 部屋のあるこさら惣像きぜてゐる。 3亡、

食堂車で{ : t 車内ら 3 つの縫っ 1: 取扱1i 法に依って草壁化た持1: c! 

て居ろ。この扱方{ : t 明 lこそ見代建築の「対一 7・y ・プ ラYJ の手法

る祭んだものである。

照明{ : t 闘の如〈主さして間接照明で、椅子の上ら照し 、室内

ら明くし、 ][1二一部袋飾の役目た果して居る。照明さ合てま用ふ

ろに色彩ら以てし、それら 8肇の客車毎に少しづっ鑓へて行く

こさに依って夏 lこ鑓化や増してゐろ。

新し v' ，餓り伎はれて居ない材料る盛ん に使用し 1: こさ L

「アーキュリー波」の各客車に豪撃な2字国井また奥へるこさ lこ役立

って居る 。 コル夕 、 リノリウム 、コ・ ムタイノレ、曲げられれペニ

ヤ板、スポンヂ、新しい布地、プリズムゲラス 、アルミ= ウム

等がこれである。

ｾｕ 也 、 ｲｬＧ 央の冷水袋置から飲料水が供給ぜられる則 、 各客車

の入口に荷物及外套預室が設げられれ郎、食堂司Eに待合室ら取

っ 1: こさ、喫煙室の設げのあるこ芝、展望車の l有子の到置1Je主主

外の景色か眺めろのに使ならしめ、又1 l ! .1ら添へる tt に速度計f:t>

借 ｴｬｾ すろこさなど、波客の ｦ 瓜利ｻＺｴ非常 に 多い。

こうし ＱＺ 新式の客車がｾ多〈出現するさ、その便利や 享受 Ｑ

1: 多数の族行者{ : t - ? がて自分の住宅の1lJ. 式の設備 lこ疑ら抱く l

至ろであらう。

( A l"chi l' ectut 叫 F Ol ' l t111 ， Augus t， HJ 36 より 〉

叫 一向 円 心 』L  何 回 目 白 日 日 日 日 日 日i'EC :r ｾ＠ j  ' C J  EJ b ナ子-

P 市 1円白回目白日目白島1 ( l r 1  ，i  t" I  

: 1 

口

h 吋 h 孟 長 ゐ 時 世 世J LI ;下品 T4Wt 134 ):; 百二ゥふ il 〉に.: IアIIJ

平 面 園

照 明 装 置 困

)<. 2 2  ( 7  J. リカ 〉 新式列車 「マーキュリー競」 建築家 Henry Dryf uss 



- 都 市 計 蓋 時 報 ・

1 / 線地帯 11 都 市 の 敷 地 計
三主

E 旦

医宣IJ 盤理局 、Resettl ement Admi nistrati on) の新郊外委民合 による計輩l:t今P ワシ Y トンの近郊、

シY シナチー及ミ ルウオキ一等に於て L: 庇施されつ 、わる。

( T he  Amer i can cit y， A lI gust ， 1936.  Si te Pl ans  of  " Greenbeet"  T o¥¥" ns より 〉

区ＱｫＧＱｪｾを王 ｬ ｊＱＮ肪 Ｈ ｒ ･ｳｳ･ｴｴｊ･ｭ･ｮ ｴ Admi ni st r at i on) ではコロンピアナ1'¥ワシントンの近郊、 オ

ハヨ- ; ' 1' ¥のシン シナチー及クイ スココンシンナ1'¥の t ) 1 - クオ牛一等 I'Cli 士て 、l Jrtt抗住 宅の供 給

を目的とした郊外者 ｗ ｬ｜ ｩ を建設しつ ｌ ある。是主 主 Ｚの 者 ｉｓ￯ ↑ ｩ￞ ｩ 仏 ちは ￸ ｊ 論倉 ｬ 払 屈ｾ ｬｉ ｩ Ｎｌ虫 歯 ｉｓ 市 公共

m建 築 ( c ommuni t y bui l di ng) 等を有する完全土E る者IS-I¥i として成 立して居る 。此の卓越 せ

る事貫f;J: 、|孟剖 整 理 J" jがアメ リ)} I ' C 於ける公益1t 宅 玖j在に於て最も掛箸なる貢献をた した

事の一つである。

以上 3 つの計霊 lζ 共通する一般的特徴とぷふのは 、いづれも 都 市 自慌に 、望ましからざる

ｊ 語 版態 の護速 によ って 、 住居地が損傷且 つ も さ 害されて ｱｦ くのを防ぐＱＺｾめに 樹 ｓ Ｍ ｉ｜ ｩ 自慨が森林

や農耕地帯で保護されて居 ると去ふ事である。 M，l命此の性質は止切迫に示す者ISili il -l"査の設計

に強く影響して居る のであるが、然し是等3ti1li bのた1-主及設計ーに於け る些少なる差異 と云ふ

のは 、地 Ｉｪ 的風 土及地形 、 主ＱＡ［築さるべき住宅の〕杉般 、イ ｅ､ｾより存復す る ｩｬｬ 路網及ｾｾ の 他 の

要素より誘致結果したものに地 ぎ主主いので ある。

都市建 築の事業にＺｬｴ走初に若手したのはコロム ピ ア 州 ワシントン近長 ｜ Ｑ の 什 Ｇｾｒ 地 Ｔ Ｑυ 郁 Ｇ ｉ｜ ｩ

( Gr eenbel t  M.  ｄＮ Ｉ て ・あった 。 現伯ーでは ＴＵ Ｐ 戸 の 住宅が完成 ｬ 亡近づきつ ｌ あり且つ ｬ ｜ 存ｾ

Ｑ ， ＰＰＰ 戸の住宅が建築される務ムとである 。 此 の事 業施行 のＱＮ ｾめ Ｔ ， Ｐ Ｐ Ｐ 人り」卜Ｎ の ｊ 芳・働者が失業

者査書締l の中より同時に探川された のであった。シンシナチーの '1 ｾなの丘 Ｂ Ｈ ｇｲ ･･ｮ hil lS) 

及 t ) レクオキ ー の e 株 の 務 " ( Gr eendal e) 等は 、此の存より宜際的民主主設工事K 若 子

し、今や是等の者rS-l¥i敷地の_I -.1乙、: l t X初の住宅百十金の) 杉慌が組立てられつ L むるのである。

ニュ ー ジヤシ ー州の Bound Br ook  I' C 企てられた郊 4 の計 豊Ir ; ! : 事業着手前 l乙、 コロムピ

アナ1'¥の控訴 院の反 釘等 で 中止のJ じむなきf C11J った。

。 縁 の 籍 。 ( ミJ I. ウオキー〉

t  Ｉレク才キ ー の ｾｉ Ｚｲ心より Ｘ Ｑ Ｑ｟ｩｉ ｾ、 ｩ 十 ｩ 部 ｴ ) レク才キー及仙の 工業中心部より本必 I" C ドライグ

の出 来得る位置に 、匝刻整理同では 、僅かた. i J X入で 、生活- を半うじて支持して居る家政の

おめに 、ｊＱｲ ｴＱ 買住宅都 ￯ ｜ｩ たる Ｘ 維 の銘 ｕ を建設し始めたので・ある 。 現不 Ｑ Ｚ て ー は供給しｾ ｾ ト る住宅

詮 I T he  Amer i can  ci ty， Ma y， 1936， 59 - 61頁、J lI ne，1936， 5頁、及建築さ此合、昭和 11年7月

Ｔ Ｙ ｾ ＵＵ 頁参照

ヲ7
X



第 1 園 。縁 の 重 苦 P くウ4 スコシシン州1)

として 、僅か 750戸しか住宅が建築されて居らたいが 、都市町積 3，500*11汀の_I -_ f亡、結hrJ

は 3，000 の家肢の矯めの住宅を建築する務定である。

都市建設の敷地は 、むしろ半坦危地勢で 、 いレクオ ー キー及他の昔[1 rb への幹娘道路 を避

けた 、所謂 ρ 椋の諮問。 である。森林のある 小高い丘は最後K 選搾された1f t 世にして 、共

晶は冬期寒いj瓜が者[Ii [i へH欠いてd Eるのを 防ぎ且つ」延期 のそよ j瓜をまんべんなく者[1fii 全般に

出々と協大さすのに役立つのでるる。

。締 の銘 グ の ｭ 一路網計霊は 、 そ の土 地が慣習又 Ｑ Ｑ 地 ｨｈｾ 要求 ｬ と 泌合し＿と栄落 を形 成すべ

き新都市の設計と云ふＩ［策 のＮ トｾ ｉ 亡 樹立され て庇った 。 故に Ｓ つの ｉ ｾ 要件線道 踏 の ｪ 形式は 、

( 1) 幹線道路は重量交通過ー路とし 、住宅は之れ l亡殆んど而ぜざるもの 、( 2) coll ector  道

路 は之も亦交通路であるが 、住宅が之れに耐する場合もあるもの 、そ して( 3 ) 故後は住 j討

ili 路それ自身で 、之れは一般にクル ード サックの形式を取って居る。此の形式の道路網が

最も経情的 K 計聾を施工し似るのであるが、此の経情的と云ふ事が此の計量の根本問題で

ある。

商業集園地及都市中心地 ( c0mmuni t y center)  11*r I i 助的主要道路に沿ひ且 つ 住宅地よ

り約半哩位ひ離れた昔[Irli の中心部に設けられである D 刷 業集園 地 ｬ 亡は底 ｾ Ｑ Ｑ￬、シ Ｔ ・ Ｗ 、 放舘

X ブ8



&. カレー ジ又は 野天 dJ 場 、嘗祭及 ii 'i 防署 、」立郁 パi を管J ' Jp:す る特: fA t.' J等の建物が1' f- ，(Eす る。

此の荷fldi rlJ 心地は、!ボ[! l J として、小早校 ( elementar y  cl assr oomλ 産業美術、家政及純正

美Nti京、同書官庁及公印' ，:t:&開育館匂; の公共建築の* 闘すべき: 1 - : 地とな って 居る。

。紘 の 銘 ワの 計書家 を ｉ ｬ ｉｌￎ［ Ｚ Ａ ｾ ｉｊ ＱＧ 主主 Ｑ｜ 川 が 、 施工 中 な る 他 の Ｒ つの 郊外部 ､ｩ と比 ｦ 怯して 、特 異

とす る ととろは 、 此 の 訂 ｾ Ａｾｩｦｱ こは 非常 ｬ こ多数の Ｇ，ｦ［Ｂ ｉ ｊ 合を以て樹立控住宅が含まれて腐るとと

である 。之は t Ｉレクオキー ｊ 也ん ・の イ ｴ ｬ ［ ｾ ｩ 者間 ｉ ｃ 於 て 、 樹立佐宅を 好 む と 云ふ要 求 が 諮問カー

トーに示された結果 11: 外な らないのであって 、ili は此の要求に従って案を 決定したも のであ

る 。 であるか ら首 ｉｬ､ ￮ 計勲 氏於ても Ｑ Ｍ Ｑ 然此 の Ｉ［ｾ響 を多 分 ｬ 亡受けて居るのは 首然たととであら

う。

各々 1笥立正!Hl 宅に は個 々の!必I{i ]而i債がJ I j 立されてあるとするならば 、此の討委の各 所K

大公Ａ竜 ｬ 等を設け る 必要は ｴ ｊＮＮ ぃ詩 ｺ である 。 兎に角 、 回ｼ刻的衆落として の雰 囲気を保存する Ｑｾ

め氏 、此の澗立1t 古建築の持つljkT質が有故 lζ 作 IIJ して居 る。此の事は次の事責 を反映し て

居る。即ち休養地でるると か 、nも! 育運動場とか云ふ 問題 より離れて 、風致K 富んだ足跡公

|申] ( Iandscaped Park )  1亡i U ::tを ftI iける事が、者11市郊外のイ"1れの場合でも 自然の版態に於

て児童が遊び得 る蕗 として 、U! : I ' C多くの田1M]地又は牧場等を桟 してゐ く事になるので あら

う。

グ絡の掛 かに於 ける給水& . 排水設備の問也氏| 制しては 、rJ f-j張中で ある から未だ満足すべ

き結果K 到達して危い。

グ 緑 地 帯 1/ ( コロムビア91
111及ワシシトシ〉

ｉ ｾｾ ｾ ｊ 盤王 里町 の 計垂委只 は 、。 緑地帯 グ が新しい昔 Ｑ ｉ 市として迎合さすべく 、コロ ムピア及

メリーラ ン ドの柄事務官が互に協議した結果、境界線から北へ 5 1哩の地匝を全く ワシ ン ト

ン ｾ パ ｊ レチモア 地 ｊｩＡ ｪ Ｍ ｉ Ｍ 垂 ｉ ｉｾ 域 ｬ 吋編入せしめ る 事にした 。

数種の務定敷地が研究されて 15 る聞 に、最後の計ー霊案に lj 討する :立凡が、数週間の研究の

後一致したので、ある 。で結局三 fl 月形をした丘の高山地 を主たる居 tl:地域として選慢 され

たのであった。此の敷地は 3つの矧箸な る利盆 を埠供して居 る。 即 ちそれは道路、給水及

排水系統等を整理す る_! - - に粧情的保件 を満足せしめ 、H 光と通J1tl 乙就 て完全な利益 l亡i谷し

似 る民め 、住宅の日照法を完全ならしめる事、そして掃除の Itt 話 を殆んど無くすると 云ふ

事等であ る。

IIITへの動l眠 をなす幹線道路は 、東に沿ふである Edomol l st on 道路及IおK 沿ふた Bran-

chvi l l e 通り等 K 釘し敷地は三 日月形K 見i度す liH り蹴が って居る。 内部の通路 ( t horough-

fars ) の配列11'C就ては充分 i主意して計垂が行きとどいて居り 、且つそれが 、経磨的に設計

されて居る。最初のスタッチに於ては道路 を601型も必要としたが、最後の計査では僅か 6

l哩の道路 を以って更に有般た、同教の住宅 fζ 間に合ふ椋 tJ.. 設青|ーが出来た のである 。

事遵は遁か離れて配置して る り、且つ一般的に、土地の高低 ( コン ター〉に従って設けら
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れである 。 その結果、 不撃形の 異 妖K 大きい 1，司廓の連績が向現するとと¥. t:r.i) ，各々 の

l長廓にはその端に 120戸程度の住宅が集聞して腐り 、且つ| 厄廓の中心部に は公|章lや起動場

の部分が自然陀残されて居るのである。小筒又は人道等が道路の世jlJ I ' L 配置される代りに内

部にある公同等を目通して居る 。 徒少 の 人々を保護 の ￭ｾ め千 Ｑ ＭＺＮＪ 頻繁危う ど 通道路とづＨＵくする

小径の部分には underpasses が設けてるる。

者 ＱＱ 市の公共用地叉は尚業の中心地は三 ｈ 月 ｪ 杉の昔 日 ｲ｢ 敷地の中 心 ｋ 於ける自然的ｾｗＺ世 ｬ と

見出される 。 ￂ 且は各々の住宅から容易に徒ＺＩＷで行ける位世で 、 Ａ占 ｩｧ ｬｬ￬ ｾ 病院 、 曾 ￭ｩ､ Ｚ 笥 ｦ の建設

地として府立ち得ると同様に 、共J起にある者Ildiι 以与建築は二階建K して 、主主間は小著書岐に

夜間は祉交叉 I' I 娯楽休養の中心地としてのサ ーヴス に肱じ料る様 た仕組にたってゐる。野

球場、 テニス コート 及ランニンク トラック等を持つ起一動場 除製校又は rs: i業中心地K 接近し

た都市公共用地に建設 されるであらう 。そして此の運動場は交通機嗣等による些少でもそ

の危険を被る事なく遊び似る t去に道路より離れた安全友位置に建設計 L るのであらう 。

今でも猫。容易に到達しH}. る都市中心地の凶 )J' には 、新設のタ・ムによって人工的の湖がI 1J

ｐｉ とあがった 。此の湖の問 団 の大部分が森林地 帯で 、 ピクニツクやｾ｛ＭￎｩＺ ｬ 地とし て谷易に開張

出来るのでるる。此の湖縫は雷 lモグ縁地帯 ρ の居住地としてのみたZ ら歩、此の者IIrl1の他の

部分にも出来るだけ接近してゐるのである 。
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給水の問題VCI制しては 、 ワシ ン トン郊外衛生委員合 ( Washi ngt on Suburban Sani tar y  

Commi ss i on) による現存する公共的施設のものより供給を受ける事 K 怒って居る 。委 員

舎によって建設された主要管は此の土地の一得高い地黙である Hur J ey Hi Jl の上にま で

竪管が導かれてあり 、そとて'*-11尽を rおめ者IIII J全憾に給水し得る 1:夫が施されてあるのであ

る。又外側 を経巾 して居る汚水晶理場 I'I 首II IIJ のA r か何Hvc設置しであるが 、共彪はili 部と

して: k 土も低い低地である。 Hur l ey Hi l l の. トー に は 訪 問 者 の |三l標の鴻め曜も亦建設される

事にたって居るが 、それが建設された場合には 、 ワシン トンの注んから 1!¥f 上むな眺めと な る

詩であらう 。

哲lirl i のI'i，j部にある捗しき JJ 巴 は な る 地 域 は 、楽|章lの 庭 として利 )IJ し作る ihめ離れて配 置

し、且つ野菜の栽培等によりて準げ得る牧陸 よ り、 定まった月牧の布n充 をたさん と希望す

る住民 VCl比の菜1;(¥1の 利 fl J が可能友校にしである。者Il lI i をド占|続する多くの姥地 は、公除lであ

るとか或は娯楽休養地で あるとかの利川に あて る矯め 、天然 の 森林地として鈍されてあっ

た。 1/ {!;!k地 U の北昔11に沿ふて設世されてある凶 r: 農業』制査}i OJ ( T he Nat i onal  Agr i cul tural 

ず 司 " ヌト t _ ，ヨ J

Reserch Cent er ) は 、森林及 ーr- . 地保イ(-1亡於 け る lil命詩的仕事の lJ，め l亡、都 i li の周囲 tひた程

度の本地を利} [ j し仰る計会を樹てた のである。

グ 緑 の 丘 。 ( シシシナチー〉

。絡 の丘グ の計書の 中心地は 、 シンシナチ ーの首IIIIJ 境界より北 へ住 か 411盟、そして一1"l lI f

の l邸主地から 111哩のととる K あるのである 。がJ 6，000 尖 IIT[ の出 さを持 つ此 の土地はシンシ

ナ千ーと 91型北VCih る柏々小首[l lI i 怒る Hami lton -lI iーとを結ぶ二つの幹線道蹄と の間 に 位

世して }，!i るのでるる。 i借1ほーiて業地 開 設 をM的として接続 されてある :' j咋線道路はシ ンシナチ

ーの北 四 を口通して) ，'i 1) ，日っ そ の工業地はi将来 。掠の丘 F の 住 民の;11，.・働 像定地でもあ

る。

此 の か維の丘 " I' I数千の家肢を牧千五 しりる能) ) を持ってゐる 、が然し現イ1:では陛か 1，000

家政分の住宅しか建てられない。

緩い傾斜 ( gentl y volling  ｬ ｡ｮ､ Ｉ か ら険しき傾斜まで 、 地形 の製 Ｚ化 、 Ｎｵ見はイ ｵ ［ｪｾ道路のイ ｩ 三

作等が此の志Jr しい郡山一言十主に相岱の禅寺去を輿へてゐる 。故に 全惜の般地;りl は、不整形主主撞

々なる ｪｾ をした建設 敷地より構成 され 且つそれが峡谷 ｋ よって分離 されて ゐる のであ る 。

此の建設敷地は上じ較的4' 1)日な土地である計 りでなく又悶 |到の川|ぷl的、家H青しき景色 を仰 敵

するととが ｈｾＭＪ るので ある。

二つの重要なる交通ili 路 が 、此 の か政の丘グ橡定地として選定 された時 既 tc f;十書 l而舗の

内に存ィ主して居ったのである。 ikjから北及北閣にかけて此の計ー叢|高城の 中心 をは過してゐ

る初!JJl}; 的幹線道路が Wi nt on Road と云ひ、Hami l t on 右11の活時計垂( Hami l t on Count ys'  

Thor oughfare ｐｬ｡ｮ Ｉ の境界線を泊る幹線の一つにして凶より計書 ｉｬｬｾ 域 の 中 に這入って来

て Wi nt on R つad のととるで終ってゐるのを Spri ngdal e Road と云ふのである。
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新しい道路網は援いrHl線の道路による構成で・且つ土地の地形K 従ひ不整形友建築敵地が

辿縦して府るのである。 であるからイnk道路主計書道w i - とが結合するととろでは 、自然不

盤 J惨な大きい住宅地|ぷとしての匝廓が技される諜である。それ故に最も経情的に此の 。絡

の 正 ｆ の計壷を遂行する ｴｾ めの道路網計‘書に於ては 、 要求される勾配の問題 、 汚水島理 の

問題等が| 鋼連して来なければ怠らえEいのである 。だが然し住宅地道ー路網 としてはニューシ

ヤシー州のラ ツ f パー ンに 於 て保 HJ したと同様たj好調クルー ドサック式が止均註でも質!"Iiイヒ

ささ t工て成る 。

郡 山宇全酷を通じて 、道路網計量には特に樹木の効果をねらった景色 を以て形式ばらぬ愉

快主主雰|剖気を 臨すべ〈 指導 されてあったが 、之は峡谷を自然のAA態K 残し且っとれら を娯

楽休養のjs めに利則すべく設計するとと K よって容易に遂行し得るのである。最初の近隣

住宅地の出に直接し、且つ全| 長城のi *i部を自然的に境界して居る 。景勝の秀れた 小河」えそ

の流域は遊| 組地又はピックニツク m地として自然の ま L 保{ 下 され てある 。

か総の丘 グK 於け る昔11" 1中心地 l'I bI' tWJI乙l括って村の焦黙たるととろに中心地が設世され

てるり 、且つ又共の凪は Wi nt on と Springdal e 道路の接合する 附近である 。此彪に l士

山MI及事務所及者Ilrli 公共用建築等のあ るl{fi 君主的 中心地である 。そ して此の地黙へ都市の各

:J i 両よ り容易に集合し得る様に 、充分t;r_ る駐車場 ( parki ng space) を留保 しである 。

墜校と組合されて居る者Inli 公共m建築物( Communi t y bui l di ng) は者II -r! i の殆んど確賞な

中心 地に建設されてあり 、 且つそのＡム ｬ 固には 充 分た空地が ｮ ｊ 註され て るるが 、之 ｾｌ 等の空地
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はまた 、要求さへ あれば、Il¥rの敦子? 川の敷地と して提供され似るの であ る。向ほ小製校は

接続されてある児 ｬｾＺｩｬｬ 怖い也は荷 ｉｓ di 計・主として・判 色のあるものである 。

仙 の 。締地帯 " mS，u・1ζ 共通なる1mく1[l ο 。絡の l'l:. " なる者IS-di 11  IJ II主1 &森林地の如き保護

士血によって ｬ 生 ｼ 続されて出 るの であるから 、 ｾｾＱＧｾ Ｑ 地としては Ｂ ｉ ＭＺｴ日な地域が利Ｉｉｊされ且つ凸 門

な傾斜地などは娯楽休養の地として間保 されるの は市然な ととであるが 、農 耕m地として

は外部の離れた土地が， 'j }Ij されて ;;1:; るの である。 ( 組 J ドド次郎〉

録 者 設

次に示す館語iま遜諜にあらさ' ると 思ふが紋に 請者諸兄の御教示を乞ふ。
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父 通 島

ミル ヲーキー 11: 如何 lこして複雑なる交遜艶に於げる車流11 : に日夜増加する徒歩者の安全た保持統制

するかも述ぺしもの。 Ho wa，'d F .  Il gner 兵記述。 " The A meri can  Ci t y" 1936年8 月務所載。

街路上の事故を防止するに必要えにる一般的手段 lti 、疾走せる車輔を他の運韓中の車輔、

徒歩者或は共の他の静止措より分離し、相互の接簡 を避けるにあ れ 技 術 的 見 地 よ れ 之

が貫行法として 、

1. 街蹄面の遁嘗たる割嘗によるもの

( a)  鋪装標識によるもの ( b)  交通島によるもの

2. 交通標識によるもの 3. 交通信競によるもの 4. 立韓交叉によるも の

5.  ｾ富士にる可硯施設によるもの

等が最も 一般的手法とされてゐる。

都市内に於ける自動車稲の約6主fiJ5: ; t 迄は徒歩者11 : 閥聯せ るものであるが故κ 、賢明なる

交通計重を樹立せんには先づ徒歩者に封する熟慮を廻らさねば友らねと止は始めより明白

友結果である。高架歩道や地下歩道 lti 大量的にi主要1]f1:徒 J炉者問題を解決し得たいし、事貰

其の有効さは認められてゐても今倫共の貫例に乏しい。ｾ刻路面上 ｋ 於ての固 ｪ 骨友る交通

手法の費肢が目下の念務なのである。同様に 、車道の立韓交叉も現今一般的都市街路とし

ては考へられ友いし 、又完全たる理想的立鑓街践を以て 全 fli を蔽ふと とは訓底望み科たい

とと故、結局者[) 市交通の枢黙は路面上の手段に存すると 云は ねばたらぬ。

従って、街路面の遁富たる制首は交通:友金問題上非常友る重大性をもっちのであり 、之

がため従来は相富長年月に亘って 、交通ボタンを有する路面締法標識が多くf I j ひられ米っ

た。交通繭を醤すぺき交通ボタンも共の使用上の上の不注意から i新次姿を j宵すに至った

が、遁世たる位置K 配されたi直宮怠る意匠を存する電官fli 交通ボタンは今尚i前面を配分す る

に最も有効なる装置のーであると考へられるのである。

複雑なる交叉黙や幅員大友る道蹄 l亡於けるうど通品 による自動車交通のm一筋の指定は 、交

通状況の改良上重要たる手段と友つてゐ る。との道筋指定I'I 各種の王手輔交通を分離し、ん

向を定め、自動車に封してのみなら十徒歩者 l亡封しでもーj晋の安全性をもたしめる K 役な

つものである。徒 J伝者は 、自動車の通るべき道筋及) i 向 を知りつつ 、短距離の紘石間 を放

ればよいので、従米の如く長距離の横断踏をもっ交叉黙を 、退ー筋及方向の一定したい混沌

たる自動車交通K 悩まされつつ横断する必要はたい。

i. Ｉ レテーキ ー にて使用されてゐる交通島は、自動車にと って大 友る危険なく而も故 ｾｾｊ 乞

之を乗り越えられね程度の低構造主怒って居り、共の総には琉泊色の交通標識を質素 11: 取

り付け 、夜は街蛾線を之に連絡し島のイ子イピ及其の形やノくきさを明示してゐる 。市して削員

の! 京大た道路K 沿った中央島 K は、普通 ζ の開識燃が二箇あ り、共の存在と幅員とを9;11 ら

しめ、又街路交叉黙に於ける 三角島には各稜 l亡一つ宛の標語普般を設けてゐる。との標識熔

は街路上の他 の般と紛れ友いやう、又自動車の前日夜般に よる l位輝を防止し料る位置、 普通

交通島氏面近くに世カ通れてゐる 、

以下に 、 i. )レテーキ ーに於ける多少珍しい交通島の故例 を、同と共に掲げる。
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第 l 固

める。自動車 1t 自由に運動ぜ しめ件ろに充分な空地

がめれば交通上柳の困難さが伶はない Lのさ 13トへら

れてゐ 1:時代 L あつれが、それはま1) って徒歩行にさ

っても非常 な混飢 Ｑ� 招くしのさ呪花でＨＺｴｾ・ へ られろ

lこ歪つ 1: 。

新交叉勲CF段〉一一交叉則改築に際 L て、交通烏

の感官が固に見ろ虫JI くよく1lf!¥J )J され、現司'Eで( : t . mt早

自動車協が何虞1r 流れるかさの疑 /.'11 、或(:t街E存在横

断するのにタキシー ら呼ばれ 11. 'ならぬ心脱が解決 し

1:のである。之によって、自動車接胸の危険面mの

減少、交通信放 によ ろ統制! の容易さぷ λ 、二!JPJi の生

れれ二さは特筆に ii([ すろ。且1) ち、 この地肌( : t 市 (}<J 西

部の ￎｾＺ 衝であり 、 交通愚 ｌ 頒繁であろＡこ拘らず 、交

通 i . i 批の ー循 (:t
i
，)¥に 36秒間である 。

第 1 園 ・ 三J I - ヲーキーに於て使用さ

れつつある交渇島及照明方記長

第 2 国 ・ J ース・ストーリー公園街及ウ

ヱスト・ウ 4 スコシシシ混交叉勲

奮交叉黙〈よ段〉一一 従来この交叉. TJ，( : t峨

大 11.) 私なろ 姉袋面であって 、 H 戦土品グご して

知られてゐる桜交通事故の多かつれ所であ

る。 ウエスト・ウイ スコ ンシン誕の幅rd:t 90

rv:わり、 j c の' 1

'

1/¥1応なく、加ふろにノー λ ・

ストーリー 公間外に多数の通路が出てゐる 1:

め、 n際の幅氏 (:t 9ory: 丸、途! こ超えてゐ 1: ので

• 2 園

8 5  x  
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m 3 鼠 ・ J ース 45 街反ウエスト・ウ4 ス

コシシン' . i 交叉勲

奮交叉勲( 上段〕一一本圃{ : t 改良市Iの危険さ

かわらは し1: L ので、此E患の位置 1l' 充分知ら

ない- /' i 11tJi 4 この民 に|沼らざる た得ないやう

に出来てゐ 1: 。

新交J Z. 勲く下段〕一一大公園i盈路1J?交叉貼迄

扱 張 し、陸橋の閉止滞在次第 に弟16 くし 、完全に

阻l滑なる炎逝流り方 向崎定が行 {:tれ 1: しの

で 、 この改良{ : t 最も 成功ぜろものさ して有名

であろ。

第 3 圃

• 4 圏 A

第 4 園 ( A ) ・4 ースト・メゾン街及 J ース・ブ

ロスベクト通交ｾ勲

奮交叉勲 〈 上段 〉ー この 湯 合、Ｚｲ｛ｽ ｾ た又 Ｎ ＧＡｬｾｻＺｴ 峨大 な

公開鋪袋ご なってゐ 1: のみで 、自動車 lこさってし安

全ど 二ろではなく 、横断is 7行者 に さって L 極めて危

険であっ1: 。共の t t 径の大なろ 1: め、反針方向の臼

動車がどのコー スズ ｐ 走ってＧＪろかがタ ｬ 明 ｾ ず 、 自動

車i l l 1 綿おにさってし、徒歩ボ にさって L甚 1: 不安で

あっ1: 。

新交J i . 勲( 下段; - ー交通島 1J? 以て吹主置 され1: この

交 ｊ 町内に於げる横断距離ｻＺｴ 、 ｩ 盛 ｅ 住所 ｉ ｾ｜ Ｇ ｦ ＡＨｩ々 ＳＰ 択 に低

下 し、特に挟され1:三1f j 烏によって出来1: '右折小車

道の幅員( : t 20i! R に過 ぎす、従って右折自動車はこの

間 1)?徒歩主i が様E析すろ儀 〈少 しの時間 仁川7停止.すれ



第 4 園 B

If よい こささなってゐ る。 -' rno[ 上、布折t ! んさする

自動車が目先 lこ停止f言放主、認め 1:勾合て， L 、・|雪 く徐

行すればよし、程度て' i J) る。

新交叉勲 ｃ ｆ 段 〉 ー ー 従来の標準ＧＱＧ央烏の尖端九 、 ｉ ， ｾｨ

切り、他に l 烏ら設ける こさに よって 、凶 l こよL ろが

如l く、臼劫! fL( 1. UII i'lt I二淫陣 u: t - られ 、又徒歩桁( 1 . 一

定 の進路さ滋難所た奥 へら れるこ ごご tJ， つ 1:0 q，央

Jbの分割 lこより、 U 廻車事1"" なさんごする rI動! j LI こよ

ってし 混雑ぜろ交え鮎 ｬ こて ￼ ＮＭｬ、必要がなく ｾ ｉ ， ｾ常に

似 平11ごなつ 仁わけ てある。

( 吉 岡 信 武〕

第 5 厨 A (  )  I ス27番街友ウヱスト" 、 4

ランドi車交x . 勲

奮交ヌ勲 o . st) - - rl ｾｾｊｾ｛＠ I二よさって L徒

歩. r ，にさ っても容ん恐ろ い‘ 交え里山でんつ

1:。

-ロコ

w. 開制. A H l > ・ι.V b . 1-

=.  

第 5 圃 A

第 5 圏 B

ー事・

.. 
1  

‘ H L'仙 川 E
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特 殊 建

内務省令第三十ー貌

締嫁建築物規! 1J J左 / 通 リ定ム

HH稿! 十- . l f . 九月十一日

内務大臣 i割 高五之輔

第 一 平 総 Jl IJ  

築

第一[ 康本令ノ、市街地建築物法 第十回線/ ;規定二

f長リ左ノ :各放ノ j建物= 之ヲ適用ス

建物ノ一部ヲ左ノ各競/ 用途 = 伏，? )レ屯 ノ= 在

リテノ、共/ 部分ュイ寸亦 同 ミク

- !J匹校

一 住 jヨ叉ノ、佐室ノ床面WI ノ合計百五十平方メ

ート ル以上ノ共同住宅

ニ 床面 ｦ［ｾ 千平方メート ノレ 以上］シ テ 建物ノ第

三 階以上Ｏ階ニ Ｚｲ ｴｾ 易 ヲ 有 λ ル百 貨庖

四 自動車車庫f旦シ床面的二十2j S - ガメート ル以

下= シ テ守: ラノj、型自動車 ヲ料納 スJ レ屯ノヲ除

p  

建物ニ シテ共 ノ一部 ヲ前項各放 / ) IH会= 供 ス J レ

モ / : 付 テノ、地方長官ノ、共ノ他 J rlrt 分 = 釣シ保

安上相おナル係主主設備ヲ命メル コ トヲ得

ｴ ｩＧｾ 二 保 ｩ 盛 ｾｦｴ 階段 ノ、屋 内 ｩ 盛雛階段、準 ｅ 室 内選灘ｼ省

段及屋外避難階段/ 三種ト λ

度内選難| 潜段ノ総主主設備ノ、左ノ規定= 依 J レイシ

f旦シ地よ| 潜= 設 タノレ毛/ : 付最上部= 在リテノ、

第一獄、第二波、第四百I 叉ノ、第五波ノ市IJ限ニ依

ラザノレコトヲ 4喜

一屋内トノ 連絡ニノ、ｾ肇叉ノ、外主義］開放スル

附室 ヲ設 IJ )レコト

二 階段室及 ｊｾ 撞ノ、耐火構造Ｏ壁惚ヲ以 テ 之ヲ

国綾スルコト

三 階段室= ノ、外気叉 ノ、附室二 百 シ遁蛍 ナJ レ怒

叉ノ、之= 代 J レペ キ採光面ヲ設 IJ )レコト

四 階 段 室、it 肇 及 附 室 = ノ、屋内 = 薗シ出入口

以外ノ関口 7 設ケザルコト

五 屋内ヨ リit 釜叉附室ニ溢ス ノレ出入 口ニノ、自

動閉鎖ノ甲種防火戸ヲ設 IJ )レコ ト

大 前放ノ出入口及露雪量叉ノ、附室ョリ階段室=

話量メ J レ出入口= 設 IJ )レ扉ノ、地方長官ノ承認ス

x  8 8  

物 現
員。

J レ場合ヲ除タノ外第一|潜 = 向 71盛費量/ 方 向 =

開ク設備ト匁 ス コ ト

七 階段ノ、耐火憐 透 ト ｾシ第一Ａ渚迄直遜 セ シ メ

第一|渚= 於 テハ直接非常口 ニ逝 7: ノレ コト

準屋内i盛縫階段ノ総造設備ノ、左ノ :規定= 依 ，レ イ

シ但シ池上| 渚= 設 IJ )レモ ノ= イ寸最上部又ノ、第一

11皆ニ在リテノ、第一放 、第三鋭叉ノ、第 四目見ノ市1]1畏

ニ ｦ 夫ラザ ノ レコト Ｗｾｾ

一 階段室ノ、外気= 面 λ Jレ部分ノ除タノ外耐火

構造/ 蛍骨量又ノ、 甲種防火戸ヲ 以 テ之ヲ 園絡 λ

ノレ コ卜

二 階段室= ノ、外気= 面シ通常ナノレ慾叉ノ、之=

イ'- t ; ; ) レペキ採光面 ヲ設タ J レヨ卜

三 階段室ノ 屋 内 =面ス ル壁画= 慾ヲ設 IJ )レ場

合 ニノ、共ノ 商談ノ、各一平方メートル以内 トシ

且餓骨網入精子造/ 依殺戸叉ノ、之= 代 J レイキ

設備ノ戸 ヲ設 IJ )レコト

四 屋内ヨリ階段室= 遜メル出入口= ノ、 防火戸

叉ノ、餓骨・網人事骨子戸ヲ、設ヶ且地方長官' ノ7兵認

スル場 合ヲ除グ ＯＱＩ ト自動閉鎖Ｏ設備ヲｾ スコ

ト

五 前官Jt ノ出入口= 設 IJ ｉ レ扉ノ、商 ｉ 項第六 ｾｾＩｴ ノ規

定= 準メ J レコト

六 階段ノ、耐火燐造ト匁シ第一| 管迄直通セ シメ

第一|省 = 於 テノ、通常 ニ非常口 二連絡ス，) レコ ト

屋外遊餓階段ノ締造設備ノ、左ノ ;規定= 依ルペシ

但シ 地上| 嘗 = 設タ J レモ ノニイ寸最上部= 花リ テノ、

第三波叉ノ、第四秘ノ市IJ 限= 依 ラザル コトヲ得

一 建 物 ノ 外 側 = 設 IJ )レコト

二 階段及踊;場ノ有数幅員ノ、六十セ y サメ ート

Jレ以上ト匁 λ コト

=  階段、踊場叉 ノ、露肇= 近接見 J レ部分ノ壁而

= 主主ヲ設 IJ )レ場合 = ノ、共ノ 面積ノ、各一司F方 メ

ー トノレ以内 トシ且銭骨納入石骨子造ノ絞殺戸:;.__

ノ、之 z 代ルペキ設備ノ戸 ヲ設 IJ )レコト

四 屋内ヨリ| 普段= 遁メル出入口 ニノ、自動閉 jft

ノ防火戸叉ノ、餓骨納入靖子戸 7 設 IJ )レコト

五 前協 ノ出入口= 設 IJ )レ扉ノ、第二項第 六 務 /

規定= 準メルコ ト

六 階段 ノ、耐火憐造 ト匁 シ地盤面迄直遜セシ メ



道 路 、成場ノ 類 ］Ｑ 盛 Ｇ ｬＺ ｾＺ ｩ .::. 述絡 スル ヨト ト匁 スイシ

第三t依華 3刻非lド2常口トいノ、左 / 構 主透E

主ヲ:謂fJ 7 供 λ Jルレ1匁毒t訴再堂、 屋 内骨稔豊操 主湯号叉 ノ、校含/ 一部 / .主

一 平有干数隠員 ノ、七十五" " - ;/守チ占 . ，1- トyルレ 以 上 ナ Fルレ 要 ナ ｊルレ ｅ壁 ｾｩ 惚 ｦ抱宣 、 床、柱、 屋 根及階段 ヲ 耐火相楠車 主遁宣 ト

コ 卜 ｾ ス ペ シ

二 扉ノ、内向 ナラ ザ Jレコ ト 前 項 ノ同it火 機透 ノ昔1; 分 ト耐火構造 = 非 ザル昔li 分

三 道 路、康場ノ 1額 二;直前 =-j!s絡 λ J レコ 卜 トノ境 界 = 設 タノレ出入口 二ノ、甲種防火jヨヲ殻 p

tP凶保 壁 惚 ヲ以 テ遮 断 セ ラ ル ノレ建 物 叉 ノ、防火 ペシ

壁、防火 jヨノ!JiJ' i ヲ以 テ|直剖セ ラJ レル建 物 = 付 テ 第 十 二 ｻ阪 教 室 ｊ ｾＺ ノ ｦ 也 生 徒 ヲ 』枚容 スル室 ］ノ 、廊

ノ、階段 、出入 口叉 ノ、 比等 = 代 J レイキ設 備 = 閥 λ F、炭問ノ j奴又 ノ、屋外= 面 シニ以上 / 出入 口 7

Fレ規定 ノ、遮腰折叉 ノ、 |高責IJ セ ラルル部分 ニ針 シ各川j 殻 グイシ

= 之 ヲ;直JHス 第 十 三保 1)、* 校 二在リ テノ、児 童 ノ常用 = 供 スpレ

防火 壁、 甲種 ｾ Ｑ￮ 火 ｪ 弓 Ｏ ｾＢ ｩ ヲ 以 テ ｉ ［ｲｲ［ 剖 セ ラ ノ レル建 階 段ノ、左 ノ 規定 = 依 ノレイシ

物 ノ部 分 ヱシ テ隣接 スノレ応事IJ =- 遁 治 = 主li 絡 ス ル - Ｒｬ ｴＭ ｬ ｾ 皆叉ノ、 地 主主 面迄直通 ス ノ レ階段ノ Ｚ 数ノ、 各

設 備 ア Pレモノ= 在 リテノ、地 方長'官 ノ、保安 上支障 階 ニやj 敬室 蚊八以内 ノ トキノ、二以よ卜 シ教室

ナシ ト認ムル場合= - ｬ Ｇ 艮リ ｾ ｊ ｾ ノ部分ニ設グ ノ レ 出 人 数 ｾＮｸ ノ、 ｊ ｌＯｩ 総 数ヲ噌 λ 毎 ニ Ｍ ＧＷ力日 Ｗ )レ コト

1. : 1ヲ以 テ滋 雑階段又 ノ、非常 口ト看 [故ス コ トヲ得 但シ 数室 数三 以内 ノ場合 = 於 テー ノ階段 ヲ設

第 五 燥 地 方長官 保安上必要アリ 卜認ムル トキハ ク 別 ］ 滋 ｲｾ ｴ 上 有数ナル設備ヲ 有 スル ト キノ、 比

第 一俊 各放 / 建物= 釣シ非常曾報俊、屋 上水 補、 ノ|浪= 在ラ メ

貯水 階 、t肉、火栓、 「λ プ リンクラ ー」ノ類 ノ;設備 二 階 段及 踊場ノ有数幅員 ノ、- ・四メ ート ノレ以

共 ノ 他 防 火上叉 ノ、滋 ｾ ｴ 上 ｬ 必 要 ナル 措 置ヲ 命 ズ ル 上トn ス コト

コトヲ得 三 直階段= 於ケ J レ踊場ノ J渚隔 ノ、 - ・ ニメ ー 卜

第 六 {段 仮 設的 ノ 建物= 付 テハ地 方長 官支障ナシ ル以上 卜匁 λ コ卜

卜認ムル トキノ、本 令 ノ:規定 = 拍 ラメ存.tm日1I浪 7 四 蹴上ノ「十六セ ; / 7 メ ート ル以 F 卜匁 λ コ ト

附 シ ｾｴ ノ建築 Ｗ 許 可 ス ル コ ト ヲ 得 百 高三 メ ート ルヲ 超 エル トキノ、高三 メート J レ

第 七 ｦ 阪 本令 ノ 、市街地建築物法施行 規 Ａｬｉ ｊ ｾｾ 百 四十 以内 毎 = 踊勾 ヲ 設 1J )レコト

九 { 傑ノニ ノ規 定 ヱ依 リ内務次 ijj_ ノ持 定 スル l高城 )， ，Ｊ ｪ ｾ 幅員二メ ート Ｗ 魁 斗 ｊ レ 階 段 二 ノ 、中 ｬ 日 ｪ ］Ｍ

=-1Hシ テノ、之 7 遁 111 セメ1fJ_ シ同隊第二項 ノ規定 子摺 7 設 1J Iレコト

エf衣リ指定 シタル建物. xノ、地 l高= 針 シ テノ、地 方 第 十 回線 木 造 校 舎第一 ｉ ｾ 皆 ニノ 、 生 徒 Ｏ 常 用 ］供 λ

長官 ハ命 令 ヲ以 テ本 令 ノ全部叉ハ 一 部 ヲ遁 用 ス ノレ|潜段 = 近接シ テ運 動場共ノイ也/ 空 地 ニ 遜 笛 =

ル コ トヲ妨ゲ 7: 主li 絡 λ ノレ出入 口 7 談クペシ

第 二 章 者匹 校 第十 五 保 生徒 / 常用 = 供 スル廊下 ノ、左ノ :規定二

第八イ 段 建物ノ第 三 ｼ省以上 ノ 階］欲 室ｾＺｴ ノ他 生 徒 依 J レペ シ

( 筆 生 、児童 ヲ含ム以下 之 = 同i 7) '7 J枚容ス ノレ室 一 片廊下二在 りテハ共ノ ;有数幅員ヲ ー ・八メ

ヲ設 グノレ事校ノ建物ノ、共 ノ主 要 ナノレ11l 健、床、 。 ート ル 以上トｾ ス コト

柱、 屋根 〈屋根 ナキ トキノ、直上| 省/ ) 末以下 之 = 二 中廊 下 = 在 リテノ、共 ノ有 数幅員 ヲニ ・三 メ

問 タ Ｉ 及階段 ヲ 耐火係 主 主 トｾ ス イシ i  ート ル以上ト匁ス コト

第九 僚 ノj 、豊島校 ( 小泉佼 = 類スノレ各種事 校 7 含ム 。 三 勾配ノ、八分ノ ー ヲ超 エザ ノレコ ト

以下之 = 同 ク) =- 在リ テノ、建物 / 第四階以上ノ 第十 六 依 屋上淫動場 ノ周国 ニノ、高一 ・ーメ ート

階 = 教 室共 / 他 児童 7 牧 容 スル室 ヲ 設 1J Iレコト ル以上 ノ;扶壁 ヲ設タ ペ シ

ヲ得メ 第十 七伐 木 造校舎ノ J憐透 強度ハ左ノ :規定= 依 ノレ

第十保 校舎ノ ;本屋 ト隣地境界線トノ距離ノ、地方 ベシ但シ 特別1) /  _手法 二 依 J レ毛 ノ叉ノ、君主室共ノ 他

長官 / ;本 認 スノレ易会 7 除 タノ:外四 メ l トJ レ以上 ノ室ノ :規模小 ナノレ屯ノ ノ、比 /1浪ニ在 ラ7:

8 9  x  



一 外壁エノ、堅 悶ナ J レ筋違ヲ月] フ ノレ コト

二 村i1i 十 . メ ート Eレヲ起 ユル ト1・ノ、間 隔 十 ー:

メ ート ル以 内 毎 = 竪 悶 ナノレ7j)j 違 ヲ)l]ヒ テ憐成

ｌ ノ ダノレ 泊以 ノ 問 蛍 Ｗ 設タルコト之ニ依リｾＮＨｦＮキ

JA令 ニ於テノ、通常 ナノレ問| 対ニ控柱、援も宅ノ' l i i i

7 設グ ノレコト

三 特ｽｊ ｉｊ ノ札［令 ＷＱ｜ｾ ゲノ外桁行間隔二メ ー トル

以 内 毎 三位、深 及 小 屋 組 ヲ 配 シ 竪 同 ナノレブj 杖

7 ) Dヒ テ之ヲ 緊 結 λ J レコ卜

四 Ａ末 Ｔ 日及小屋終組ハ竪同 ナ ｊ レ 盛、材 ｊｾ ノ他Ｏ斜

材 ヲ ｊ ｉｉ ヒ テ 脱 ｊ ｲｘＮ シｾ Ｇ ｾ ー［波 及第二獄ノ皆 ｷ 豊ｾｾ若

者 ス ル コ ト

五 二 階 建 = 於 ク ル 柱 こ シ テ主要ナノレ毛 ノノ、遜

柱 卜f ，} スコ 卜

六 主要す J レ枝/ 大サノ、十 五セ0 / 7 メ ー トルタ1

以 上 父 ノ、之= 何 '1:;:; スル強 度 ヲ/CJ スル屯 ノト n

スコ 卜

七 主要ナル柱ノ、 ｾｴ ノ断面談ノ凶分ノー以上ヲ

険 取 ラザ J レコ ト

八 主 要 ナ ル柱、w ; 、桁、上妻、筋違 、ヌj 杖、

主主材 ノ世代/ 縫子 及イ上口 ノ、1; )>" - )レト」、羽子 板

念 物 、短腸金物ノヨ摂ヲ mヒi直前ナ ノレ:)j 法 ニ 依

リ緊省: スルコ ト

第十八{ 阪 地 方 長 官謬 校 ノ種類 、校舎若ノ、教室ノ

規模構造父ノ、周図ノ状況ニ依リ支障ナシト認ム

ノレ トえ叉 ノ、 特 別 ノ事 由 = 依 リ巳ム ヲ得 メ ト認ム

ノレ 卜者ノ、第九後叉ノ、第十一僚乃至第十H.伐ノ mlJ

ｲｾ ミヲ 程滅ス ｊ レ ヨトＷＧｾ専

第 三平 共 同 住 宅

第 十九 俊左ノ各 ｾｊｊｾ ノ一二 該 常 スノレ共同住宅ノ Ｚ は

物 ノ、ｾ ｾノ主要 ナ ｊ レ壁骨堂 、床、柱、 屋 被及階段 ヲ

耐 火 構造 ト匁 スイ ν

一 建 物 ノ第二|潜= 於 テ共同住宅ノJ l I ニ供 スノレ

部分ノ床面f l (.六百平方メート J レヲ超ユルモノ

ニ 建 物 ノ 第三 階以上ノ |渚 ニ住戸叉ノ、 lt 室 ヲ 設

グ J レ' l ; /

第二 十 1阪 ｻ主 戸叉ノ、 ｉ 主室Ｏ局室 ｏ ｾ 場、仕事局及炊

よれ収; 5' 1徐 1; ) ノ }末 ノ、地 盤 面 下 = 之 7 設; ; ) レコト

ヲ i:} 7、

第二十一線荷数採 光面積ノ計算 ｾｦ 寸市 街地建築

物 法 施 行 規 則 第十 九イ隊第三項ノ規定ノ i盛)11ニ跡l

シテ ｻｴＩ ゴ叉ハ ｩ 七ｾＯ ｊｾｩ 室ノ、 ｩ 主 ｪｓ 地 域外ニ花ノレ屯

ノト E住宅 ft J..: 地 域内 = 花ル 毛ノ ト看 1放ス

第 二十 二 伐 } 性 jヨ叉ノ、{ 士室ノ居室 (f:(.J;易及 仕 事 局

x  9 0  

ヲ除ク ) ｾ ノ 、外気叉 ノ、 ， Ａ￭ ｮ 、 ｊ Ｓｊ 問ノ郊］逝 ＷＺＧ )レ

通 常 ナル 換気 ｮ ヲ設 ダペシ Ｑ ｐ シ地方 公 官 Ｚￎ ｾ / 縞I

［金 ［［ｾ￭ｬｩ ｩｬ ｾ＠ ｦ 氏 リ支 ｉＺ ，Ｇｾ .) シ ト認ムノレト司 ノ、此 /1浪ニ

ィ主ラフ:

第二 十 三 保共Ｉｬｊノ 似 所ノ、左ノ規 定ｾ f，炎 J レイシ

一外ｾ ｜Ｎ ｾ凶 ｪ シ開放シ ｩＡｽ Ｑ レ がヲ設タルコト

二 ! 末及床面i 司リ 十 セ ンチメ ート ノレ迄ノi I I ; 分ノ

j品目モノ、不法透1 Ui材 料 7 以 テ織 成 叉 ノ、被援 ス

ノレコト

第 二 十 凶 後 七' }2: ナノレ咳 tl 宣 床 、 柱 、屋 伎 及 11皆段

同 ｪ Ｍ｢ ＧＢｦ ，ｾ Ｇ造 ノ共Ａ日 ｪ 住宅ニギ ｅ リ γ ノ、床凶 ｉ 絞六百平方

メートル 7 A ! 1 ユル階ノゾミ汀卒) j メ ート ル 以 内 毎

ｾ ｉｉ 心火 明、ｆｦｬ ｈ ｩｉ的火 Ｉ￭ ノ賀 ｩ ヲ以 テ 之ＷＧ Ｑ ，Ｇ， ＺｾＮｉｬ ｉ ｊ スペ

シ

前 ｊ ｊＨノ ｦ ， ｖ ， ｩ 主］ 該＿たセザノレ共 ｬ ｩｩ ｊ 住宅ニシ テ ｪｊｾノ悠

築 luiW三 i' i卒メi メ ー トノレヲ起エノレ毛ノノ、三斤1 j S -

ブj メ ート Jレ以内毎= 防火当事 ヲ以テ之7 ' 1:室副スペ

シ

第二十五線共! 日J ft 宅 卜 共 同 住 宅 = 非 ザ ル部分卜

ノ境界ヲ成ス咳位同 ｪ Ｎ ｴ 火構 造二非ず ｊ レ ト キノ、 餓調 ｾ ｉ

「屯 ｊ レタル」塗 、漆日企 Ｑ 会 、 こ ｦ Ｚ 塗 ｊ ｾ ノ他之 ｾＥｩ ス ｊ レ

構 造 ト匁 スイシ ft )i 叉ノ、 ft 室ノ境界ヲ 成 z 壁*翌

二千1"*' 1司ミY

共同住 宅 ノ ｬ 妥桜耐 火燐 迭 ｾ ｾ ｉＧ ザノレ場 合 ム 於 テ 桁

行叉ノ、張11司十二メート J レヲ超ェルトキ ノ、問| 羽十

二メー トJ レ以 外14手= 防火上有数ナ Jレ設! l i TI ヲ以 テ

原俊主ヲ |孟J f IJ スペ シ

第 二十 六 依 建 物 ノ :第 二 階 = 設 lJ )レ}J IJ 緋 ノ 佐j寸叉

ノイJ : 室床面.I :f.Uノ合 計 百 平 方 メ ー ト ル 以 上 ノ 場 合

］ 於 テ Ｍ Ａ ｪｾ /  Ｑ 末耐火榔 透 ｾｾｉ ， ず ｊ レ ト 者ハ ｊｴ ノ直下

1
1皆ノ天井 ノ、級制ーモルタノレ」塗 、 耐 火 木 材 張J毛ノ

他 之 = 矧 ス ル 稿 透 ト; nスペシ

Ｈｊ 初｝ 曾報 機ノ 矧ノ設備ヲ ｾλ 場 合］於 テ 地方 長

官 ｩｾ ， 安上支障 ナシ ト 認ム ｊ レ ト キノ 、前項ノ布 ｉｊｉ 浪ヲ

車型iJi( ス J レコト ヲt号

第 二十 七 保 共 同 住 宅 ニ 於 テ 常 時 火 気 ヲ 使 ハj ス ル

筒研二ノ、防火上通常ナル設備 ｩ ヲｾスペシ

第 二十 八f成 建 物 ノ 第 一1I皆= 住 j寸又 ノ、住室ヲ設ク

J レ共同住宅ニノ、通 常 / i資所 ェ: lt ノ階/ 各{七 j 可欠

ノ、 ｬｴ 室ヨリ ￆ 絡ス ｊ レ二以 上 ノ ｾ ｉ ， 常口ヲ 設タペシ

ＱＱＱ シ ［Ａ ｴ ノ階ノ 主ｾＺナル佳骨堂 、床、 柱 及 屋根 ￟ｬｈ 火

ｾＡｙ ，［＠ i1l =- シテ 地 )i k 官 保安 上 支 隊 ナシ 卜認ム J レ卜

当ノ、比 ノ| 浪ニ花ラ y 、

第 二十 九保 ill 物ノ ;第二 11皆エ )JI J航ノ{ 七戸叉 ノ、住室



ヲ設クル共同住宅= ノ、適常ノ筒所= 共ノド皆ノ各

位 } i 父ノ、住室ョリ主主総ス ル二以上ノ l' 皆段ヲ設タ

ペ シ Ｑ 日シｩＮｦｾ［ -二|省ノ ミ主要ナ J レ日号 、床 、柱 、原 被 及

階段耐火除 透 ノ味合又ノ、ｾｾ 二 階ノ規模小ナル ｊｊＯｾ

令 = 於テ 地方長官保安上支隙ナシト認 J ‘ Pレ卜司

ノ、此 ノ! 浪= 花 ラメ

官ij 項 / F皆段ノ、建物 ノタトj¥lll-=設 )J iレモ ノヲ除タノ

外左ノ J規定= 依 Jレイシ

階段室ノ唆飽ノ、三方 面 以 上 ニ 於 テ鍛網「 屯

J レタル」主主 、漆喰起き、_ I : 塗叉ハ之卜同等以上

Ｏ毛Ｏトｾスコト

二 階段室二ノ、外jhi= 而シ遁?:t ナ ノレ慾叉ノ、之こ

代 Fレイ キ採 光 面 ヲ設クノレコ ト

三 第一| 潜= 於デノ、各別 ノ非常口= 通常= 述絡

スルコト

問 階段及ｼ替段ヨリ非常口］至 ｊＨＮ［ Ｍ ￬ｬｉｾ 分ノ周図，、

地方長官保安上支隊ナシ卜認ム ル吻合ヲ除ク

ノ外常時火気ヲ }li 7  Jレ1M主主= 供セザルコト

第三十 僚 建 物 / 第 三| 倍以上 / 1情- = >jl J機 ノ 住戸叉

ノ、 i t 室 ヲ 設 )J iレ共同住宅ニノ、通常/ 筒所= 第三

階以上ノ各階ノ各住戸) l . . ノ、住室 ョリ if 絡ス J レ二

以上ノ; 盛灘階段ヲ設タイシ 111 シ第三 階又ノ、第四

ｼ密ＱＱＮノ各 競ＯＭＭ］該 ＧＱＺ［ Ｚ Ｂ スル ト キノ、 ｊ ｾ ノｼ常］付テ

ノ、比ノ |浪 ニ花ラズ

第三 l'皆= 於ケルH:J
i 又ノ、住室ノ床面f J i ノ合

計四百平方メートル以 ｦＯ 身合］於テ泊Ｇ， Ｚｾｩ J  

筒所二郎ｈｲ段 ＲｩＳ 二項Ｏ税定Ｍ］ｾ氏 ｊ レ二以上ノ直通

1
1
皆段

7 ゐースルト 者

二 第三| 潜= 於ケノレ i l: ) i ) l . . ノ、{ 七室ノ床面f J ' i ノ合

計二 百平方メート ル以 F ノ初合又ノ、第四| 潜=

於ケル{ 七戸叉ノ、使室/ 床面f_.'( ノ合計百五十平

方メ ート ル以 F ノ吻合= 於デーノ滋雛階段ヲ

設ヶ別 '='i 盛線上有数ナ ノレ設ui 1 l ヲ布スルトキ

第三十 一 保 共 同 住 宅 ノ 敷地 l入.J / 通路= シテ非常

口叉 ノ 、 ｩ 盛蛾階段 ］Ｎｾ車絡 λ ルモノノ ［ 有数幅員ノ、一

・ニメ ー トル以上卜匁スイシ

第三十 二級 住 } i 叉ノ、 1七室ノ床面積ノ合計宵卒カ

メートル以上ノｼ潜ヨリ ｾｈ 告スル常用Ｏ共 ｽｈｉＧ 皆段

/  ［ 自殺幅員 ノ、一メートル以上ト ｾλ シ

第 二ミ十 三 {仮 住戸叉ノ、住室 ノ床面積ノ合計下千平方

メ ート ノレ以上ノ| 管= 設 タル常JHノ:共用廊 F ノ、左

/ ，規定= 依 J レイシ

廊下ノ有数幅員ノ、片廊下二花リ テノ、一 ・二

メー トル以上中廊下= 花リ テハー ・五メート

ル 以上トｾスコト

廊下ユノ、共 ノ各部分ヨリ十 j ート J レ以内=

採光換気上遁首ナノレ窓 ｊｾ ノ他Ｏｦｊ日口ヲ設 グ ル

吋 トf日シ天窓叉ノ、廊下ノ端 /rl¥. =. 設ク ル怒 )1.、: /  

他ノ[ 品!日 = 付テノ、地方 長官 ノ認定= 依リ 十メ

ートノレヲ宍十 メー トル迄 ト匁 λ コ トヲ件

一 前 ｾｊ ｊｾ ノ 慾 ｊｾ ノ他 Ｏｉｊｦ ｬ 口 Ｈ 天窓ヲ除夕 、 Ｏ面的

ノ、一平方メー トル以上卜 ｾ ￀ コ ト

廊下= 接スル階段室、度開等= シ テ採 光 換 紙 上

通常ナル主主主主ノ他ノ! 耳! 日ヲ有スノレ毛ノアル場合

ニ於テノ、地 方長官ノ認定ニ依リ之= 遜メ J レ昔1; 分

ヲ以 テ部1項 ノ怒; J ¥. / 他ノ開口= 代 7 J レコトヲ 得

tiZ三十 四{ 阪 地 方 長官保安上必要アリト認ムル ト

キノ、主要ナノレ壁tl 豊、床 、柱、直上| 活ノ床及階段

耐火体遺= 非 ーザノレ工場、倉庫 、r J i初 、料 理 屈、

飲食庖共ノ他地方長官/ 指定 λ Jレ月Ji 会ニ供 λ J レ

建物ノ上| 犠ニノ、共同住宅ノ建築 7 祭J I : スルコト

ヲ1号

共同住宅ノ、高架工作物内ニ之ヲ建築スルコト 7

T喜7;

第 四 平 百 貨r ，! i

第三十 五 保 床 面I紛五千平方メー トル以上ノ百貨

1占ノ、二方面i以上ニ於 テ道路- = iui スペシ

地 方 長官必 要 ア リ ト 認ムノレトキノ、断l項ノ百貨 l;!i

ニ付政車若ノ、操車ノJ f j - = 供スルi豊前ナノレ自余地 /

存置叉ノ、之］イ Ｂｴ ｊ レイキ設備 Ｗ 命メ ｊ レコトヲ ｾｾ

第 三 十 六 級 建 物 / 第 三| 潜以上 / 階= 貿易ヲ布ス

ノレ百貨! 占ノ建物ノ、共ノ主要ナノレI J . ! tl 童、床、柱、

屋根及階段 Ｗ 耐火構主主主 卜 ｾスイシ

第三十 七 * 床 面 積 千 五 百 平 方 メ ー ト ル 7 超 ユル

|潜ノ、千五n 2f'方メートル以内毎 -=1均火皆 、甲 磁

|的火}i / ;類ヲ以テ之ヲ |孟;!t IJ スペシ 1ft シ些少ノ超

過 ニシテ地 方長官保安上支障ナシト認ムル ト者

ノ、此 /1浪= 在 ラメ

第 三十八線 建 物 ノ 第 一l' 皆= 貿易ヲ設 9 1レ百貨 庖

二ノ、通常ノ筒所ニ共 / 1潜ノ究湯ヨリ辿絡スノレ二

以上ノ非常口ヲ設 9- ' シ

第 三十 九僚 主tt 物ノ第五階以上ノ| 階= 究場ヲ設 P

ノレ百貨 ｬ 占 Ｎ Ｍノ、［盛難ノ ｭ ニ供シ得ノレ［血Ｇ ， ＺＺｾｩ ナノレ屋上

J$i i.，詰ヲ設グペシ

第四十{ 阪百貨J占ノ 11皆段
J 、特= 地方長官ノホ認

λ

J レJj)j 合ヲ除タノ外遊r<IE階段ト匁スペシ

資場ノ各部分ョリ［盛 ｾￊ 階段ニ至 ｊ レ歩行距 ｾｕＮＮＮ 、 三

十 メ ート ル以内 ト匁 λ ペシ

9 1  x  



第 間 十 一 保 有 Pt J苫= ノ、各階/ 賢湯及 第三十九M!

ノ ｾ｜ｌ 定 Ｚ ｦ 火ル局よ ｽＤｩ ・ ｊｾ ョリ述絡 λｊ レ 二 Ｔ 以上ノｩＡ［￬

m階段ヲ設タペシ

ｩｬｬ 物ノ第五 ｼ 潜以上ノ ｉ Ｈ 皆 ノ ｦｴｊｊＩ［ ヨリ主ｾ絡スノレ逃 ｾＡￊ

階 段ノ、 ｾ ｪ ＼ ノ ー以上ヲ屋 ｲ ～ ｊ ￌ｝［開 ｩ 階段 ト ｾλ ペシ

ｩｬｬ 物ノ ＱＱ｜ ＱＱＢＮ Ｑ 倍以上ノ陥］テ ｾｬ /  I(皆ノ床¥( ri .fJ' i三 千

平方メ ー トル ヲ起コール屯ノニハ超過菌防三 千平

方メ ート ル以内毎= 第四階以下ノ l'皆/ 別= 供セ

サ Ｇ ル屋内滋 ｾＡￊ 階段ヲ設タペシ此ノ場合ニ於 テ ノ 、

ｾｾ凶ｻ阪第 Ｍｊｊ ｬ ノ規定ノ、之ヲ適用セメ

第四十 二 [ 燦滋総I(昔段 ノ;有数帆只ノ合計ノ、左ノ規

定= - f，ルレイシ

士山 よｼ潜ユ花リ テノ、ｾＮ ｾノ滋 ｬｩＡￊ 階段ヲ遜ミ， Ｑ 盛 ｾＡￊ

スペキ: J t ノ|渚以上ノ各 l'皆/ 床面W/ 合 計 百 卒

二 ｢ ・メー ト ルユや ｊＧ 六センチメー ト ル以上旦 ｾｬ Ｚ ノ

階/ 床面松下T平方メート J レ=イサ 三十 セ y 千メ

ートル以上トｾスコト

二地| 情= 在リテノ、Jl ノ| 慌ノ床面前百卒方メー

トル］付四十セン チ メートル以上ト ｾｾλ コト

ｩ 盛 ｾＡￊ 階段ニ遁メル出 入 口ノ有数幅員ノ合計ノ、各

階毎ニ Jt ノl' 皆ノ床面? 六百平方メートルヱ H 地 上

|倍 = 花リテノ、二十七セ y チメートル以上地階 ニ

花リテノ、 三 十六セン チメ ートル以上卜ｾ スペシ

自i):..:-. 項 ノ 所 11m，小有効幅員ノ計算= 附シ テノ、*:

ラー叉ノ、 ー ソ階 Ｈ 地 ｬＧ 皆ヲ除 ＡｬＩ ノ ｬ 干 ｉ］Ｍ 供 ス ｰ レ滋 ｾＡￊ

階段叉ノ、之］遜 メ ｊ レ 出入口］付 テ ノ、［ｴｾ / 布 数 幅

員エ ー ・'J i ヲ来: ; > ? ) レ毛/ : 依 Pレモノトス

第 一l潜= 設 !l )レ非常口ノ ;有数幅員ノ合計ハ地 上

|借及地 | 滋ノ床面甘い令計百平方メートルニイ寸大

セ Y チメー トル以上R 士山上 I( 皆及地| 寝中長大ノ| 潜

ノ床面的宵卒方メ ー トル= 付四十セ ;y f・メ ート

ｊ レ 以 上 ト ｾλ ペシ

第四 十三 [段 i1i J二{ i ' 在ノ規定 ノj鹿川 = 附 シテノ、屋上

鹿島0，1、之ヲ 階 P 看 [故λ

第 凶十四イ段 百貨 1; 5 : 花リテノ、第四依第 二項 ノ規

)1o =- f決リ 出入口 ヲ避難階段叉ノ、非 常口 ト看( 依ス

劫合ノ 、 ｾｾ Ｏ 出 入口 Ｏｉｊ ト 第四 十 二 ｦ 隊第一項叉ノ、ｾｾ

三 項ノ所要最小有数幅員ノ 三 分ノニ以上 ノ有数

幅員ヲ有 λｊ レ ｩ 盛 ｾＡￊ 階段 叉ノ 、 ｾ ｉ ， 常 口ア ル 場 合 ］ 限

ルモノ トス

第 四十 五ｻ阪 地方 長官各 階 ノ 床面 積叉 ノ 、不 ｉ ｊ Ｉ ｉｉｾ 犬

ｉ 兄 、 階段Ｏ 数叉ハ 種類 、 露ヨ Ｒ 叉ノ、 ｾ ｈ 室 Ｏ ￯ｬｩ￮ ｴ Ｇ ｩ 等

ニ依リ保安上支 障 ナシ ト認ムノレ トキノ、第四十 一

イ 段 、 ｾｾ 地 ｬ 十 二 ｻ 時 ｾ ｘ ノ、 前 ｩ 長 ノ ｴｴ ｬ ｪ｛ 浪 ヲ軽 減 ス ルコ ト

x  9 2  

ヲ得

ｴ ｲｾ 阿 十 六伐 床 面 総一 国平方メートノレ以上ノ Wl t

ｊ ， Ｇｩ ニ ノ 、｀Ｇ ， ［［Ｚ ［ ］Ｍ￭λ プリンクラ ー 」ノ設備ヲ ｾλ イ

シ

「スプリ ［ｹＡｬ ラー」ノ設 備 ヲｾス場 合 ］於 テ 地 方

i三'I J.保安 上支障ナシ ト認ム J レ ト 斗ノ、第三十 ヒ

ｩ 際 、 第 ｐ ｌ ｝ 十 一 ｛段 、 ｴ ｦｾ 凶 十 二 総 ｸ ノ、第四 十 回線ノ

布 ｉｊｉＺ 艮ヲ棺 ￬ｬｾ ス ｊ レコ トヲ ｾ ＡｪＮ

第 四 十七 隙貿易ノ天井ノ、之ヲ吹抜ト銭ス コ トヲ

ｾ ｴｬＭ λ 但シ第 一 階ノ天井ノ、 此 ノ ｬ 良二在ラフＺ

［Ｇｦｾ 凶十八｛隊 小ｊ，Ｇ Ｇ，Ｑ 縫］シテＩｾ / 床面積直F J f 皆ノ床

面 積 ノ五分ノ ー以上ノ t ノノ、之ヲ| 渚ト看 i依λ

第 凶十九{ 阪 ｻ徐興場、展 Ｇｴｦｦ 身 、 客 ＩＱ Ｑ 食堂ｾｾノ他多

人数 ＿Ａｈ 長 ス ルｾノ、之ヲＵＧＱＮ勾ト看 Ｑ 放 λ

ｴｦｾ＠ ｊｊｾ＠ 1;1: 1' 1動車車庫

第五十[ 段左ノ各般ノー= 該常スノレ場所= 面スル

敷地 = ノ、地方長官ノイ! 動車車庫ノ規模 ‘ 格 納 λ

ペ キ自動車 ノ磁1¥( (又 ノ、 1'.地ノ状況ニ依リ自動車

車ｨｉｦノ悠築ヲ公ｊｉＭＮスルコト Ｗｾ ｦｩＮ

阿l ' l 六 メー トル未満ノ道路

道路ノ :交;l(.!，1、的角叉ノ、急坂

三 道路上= 設タノレ' a t dI 停留場若ノ、づ li亙;場、安

全 地41F 、横 断 歩 道、橋 言吉又ノ、踏切附近ノ道路

四 公図 、小身長校 、幼稚国J1; / 他地 方 j之官/ 指

定 スノレ施設ノ出入口 f' 付近ノ道路

五 部 ｉ 各 ｾｾｊｾ ノ外交通よ支隊プリト認メ 地 方長官

ノ指定ス J レ道路

第 五 十 一 阪 地 方 長 官 自 動 車 車 庫 ノ 規 模 、 格 納 λ

ペキ自動車ノ租 ｾ Ｎｮ叉ノ、上 地 Ｏ状 況 ］依リ必要・ア

リト認ムルト キノ、車庫ノ前面ニ通常ナル降、地 ヲ

存 セシム J レコトヲ得

第 五十 二 級 建 物 ノ 第 二 階 以上 ノ|潜又ノ、 地盤面ヨ

りJZ メートル以上 = 在ノレ箇所= 設グノレ白動 車車

庫 ノ建物 ノ 、 ｾ ｬ Ｚ ノ［主要ナノレ壁伎 、 床、柱 、 屋 根及

階 段ヲ 耐火構 造 ト ｾス ペ シ

第 五十 三級 建 物 ノ 第 一1;皆= 設 !l )レ白動 車車庫ノ

建物ノ、左ノ構造ト匁ス 4 シ

床 面 続三百卒方メ ー トル以上 ノ毛 ノノ、共ノ

主要ナルｾＡ也 、 床 、柱、 屋 根及階 段 ヲ 耐 火機

造 ト匁ス コト

二 床 面桜子千平方 メ ート ル以上ノ モノノ、共ノ主

要ナル単位ヲ 耐 火 構造 ト匁 シ且 柱、小屋及 屋

根又ノ、天井 7 不燃材料 ヲ以 テ織成ス ノレ コ ト

三 床 面前 五十Zj S-方 メート ル以上ノ毛ノ ノ、共 ノ



主要ナル壁砲、柱、小屋及屋伎叉ノ、天井ヲ不

燃 材 料 ヲ以テ機成ス J レコ ト

四 床面積十五平方メートル以上ノ宅ノノ、英ノ

主要ナル日空開ヲ不燃材料 ヲ以 テ機成シ叉ノ、壁

骨量/ 内商 ヲ紙調nll 屯Fレグノレ」塗J l _: ノ 他地方長官

/ 承認ス Jレ機 i1t ト匁シ -'i l - 室後欠ノ、天井ヲ不燃

材 料 ヲ以 テ権成叉ノ、被覆 スル コト

五 床面積十J i . 平方メートノレ未満ノ ℃ノ ノ、共ノ

主要ナル墜骨量ノ内而及屋彼x ノ、天井ヲ不燃材

料ヲ以 子機成叉ノ、被覆 ス J レコ ト

六 前五披ノ :規定= 依 J レノ 外直上二二以上ノ If皆

アノレ部分叉ノ、床面fi ' ni _十司S. 1j メートル以上 ノ

直上ｼ潜 アノレ部分ノ、 ｬｾ ノ主要ナノレ蛍 ｮ 豊 、床、柱 、

屋根及階段ヲ耐火総 主主 トｾ スコ ト

七 第一波乃至第五蹴ノ :規定= - f，炎J レノ外床面積

五十卒方メートル未満ノ底上| 潜アノレ昔1¥分ノ、主主.

/ 主要ナルM惚及天; 11ユヲ不燃材料ヲ以テ構成

シ叉ノ、共ノ内面ヲ鍛斜「毛 J レタ J レ」塗共ノ 他 地

方長官ノ承認スル借主主ト匁スコト

第 五十 四保 自動車車庫/ 機造設百十、部Iニ佼/ 外

左ノ :規定= 依 J レペシ

一 床 及地主さ叉ハ耐水材料ヲ以テ緋l虎シ汚水排

除ノ設備' 7 ; 1 事 λ コト

二 車庫ノ床地盤面下二在 J レ45・合エノ、ニ方面以

上 = 於テ外気= 遜メ J レi直治ナノレ換気ロヲ設ヶ

叉ノ、之= イt lレペキ設備ヲ湾 λ コト

三 傾 斜路ノ 縦 断勾西日ノ、六分ノ - ' 7超ェザノレコ

ト

図 外壁/ 忽叉ノ、 出 入 口 = シテ|災地境界線叉 ノ、

隣陵建物= 商 シ共ノ水平版総五メートノレ未満

ノ位置二アノレ屯/ =- ノ、左= 掲 グル設uinヲ匁 λ

コト但シ公園、康弘等 ノ;空地 = 薗 スノレ屯ノノ、

比 ノ| 浪=在ラメ

イ 第五 十 二俊叉ノ、前線第一鋭、第二 ｾｊｊｾ 若ノ、

第六就= 該お λ ノレ屯ノノ忽叉ノ、尚入口ニノ、

甲極防火戸ヲ設クノレコト

口 前保第三却ふ第四¥l } l 叉ノ、第七放= 該笛ス

J レ毛ノノ? 武久 J 、出入口= ノ、防火戸x . ノ、鍛骨

縦入晴 子戸 ヲ設タノレコト

ノ、 前 ｻ隊第五波］該 Ｑｾ［ スル屯ノノ 出 入口ニノ、

不燃材料 ヲ以 テ構成又ノ、被覆シタノレ戸ヲ設

1) Iレコ ト

五建物ノ第三| 港以上ノ階又ノ、地盤面ヨリ十メ

ート ノレ以上ニ在 J レ箇 lfr=- 設 タ ル 毛 / =- 在リ テ

ノ、之ヨリ主li 絡スル階段 ヲ設ヶ叉ノ、之= イ¥; )レイ

キ設備 ヲ匁 スコ ト

第五十五保 白動車車庫二シ テ述物ノ部分ニ殻ク

ノレ毛ノ= 在 リテノ、前三保ノ :外左/ 規定 二依 ノレイ

シ

一 車庫ト車庫= - ｾ ｉ ，ザノ レ部分 ト ノ 境界 ］設タル

出 入口 ｾｴ ノ 他ノ ｛ 消口］ノ、前保第四鋭ノ Ｚ 鋭定二

準ズ J レ設備i・' 7;1事ス コト

二 車庫ノ最下 ｉｦ 昔ノ ｬ 末及主主よ ｉｾ 皆ノ天弁］ノ、車庫

こ非 ザノレ部分= 遜 メ J レ関口ヲ設ヶザノレ コト

三 車庫ニ非ず J レ昔1¥分ノ :錫設 1) )レ非常用出入口

J 、車庫内= 之ヲ設ケサソレコ ト

第五十六{ 阪商品 タル自 動車叉ノ、縮努すla ヲ使 J11セ

ザノレ自動車ヲ格納 λ J レ自 動車車庫こ付 テノ、地ン町

長官ノ、雨ma長ノ市IJ限 ヲ収減叉ノ、免除 λ ノレコトヲ

得

阿f JIIJ 

本令中地方長官卜アノレノ、必京l好二於デノ、普税総監

トλ

本令ノ、市街地建築物法AJ H前ヨリ存在スル建物及

| 司法叉ノ、之= 基キテ竣スル命令= 依リ建築 シタル

建物= 闘シ テノ、増築、改築、修繕、用途ノ鋭、夏 Jt

/ 他現状= 鑑真ヲ 加 へザ J レ|畏リ之 7 適用セメ

内務省令第三十二競

市街地建築物法第十四保ノ規定ニ依 J レ待殊鎗築物

耐火構造規 lliJ 中左ノ逝吹正 λ

昭和十一年九月十一日

内務大臣 i羽 惑 之 輔i

第 一隊員1一項第三続中「百貨脂、 J '7jj' IJ リ同僚| 司項

第四披ヲ友ノ ;知l タ吹メ|司 i阪第二項巾「銀 四 波 及」ヲ

背IJ Iレ

四 削 除

第二保第一項第三 獄 中「百貨 応、J '7 1'IIJ リl可保l可項

第四就ヲ左ノ虫日夕改ム

四 削 除

第三{ 権第一項第三獄ヲ左/ 知11) 吹ム

云 削 除

第 七 保本令ノ、 ｲ ｬ￮ 街 地建築 物法施行規ｊｬｉ ｊｾＡ［ 百四十

九保/ ニノ規定 ニ依リ内務大臣/ 指定 λ ル1<¥1域

= 釣シ テノ、之ヲ泌) 1-) セメ但シ同僚第二項ノ ;規定

= 依リ指定シダ ノレ建物又ノ、地l亙= 針シ デノ、地 方

長官ノ、命令 7 以 テ本令ノ全部叉ノ、一昔11 '7 i即日 λ

Jレコトヲ妨 ゲメ

9 3  x  



i 舎 報 |

災 害 調 査 委 員 曾 く第9図〉

日幸 Ｘ 月 ＲＹ 日午後 Ｖ 日 制 Ｐ 分 ｾ Ｙ 時 Ｓ Ｐ 分

所 協 令 倶 楽 部 室

出席 者 委 員 長 波 江

幹 事 ｾ＠ 問、 ゴZ 置

委 員 亀 井、 矢 同

1  怒 泉 記 銘 % 集に闘する イキ

1. 型 枠のあl 縞に闘する イキ

住 宅 委 員 曾 ( 第 13回〉

時 Ｙ 月 ｉｉ 日 ｌｦＭ 後 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾ Ｙ 時 Ｓ Ｐ 分

所 協 令 倶 楽 部 室

出席必一 幹 事 矢 問

協 議 事 項 委 員 荒 木、 |出iJ fFl 

1. 閥 西 風 水 害 調 査 書 単 行 本 授fl J につき橡算 、其 iZ 資院、 中 野

他 に闘 し 協 議 し常務合に提出すべ き案た決定 協議事項

す。

常 務 曾 ( 第 16回〉

時 Ｙ 月 Ｗ 日午後 Ｕ 時 Ｑ Ｐ 分 ｾ Ｗ 時

所 建 築 材 料 陳 列 場

出席 お 理 事 片P司令長、安井副令長

常 務 中海主記 、中間主記 、内藤主記

議 事

力日 間主計、作問主計、清 水 主 計

新 名 編 輯、島田編戦、本多編斡

嫡 口 編 輯

1. 闘 関 風 水害調 査 舎 出 版に闘する件

2. 朝日 ピル貸室料値上げに 闘するイキ

3.  木材市場品規格案建議及 ［ｴ ｾ促進 に 闘する件

4  本 年 度 阪 紳 i的空演習 に闘 す る 件

5. 第 5 回全国都市/ 11)組合議総合へ提出 の研 究 111)

題 10月 放 に て 後 表の件

報

6. 都 市 協 合 よ り 無 料 康 告 依 頼のイキ

7  令 員 詮 衡

fき

1. 9月 例 合 準 備 報 告

2. 7月分合計報告

3. 資 産の分 5分利公債利率低下3分5座 公mに来

替 の件

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第5回〉

時 ヲ 月 ｂ 日午後 Ｗ 時 ＳＰ 分 ｾ Ｘ 時 Ｓ Ｐ 分

所 協 令 倶 楽 部 室

出席 者 幹 事 黒 問

委 員 谷、 1I 1 悶

篠 原、 矢 E l : 1

内 藤

協 議 事項

x  9 4  

l  佐足首i本 刊 行 に闘 す る 件

材 料 委 員 曾 L第 12回〕

時 Ｙ 月 ｉｮ ｬ 午後 Ｖ Ｖ ド Ｐ 分 ｾ Ｙ 時

所 !;;)1 1:lヒリレ倶楽部

出品; . x 委員 以 高 橋

幹 4 松 久 保

委 員 愉 減 、 作 1m

尚 l湖、 議 fH

協 議 事 項

l  木 材 規 格 案につ告常務千干の情 勢 ル11 = 問委員よ

り説明わり、之に3討する針策た協議す。

災 害 調 査 委 員 曾 ( 第 10 回 )

H}  ザ月 18 11ｌ ｦＭ 後 Ｖ ｕ 寺 ＳＰ 分 ｾ Ｙ 自主 ＳＰ 分

Jifr 協 合f具梁' i l ! ; 室

出席- { ，幹事 県 問、 置

委 i主 抱 井 、 中 烏

タと 岡 、 叫l 問

協 議 事 項

1. 闘西風水害調査書官E干Ij に闘 し; 常務千? に提 出 の

結 果にイサ報告 し之 が 針 策に付協議す。

常 務 舎 く第 l i 回〉

日寺 Ｙ 月 Ｒ Ｑ 日午後 Ｕ ｈｽ Ｔ Ｐ 分 ｾ Ｗ 時

所 建築材料陳列場

出 席 者 理 事 安 井 則 合 l三

議 事

常 務 中 京 事主 記 、 中凶主記 、 内藤 主 ｾ ￨

カ日間主計 、作 問主 計、烏悶編輯i

ｊ 本多編輯 、 堀口編車 ｩｾ

1. 秋 季 六千干lこ闘する イキ

2. 災 斉 調主主委良令より閥凶風水害調貧報告 l r- に

闘し具申 の件



3. 住宅ｾＭｾ令よりｻ士宅 に 闘す る 単行本 軍 ￮ｬｬｬ に イ寸

具申 のイキ

4.  建築材料陳列場幹 事令 より成告料支出 に闘 し

承認方 の件

5. ｽｴｴ築号 ｾ ｦ｡ ｬＢ内建築統 計 ｩ 併合委民 千 平 に 困 却す る 件

6. J l 是林省大阪l場イi 林 原物 販句研 より木材*.¥1将案

省f l!l1方 のイキ

7.  新名 lJ1. 調製に闘 し全令員 にl!司令 の件

8  倶楽部室幹事長よ り備品紛失照 出の件

9. 令長詮衡

報 告

1. 9月例合報 告

2. 1授紳防空演習 に闘す る報 告

3.  8月分合計報告

用

者

J

一

主

n
-一

者

動
一

一

曾

口
員

一一

入

曾
一

姫 野 ; 封IfJ t 八幡市5，e生 II IJ 1丁同 開組滋出所内

o品1紐小倉i辰出所〉

辻本 三郎沼 奈良 l係添上部大柳生村阪! f ，( 山間方

( 奈良j孫古枇寺 修理技術員〉

総 [日 市jl t fU:・ 兵庫 j採切れ郡大久保村谷八木 ( 兵

庫 f，l;j¥ill:築;t!R: )

松 F 克己 n 新 京興 安 ｊ く 路 陸軍 ｦ ｬＺ［ｊｉＮｉ官舎お Ｑ Ｓ Ｉｪ Ｏ ｾ

くl義徳不動産株 式令枇〉

特 別 賛 助 員

海老bit凶fil i..{: J也l孟菊i森小路 '1 '1丁 1-1、松下電器株

式 合ii1t)

阿 国 健三 .ft 凶 l亙北姻江上過 l ノ18 間同組 Uf i

広〉

普 温 質 助 員

凶 村 l径A 香川 l際援，' l .¥IIIJ 若松町 ( 坂 出 地 Ml

E支局〉

退 曾 者

舎 員

山下凶太日11.kl"

特 別 賛 助 員

亀 山 武雄8

普 温 賛 助 員

会 問 裕 邦g 紙同 七 ￑ ｾｫ￬

鱒 屠 韓 勤

曾 員

キ目川 A!i: 一君 京 成 ｉ ｾ 勝 ｉ ｬｬｩ 邑 ＹＯＷＲ Ｈ 臼 笹 〉

小回健次郎君 西 成 ｉｍ ｾ 粉 ｩ ｪ Ｈｊ，Ｑｬ 之 Ｑ Ｑ Ｑ｛ Ｕ Ｏ I03( 白笹〉

久保田盛園君 紳戸市林 閃|孟大泉 町 1/ 57( 兵庫 j係

修 繕 課〕

坂 本一二三君 京成 Itlli 勝 111i!fi 9丁目 72 / 11( 自修〉

三 浦 脊亥君 尼崎市灘波野[ 111[ 3 ノ26. 2 ( 吉 田鉱工

所〉 舎 員

三i宰苅之進 君 .l! f成 匝.l! i桃 谷I1I J 4 ノ196( 自主筆〉

蓮月初太郎8 旭区新森小路' 1' 3 ノ41( 大阪府建築

課 〉

山 崎 孝 雄 君 J.! U定川| 直十三 凶 ノ111[ 5 ノ18( 自主査〉

大 道 成 輝 君 普通賛助氏より林中高

大 隅 武夫 l i 踊 Ｇ ｉ ＧＩ 弓 ￯ ｬｩ ＵＮｲ ｩ ｊＺ 姿 ｉ ｬｬｩ 磁 Ａ ， ｾｉ ｉ ｉ ｉｉ ｦＳノ ＵＵＨ 兵庫 ｬ ｜ｬｦＮ

建 築 課〉

川 瀬 渉g 北区北扇11Ij' 57( 1.1  * ' i l t カ株式合枇〉

闘 以 猛夫君 住吉 l亙卒野流 IIIJI 15 ノj 、匹i政 一方

断11瑚 幹夫君 榊戸市 灘Illi 備後町 l ノ16六甲道 プ

パ ー ト( 兵瓜fJ 院建 築課3

1.11際 光三宕 住 吉 |語法皇小野田y395 ( 竹中工務

広〉

横間 道 夫 君 j白区赤川 I I I J ω40世間ノ、 ウλ く都 島

工業ｾ校 〉

大下順三 NII君 普通賛助員より ｾｩ 事終

地 方 曾 員

伊 藤 久 治 j j ｊｾｦ＠ ｆｉｾ｜ 削 ｉ ｉｉｊ 夕 食 Ａ 日 ｲ 1189( 八木工 務所〉

杉 喜代一点 凶淀川 凶大 仁本111[ 3 ノ4 6 官訪l LL士

養成 所俳内大倉土木株式合『止作業

所

'1'野順次 filik1' 北|孟養源寺11汀8 / 55

宮. a; 幸雄 k: 訪中戸市浜庖鴨越 111[ 69 ノ1，兵 応 !I.必修

終，j!l O

村間 銃規狩 京音Il rl台本日幾ln¥'i;;; 尾村凶小浄瑠瓜寺

修理.tj i :務所

森 三::: IHI Ai  市外守口 11汀椛;11'- 488 村 I日後松方

l乎 子 Ak i  住 吉l盛橋 本 町5く定天下茶屋3 166)

上 野 馨R 字治山岡市米洋紡絞山間工場 銭 高

キ且詰所

大石忠、夫8 西区江戸掘 下 通5丁 同 セ ン ト ラJ レ

ノ、ウス

三 島 岡リ8 品'1' 戸 市須磨| 孟大手111[ 2 / 1 17

今 回 太- ki 凶}& 極紛説本I I I J 4/60
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佐 野 後 三 君

辻 卯 議 君

進水孝太郎君

地 方 曾 員

本 閃 富 雄 君

松 江 ifij- 季 君

清 水 幸 重 君

永i宰 昔E雄 君

岩 城 種三君

特 別 賞 助 員

小松 岡 郎 君

森 悶 友透君

唱量司E 雪量動員

西 村 家b君

前川 敬語主君

村 田 ｾ 一 君

佐 藤 佐 七 君

小 野 五 作 君

高 波 利 準 君

閃中 ｩｾｪ 一 期君

小 柴 秀隆主主

凶口己一郎 君

松 永 疑 君

兵庫j採武庫君tl 甲東村段上字新池32

ノ17

大阪府建築課

納戸市灘区上野通3 ノ18( 令交合枇

進水組代表『止民〉

ｚｦｾ題府議 Ｑ Ｑ Ｑｦ 悦鮮角直産銀行卒渓支庖

佐世保市八幡11IJ3( 佐世保海軍建築

部 〕

東京市f定構図百人町3 ノ273

東京市小石川|孟宮下 IIIT5 1太田穂杭

方

富山市清水旧T4

東 区 瓦111[2三 和 ピ ル 東 洋 リ ノ リ ユ

ーム株式合枇内

住吉区阪南町中 l ノ32

紳戸市須磨区板 宿町3 ノ132

静問麻布I局 IIITB r 名紛絞新居工場面上

宅B披

旭区大宮町7 ノ92

成 島j係佐伯1，'tI}三竹11汀1l¥8Illi 2:21O

滋賀l照彦伎11汀i1I' i Ｎ ＡＡ ｾ場 ＱＱ パ

米京市芝| 亙 l江金王室111[ 2 ノ8

問中製作所

京都市右京 |益よ桂宮ノ後IIIf 5 ノ2

米 l亙森ノ宮凶ノ IIIT567

静問販新居IIIT滋名紡絞新} . ! i l 場工

事場J l i畑建築事務所

最近飛行機{ : t ! 活異的をま逢 1.t 遂げ 、凶上防衛の上に

一 大型経革 ＱＮ￞＿ 長し、都市ｻＺｴ敵 の 空ｾ下 に 暴露されるや

うになっ ＱＺ の で あります。之に釣して臥洲各ｾｻＺｴｾ

土 並に青si 有か防術す る湾、主主 に防空演習 か単行し、

空ｾ の Ａ的識 に ｩ 直隠す る Ｐ う都市の大吹 透た して応・る

さU、ふ状態であります。我凶に於て し、近年陰本防

空演習に京 ｉｊ 鋭ｾられて、識字 ｩ の聞 に 高官 ｬ 朽 の 防殺さい

ふこさ が主主に up.，導ぜら る 〉の{ : t 悦If しν 現 象で あり

ます。

1. 弓矢時代の兵戦さ都市武装

古来兵f般に針す る都市の防識は、各時代の王女捜武

ｾ に 際じ、者 ￟ 市 の 機築ム に 著しし、影響 在 宅見して ｪ 詰 る

ので あります。例へIf 弓矢を以て武器さして} . ! r つ1:

時代 に11 、kl 主 {U f ; . 住民 か膝下に集めて 、彼等の外

商kl.l>1妨ぐ に極々手段 1.t見出し 1: のであります。欧洲

各都市 ｊ 正支 Ａｊｾ に 於ては、都市の周図 に 城壁或 ｻ Ｚｴ城砦、

犯 等 1.Tmらして之 在諮り、我| 過に於て 11市 の 中心部

に於て比城壁ら設け、外商kt.}? 防ぐこさ に努め1: ので

あり ます。我 i必の城 下 IIIT 1主総べて此形式でありま

す 。 支月 ｉｬ の Ｑ Ｑｪｾ ＱＱＱ の ｊ ､必 の 虫 ＱＱ き Ｑ Ｑ ｾ ｴ 規模 の ま 経ＩＨなろこ

さに於て、叉凶家的施設さして餓り に有名 で ありま

す。向城下町以外に於て も我 凶に於げる堺市 {: t 自由

開港 ISllrli でありな が ら、都市の周り に防護の姻 ズレ殺

げて外向V .T I幼ぐ に努め 1: のであります。

l  火 砲H，¥' it の兵戦さ都市武装

ｾｴ 後 十五 世紀 に なって火砲 ド 安明ぜ ら れ、都市住

民 に 非常な脅威 ｴ Ｎ￞ ｾ 処へ従来 の 都市 の ｼ 針盤 Ｉ￭ 法 に 一 大

型連革1.l>*- し 1: のであります。首時、火砲の攻 般に;tt

し 都市 ｾｽｪ 禦ごして案出ぜられれ 理 怨ｬ｜Ｇｉｉ， ｴ ｩＨＺｴ多角放射

路線式の形式であります。それは郁 111の外国 に隔日古

都 市 武 装 促 進 委 員 禽 の五 枚閣 の 如 告星形 の 煉 瓦造 城 ｾ ｴ ＮＮ， 環らし 校端にＺｲｊｻＮｪ

本 年 9 月20 1=1及21 日昭和 11年度| 制中防空演包暴行 l... tMへて| 坊ぐ ので ありましてパリ、ロー マなど に共

ぜられ した以て本協合{ : t 都市武袋1足立主委員令 lこ於て 1J IJ 11' Yもる ので あります。常時のTi . 枝問( : t 火砲防禦JII

都市の堅牢な る建築物の必要即 ち昔日市武装の促進i豆 城 砦の最新式の形式 であります。

iI!IJ の匁 >f ::. 〆フレツト ( 下記 の逝) 1... 作り 9 月 18 日大 然 る にｾｦ［Ｎ後火 砲 Ｑ Ｑ 著しいをま主主 ニえ， して 、 一 両日 ｲｬＱ それ自

阪 市 、 堺市、尼崎市、凶富市 、 踊 ＧＱＧ 戸 市のｾｽ校 、官 公 身の内に於て外敵 t..，防ぐ こさ11到底ィ、I 1J能 に より 、

街ｾ Ｎ ｦ［Ｎ他 に 配布し旋〈開設 ｴ まられ ん こさ を 依頼しれり 戦 争の形式 L ー鈍して野外戦ごなり 、 lニl 消‘ 同践の

倫 ｉ 的空演習活日 Ｈ 折感しく雨天 の ｾ ＲＲ 日〉盟主 ＯＭｩｾ の 戦 役に( 工事箱洲の野に戦 争たなし l剖民{ : t 凶 I勾に安 l利ご

宣 i事ピラ ( 下記 の文 字た入れ 1: o  1， の〉 た飛行綾に して活られれので わります。

より上記五市 の空中より 1散布宣 fw. 1こ努め 1: り l  近代戦さ者11市武袋

パンフレツ ト内容 :  然 るに 航 空 機の呉常な る後逮{ : t 戦争形式 込菰) ( 立

空襲ミミ都市の武装 :  悦化 し、見守員長戦{ : t 開戦前 に敵凶空軍の鎚取ら受くる

1. ( 1 しが き
i  もの さ覚悟 tまなげれIf なら ね。都市 {:t凶の政 治 、経
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演括警備の中短であり軍事上の根元地であ るから、敵

t:tt再ーに闘の心臓部1J?JMし|掛民 た滋飢脅威d しめ、

般 参J怠識も奪って 、勝 ら一気に決ぜんさす るt: t 明ら

かであります。 i乎慶子の刻J <笠3遣す る敵 後 九，防ν で

一機 L入れぬさ説れが言 ひ 切 り 得 る L のがあらう

か。必ず甲南tの小数機 t:t防ZE: 制 か突破して者si V に襲

Ｈｊｉ掛か るもの さ ｾＱ 誓ぜな げればならぬ。臣 氏洲大戦 に

於てバリ 、 ロy ドy の百餓固 に亘る 硝 機の空襲に針

しても都市の建築物 !J' 耐火締迭の然、火災の延焼ら

免れ、よく持久して最後の戦勝た捷 ち得 1: るも 都市

建築物の不燃焼に頁ふのであります 。此戦傑すへ守

都市攻怒武器に針し て今日 の我が 都市t: t 果してどん

な情況であら うか。

1  我国現時の部市武差是↑ 市況

我園都市のき見J伏ら見ますさ大l E 九年都市計J f 並に

市街地建築物法の適用ぜ られて公園 、溢路 、J$1場、i盛

l4t 道路など公共的設備t: t 檎々 改善進歩 d られ1: しの

がありますが 、都市の火 災か局昔日に止め、延焼た防

止す るさ問時に滋 灘た安全ならしむ る防火地区t:t市

民白身 に於て耐火構透の建築物 た以て充代しなけれ

ばならね ので あります。近頃耐火的 の お府建築 ｾ＼ 著

しく精力目す る傾向 にあ るが、倫防火地l亙の 一割 に L

充 1: ない迎々 1: ろ情 況であって| 坊火地| 湿の完成 11背

年河清ら侠つが如 しさ考へられ るので あります。

共他一般の建築11元より都市の大部分 t:t木造建築

物の集闘であって平時に於げ る地震、雷、火事、風

水等の知叶天災に濁して何等の抵抗力 た有って居ら

ない、' l !yに圏防上の重大欠陥t: t 木造者s市建築さJ I 4 ふ

べき であ るのであります。かの闘点大震災に於て死

者十銭高、資財五十五億 か焼失し 、又凪符の大火 、関

西の大風水害など思ひ起すさき傑然 1: るものがあり

ます。我々は何時起 るか も知れぬ天災 、及国家非常

時に想' ( j ; ijす るさき杭; た高くして眠 るこさ が 出来ない

ので あります。

1. 都市武袋t: t 市民の義務

間駄文明闘に比し、我凶に於て主主 ｌｾ 隼 ｷ の 遅れて

居る Lの t: t 、都市1J?機成 す る建築物の改善でありま

す。建築術t:t世界的指導の地位にまで進歩し て居る

が 、建築の改善が湿々 1: るのは、 建築物11各人 が建

築 L 之在所有す るから 、急に沓殻ル脱し て文化的建

築物に滋り主Ih、l l Hあら うが 、都市の大部分11徳川

時代さ殆ん ど整理り がなし、木造建築であ ります。之が

改善 11' i}i 主J;: -i'i の絶へき' る努力之理解わる市民各自 の

協カ に侠っ こさ大な るものが あります。就中建築; ( ，.

ｴ Ｚｴ此作成 ら 認識し卒先して 餓筋コ ＺＯＩｊ ｾ ート遣など

の耐火総造建築物島建てる絞に 努めなげればなら

ぬ、勿論そ こには避難用の地下室、防毒室などた備

へなげれば充分 ではありま ぜん。

主E頃餓iui コY )J リート構造11著 しく務主主 して通常

木造 の五 Ｑｦｊ ｊｾ 位 の ｦｩｙ 絡にて建築 が 出 来ますし、それ

に建物の耐久カ、保険率の安い こさ、維持授の少な

いこさな ご1二考へま すご、餓筋コ y ' )J リー トl:t 水主を

より L反って安くつく のでありますから、防火 地阻

内の人 11勿論、地| 直外の人さ錐 も都市市民 t: t 自己の

生命財産た護 る見地から、進んで耐震 、耐火建築1:

る銭筋コ〉ノグリート か以て建築するこさ t: t 市民の重

大な る義務であるさ考へられる のであります。

1 . む す び

此 l刻家非常時におり祖国日本指導の第一線 にある

我々青11令人が 、此戦傑すべ告脅威や自覚 し、半先 して

防火、防空の建築物 i/!. (2えに遜巡し者11市白憾の武袋施

設の完成らj切d れl1.' t" らねさ f吉す' るのであ ります 。

宜保ピ ラの 内容

ま Lれ都市

0 めt: t てすおそれず我家やま しれ

逃げ1: あごから起 る火 事

O 燈火管制準備はよいか

防火防毒すぐ用意:

0 天災地獲に燃えない家t:t

空の まも りに無敵陣

燃えなし、家か建てまぜう

刑 法 日 本 建 築 協 合

図人

大阪市北区中之島朝日ピル凶| 潜

9 7  x  



事量 後

『

H

」

-
P

-

ロ

。 オ リンピックの主主楽 (:t IITl 1.l. '重ねる勾 に著しし、

後主主の足跡た残 して来て 、ベルリンオリンピッ

クの建物 l二於て主主 に一つのJ 1' l . Wi lこ到 達 し1: かの

。う lこさ へ感じ られる 。がしか し、進歩俊遠の

在京地は まだ ま1ごし、〈ら もあ る事で あらうし 、今

東 京 1 リンピッ クた びかへて我々建築家 が知 ら

んご欲 し、云( : t んご欲する事 L X此の引であら

う、勿論 点京 司リン ヒツ クの建築( 工 、言十JI に於

てし、久志: 匠に於てし、 ベルリンのそ れ の模倣

に 終つ ＱＺ り、 ｊ 文宇目 Ｑｾ 11 本係王むの 玩弄 .j:!JJ ご1.. つ 1:

りしてはならねが、阪に 11 前l の準地 より翠火リ

レーの模倣百十21・が保へら れる等. 下手 た する さ

＾Ａｕ ｦＭ辺味のｾＩレリン対リンピック Ａこ めらぬさし

l浪ら r: 。

本 WR1.t ォリンピック特斡吹 さ して先づ その本 協

的手} 険討た行( : t んさ しt: Jfr 似である。

。本自主( : t 早急の百l-ili ーであっ1: 1: めlこill 築 家以外

の人点 、待|こlir 際競技 lこ除|係されれ人々の -i Ui?

F台ど聞 くぞj]: が 出来なかっ 1: し、建 築家 から !' "k

京 1 リンビ ッ グの建 築( 工比くあるべしさ云ふや

うな芯見 L 殆 ど 得 られな かっ 1: 事 (:t残念 で ある

.広l随閲兵の「オリンピア祭の競技J i: t椛成 ;/i の

記事さ して古代 ギリシヤ の競技 か知ろ上に絶好

の資料で あり 、森 田慶一氏 、波i写民弓氏、 l ド尾

保氏の記事亦そ れぞれ専門的知識1l ，ftil げ られ1:

好 記 Ｇ ｊ ｾ さ して共 l二本 放 の m鎚 ゃなすも のであ

り 、 ｾ Ｑ ＩＱｪ ってオリンピッ ク競 技 の 本授 ら 窺 ふ に 充 ｩ

分 で あら う。 i

ｾ 競 技 ぬ 建築に 造 詣深 い 小林政 一 兵力 ‘ら ｾｬｽ 1:  

「対リン ピッ ク競技 設 備 に就て J i:tさたの 貢リンピ

ック建築設備 lこ謝 して多く の ヒン トら奥へろ意

見さ し て ｦＮ ｬ ｴＮ ｬｾｾ にす弘 め Ｑ Ｚ ，、。

。木下＾Ａｾ作氏 、 問，ｩｊＦ氏 の ＱｪｪＧ稿 Ｈ 工雨 氏 名猫 自 の Ｓ ＲＺ

Ｎｴｊ ｢ から建 築 家に ｵｦ び かげる言葉さし てホ Ｚ ｗｖ ｾ ＢＭ i  

ｪ 付芯、義あら し め吊し の 。 ｾ

ｾ利 ｛ Ｘ 氏、匂坂氏 の升リ ｙ ピ ＧＩｊ ｉｊ 村、 Ｒ え そ ｭｊ 升リ i  

y ヒ・ツグ の建築に闘す る記 事i:t 比較 的一般 の法 h  

;訟を ひかな かっ 1: 今年 の 司リンピック の νi :t ¥"  

外廓的建設物に謝す る紹介さして意義がわらう

。亀 井氏 、小泉氏等の記 事 i: t 共に升リンピック

に民自係わる! i ; :涯lら さらへて謎ぷ lこfiIFへ 1: lJ の。 ，

ｾ倫 理主 ｮｮ 掲殺 の 潟ｩｊｩｩＮ の 多く Ｈ Ｚｴ大阪仰 Ｑ Ｑ 来 ｲｲ 問中上 、 l  

ＧＨＮ尾 ｦｾｊ 玉、伊 ｉ 毛利 夫 兵 等 の 好 ｍＺ に よって件 ＱＺ L  ｾ＠

の で 、 Ｔ 寺にｾ｜ 一 回 Ｑ リンピツタ競技場 の Ｚ泌 氏 の

主 ＱＱ 告 は 得 ｾｦｨ 、 良重な潟 ｭ で ある。重ねて こ、ｼ二

位il 女子;古¥1l ，，:Mす る次第である 。

。次 ?JX(:t .f持 主主に闘する 待 輯枕 さなろ筈 で あるか

ら御期待た乞ふ。 ( 本 多.i E道〕

建 築 巴 祉 曾

第 19斡貫主 10 披

毎月 l 回 l 日 断 定 償 113! ト峨 清 和 銭〉

2却't 6 回I( 悶 24 銭〉

昭 和 11年 9 月25日印刷 i昭和 11年 10月 1 日後 行

後 行 ・編 輯

印 刷 人 小 板常 ｹｾ

大阪市北庖朝日ピル日本建築協合内

印 刷 所 大 石 立 印 刷 所

大阪市北区玉江 l町1丁目 11番 地

俊 行 所 主要 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピ ノレ

電話長 fト鴻( 23) 4501苦言( 9)

指 替 口座宍板39975苦手

特約販ｾ広 柳 々 : 主 宰 j占

大阪市西区京町姻羽子板 橋西

電 話 土 佐 堀2440苦手

指 替 口座穴阪2084香

禁 鱒 載

本 就 に 掲 載d るものは 、一切 二 れた 縦断 lこて

車事故し叉 i: t 単行本によ枠その他の複製行匁ら

なす こさら禁? 。

鹿 告 掲 載 料 金

表 紙 3 I  1 頁 l 回 I 45・00

表 紙 4 I  1 頁 1 回 80.00

建築事務所録 I 1同 I  1 回 1.50  

〈連 制 問 時 内) I  1 欄 I 1  [司 I 5・∞ |  

康 管 掲載御 申 込i: t 本合直接願ひま す。 I

本誌購読御注文はすべて前金で本合直接叉 i:t I  

特約広 へ振替 貯金叉 ｩ Ｚｴｾ 幸 子で御梯込 た願びま

す。j [eji 券代用 i: t 一割増 、代金引換はお断り致

します。
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